


秋田の四季。そのコントラストはあなたの創造力を育みます。

雪で閉ざされる冬は、静かに思考を巡らせる哲学的な時間。

春から爽やかな夏にかけては思い切り活動範囲を広げてみる。

秋にはその結実を歓び、考察を深め、その経験がまた冬に活かされるのです。



3

秋田公立美術大学の、4つの基本理念
秋田公立美術大学は社会の大きな変動に呼応し、古い概念にとらわれることなく

新しい芸術領域の創造に挑戦する大学です。自然と伝統文化に恵まれた秋田の文

化的資源を活用し、芸術のもつ可能性、公共性を探求し、秋田から全国、世界へと、

自らの芸術的感性と創造性をいかす社会に貢献する人材を送り出します。

近代日本の芸術教育において、「日本画」「油画」「彫刻」「工芸」「デザイン」「建築」

等の区分が固定され、西洋近代的なものと日本古来のものが並行的に同居している

状態を見直し、現代日本に合った価値観に再構成するとともに、新しい芸術的価値

を生み出し、発信することに積極的に挑戦します。

新しい芸術領域を創造し、挑戦する大学

1

「地方都市のアイデンティティを再発見し、新たな価値観を創出する」というビジョン

と、「地域の多元化そして深化こそ豊かなグローバル文化を形成する」という理念に

基づき、秋田における芸術創造と人材養成を実現することを通して、芸術の「地方

分権」を先駆けます。また、秋田が歴史的に培ってきた伝統的な文化、生活様式、

技術などを掘り起こし、その芸術的価値を再評価し、現代の秋田にいかすとともに、

芸術・デザイン分野における新たな展開をもたらす、いわば地域のルネッサンスを

目指します。

秋田の伝統・文化をいかし、発展させる大学

2

再構成された芸術領域と地域の芸術・文化に対する深い理解や、「世界」に触れる

機会・交流をもつことを基盤として、変化しつづける芸術表現の中で、アーティス

トあるいはデザイナーとしてその潮流をリードするために必要な、多様なルーツと

出会い、価値の多様性を認め、共有できる柔軟な思考を持ち、新しい表現を模索し

ながらグローバルに活躍できる人材を育てます。

また、大学自体も、豊かなグローバル文化の形成を目指して、秋田に残る文化・芸

術を再評価し、現代に通じるものとして復興しながら、先鋭的な芸術表現により世

界に向けて新たな価値観を発信していきます。

秋田から世界へ発信するグローバル人材を育成する大学

3

公立大学の責務として、教員全員が自らの専門領域に由来する社会貢献事業を進め

るとともに、県内外の大学、民間企業、小・中・高の各学校、美術館等の社会教育

機関との連携を積極的に図りながら、地域ブランドの開発や地場産業の振興、芸術

活動の展開などに力を発揮し、地域の活性化に貢献できる人材を育てます。

まちづくりに貢献し、地域社会とともに歩む大学

4

2
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視野を広げ視点を高め、新しい

充実した工房設備学びを支える環境 空き家等を活用した
多様な展示施設

地元企業・個人の応援団
あきびネット

学生を見守り支える
地域の人々

社会と繋がるプロジェクトをつくる
アーツセンターあきた少人数制教育

進 学

就 職

作 家 活 動

起 業

学
校
生
活

【人との出会い】多様な専門性をもつ教員、全国から集まる先輩や同級生、活動を支える地域の人々、

【環境・地域資源との触れ合い】自然、地域の文化資源

アーツ&ルーツ専攻

ビジュアルアーツ専攻

【国際交流】協定校交流、海外作家によるアーティスト・イン・レジデンス、国際展視察ツアー など 

【課外活動】サークル、インターンシップ、アルバイト、自主的なプロジェクト、社会連携事業への参加、

【専門基礎科目】

【美術理論・美術史科目】

【キャリア教育科目】【教職課程科目】【博物館学芸員課程科目】

授
　
業

現代芸術論 現代芸術演習

【教養科目】

哲学、心理学、日本文学 など
文化人類学、日本史、東北造形史 など
英会話、フランス語、韓国語、中国語 など
情報リテラシー論、CGプログラミング など
スポーツと健康

・人間と社会
・歴史と文化
・外国語
・情報
・保健体育

【導入科目】

美

　術

　学

　科

卒

　業

　研

　究

AR

VA

コミュニケーションデザイン専攻CD

【専門共通科目】
【
専
門
専
攻
科
目
】

よ
り
専
門
性
の
高
い
知
識
や
技
術
、
実
践
的
・
発
展
的
な
技
法
ま
で
体
系
的
に
学
ぶ

地
域
の
伝
統
や
文
化
を
理
解
し
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
知
識
を
培
う

各専攻

美術学科を構成する５つの専攻すべての
現代芸術に関する考え方を横断的に学ぶ

５専攻の演習２科目以上を選択し、異な
る知識と技術を学ぶ中で、学びたい分野
や進むべき方向性を絞り込む

アート・デザイン等の理論的・実践的基礎となる
専門知識を複数の分野にまたがり横断的に学ぶ

素描表現演習、塑造彫刻表現、
コンピュータデザイン基礎 など

美術・デザイン・工芸などの専門理論と日本・東洋・西洋の美術史について体系的に学ぶ

卒業後の社会人・職業人に求められる教養やスキルを養う。他、二級・木造建築士試験の受験資格 など

【
総
合
科
目
】

本
学
大
学
院

4年3年2年1年 卒業入学

芸術領域の創造に挑戦する

アートフェアや大学ギャラリー[BIYONG POINT]等への出展機会 など

国内外からの多彩なゲスト

景観デザイン専攻LD

ものづくりデザイン専攻MD

89

本
学
の
強
み
と
特
色

秋
田
公
立
美
術
大
学
は
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
従
来
の
分
野
や
技
法
で
区

分
け
さ
れ
た
枠
組
み
を
廃
し
、
5
つ
の
専
攻
を
配
置
し
ま
し
た
。
学
生
は
、
4

年
間
の
学
び
で
領
域
を
横
断
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
未
知
の
領
域
を
切
り
拓

い
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
表
現
の
軸
と
創
造
力
を
獲
得
し
ま
す
。  



景観デザイン専攻
様々な表現領域の制作活動から、社会変革を促す「景観」を創造する

自らの身体を「景観」の現場に置き、感覚 · 知識 · 経験を総動員してその場所の本質を見抜く
作業に取り組みながら、社会の変革を促しうるアートとデザインの手法を学んでいきます。

アーツ＆ルーツ専攻
地域の歴史的な文化資源（ルーツ）の調査・研究を通して、
その再評価の中から新たな芸術表現を探求する

「基礎理論」「作品制作」「フィールドワーク」の3つによって、
地域の文化と歴史に根ざした主題 ·技法を学び、調査研究の成果を作品制作にいかします。

ビジュアルアーツ専攻
現代美術の新しい方向性を探り、
様々な素材や媒体を通して現代的な表現を展開する

従来の素材や技法、表現形態にとらわれず、様々な媒体を使って現代的な作品を作ります。

コミュニケーションデザイン専攻
多様なメディアを活用したビジュアルコミュニケーションを学び、
効果的なデザインやアートディレクションを可能にする
グラフィックデザインによる様々な表現を幅広く習熟して、
優れた伝達表現やデザイン全体を構築する総合的なディレクションを可能にします。

ものづくりデザイン専攻
秋田の文化資源を背景に、
人と人との豊かな関係を築くものづくりを提案する

世代を超えて愛されてきたものに備わる、文化的背景や価値観をふまえ、
秋田から世界に向かって、新たな視点と価値を持ったものづくりを提案します。

【
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
１
（
基
礎
）

都
市
デ
ザ
イ
ン
論

景
観
デ
ザ
イ
ン
論

空
間
設
計
演
習
１

空
間
設
計
演
習
２

近
代
建
築
史

景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
２
（
応
用
）

●
４
年
次

【
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
科
目
】

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
応
用
演
習

【
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
科
目
】

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
Ｃ

【
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
演
習
３
（
グ
ル
ー
プ
制
作
）

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ａ
３

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ｂ
３

【
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
３
（
実
践
）

【
卒
業
研
究
】

卒
業
研
究
（
各
専
攻
毎
）

●
1
︱
4
年
次

【
導
入
科
目
】

素
描
表
現
演
習
１

塑
造
彫
刻
表
現
１

色
彩
論

図
学
と
製
図

素
描
表
現
演
習
２

色
彩
基
礎
演
習

塑
造
彫
刻
表
現
２

彫
刻
造
形
原
論

立
体
造
形
基
礎
演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
基
礎

建
築
環
境
・
設
備

建
築
構
造

建
築
生
産

建
築
法
規

描
画
材
料
演
習

構
成
論

デ
ザ
イ
ン
演
習
入
門

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
演
習

工
芸
演
習
Ａ
（
教
職
課
程
）

工
芸
演
習
Ｂ
（
教
職
課
程
）

工
芸
演
習
Ｃ
（
教
職
課
程
）

複
合
芸
術
基
礎
演
習
Ａ

複
合
芸
術
基
礎
演
習
Ｂ

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
Ａ

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
Ｂ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
演
習

構
成
基
礎
演
習

色
彩
計
画

建
築
一
般
構
造

建
築
材
料

【
美
術
理
論
・
美
術
史
科
目
】

美
術
理
論
・
美
術
史

東
洋
美
術
史

日
本
美
術
史

工
芸
概
論

デ
ザ
イ
ン
史

西
洋
美
術
史

近
代
絵
画
史

デ
ザ
イ
ン
史
特
講

日
本
建
築
史
１

日
本
彫
刻
史

日
本
建
築
史
２

近
代
装
飾
デ
ザ
イ
ン
史

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
図
像
学
１

近
代
デ
ザ
イ
ン
史
特
講

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
図
像
学
２

【
教
養
科
目
】

（
人
間
と
社
会
）

哲
学

法
学
（
日
本
国
憲
法
）

科
学
と
人
間

心
理
学

日
本
文
学

国
際
関
係
論

環
境
と
生
態

文
芸
特
論

（
歴
史
と
文
化
）

日
本
史

東
北
生
活
文
化
論

東
北
造
形
史

素
材
と
表
現
・
デ
ザ
イ
ン

文
化
人
類
学

文
化
人
類
学
特
論

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

（
外
国
語
）

英
語
総
合
講
座
１

英
語
総
合
講
座
２

英
語
総
合
講
座
３

英
会
話
Ａ

英
会
話
Ｂ

韓
国
語
Ａ

韓
国
語
Ｂ

中
国
語
Ａ

中
国
語
Ｂ

フ
ラ
ン
ス
語
Ａ

フ
ラ
ン
ス
語
Ｂ

（
情
報
）

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
論
１

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
論
２

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
基
礎

Ｃ
Ｇ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
数
学
入
門

（
保
健
体
育
）

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
１

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
２

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
】

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー
１

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー
２

知
的
財
産
と
運
用

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

●
2
︱
4
年
次

【
専
門
基
礎
科
目
】

油
画
演
習

も
の
づ
く
り
作
図
演
習

映
像
デ
ザ
イ
ン
基
礎
演
習

写
真
技
術
基
礎

写
真
表
現
演
習

テ
キ
ス
タ
イ
ル
表
現
演
習

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

空
間
表
現
演
習
１

空
間
表
現
演
習
２

日
本
建
築
史
演
習

彫
刻
演
習

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
演
習

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
基
礎

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
演
習

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習

２
Ｄ
・
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習

日
本
画
演
習

３
Ｄ
・
Ｃ
Ｇ
表
現
演
習
１

人
物
画
演
習
（
教
職
課
程
）

絵
画
技
法
演
習
（
教
職
課
程
）

錯
視
表
現
演
習
（
教
職
課
程
）

漫
画
表
現
演
習
Ａ

漫
画
表
現
演
習
Ｂ

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ａ

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ｂ

現
代
絵
画
演
習

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
導
入
演
習

W
eb D

esign

基
礎

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
基
礎
演
習

空
間
計
画
演
習

静
物
素
描
演
習
（
教
職
課
程
）

着
彩
画
演
習
（
教
職
課
程
）

３
Ｄ
・
Ｃ
Ｇ
表
現
演
習
２

製
本
と
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

こ
の
ほ
か
、
教
員
免
許
や
博
物
館
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
希

望
す
る
学
生
は
、
各
年
次
に
お
い
て
「
教
職
課
程
科
目
」「
博

物
館
学
芸
員
課
程
科
目
」
を
選
択
し
ま
す
。

●
１
年
次

【
総
合
科
目
】

現
代
芸
術
論
１

現
代
芸
術
論
２

●
２
年
次

【
総
合
科
目
】

現
代
芸
術
演
習
（
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

現
代
芸
術
演
習
（
景
観
デ
ザ
イ
ン
）

現
代
芸
術
演
習
（
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

現
代
芸
術
演
習
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

現
代
芸
術
演
習
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

●
３
年
次

【
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
科
目
】

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
導
入
演
習

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
基
礎
演
習

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

【
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
科
目
】

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
Ａ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
Ｂ

美
術
作
品
研
究

【
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
演
習
１

（
彫
金
、
ガ
ラ
ス
、
陶
芸
、
漆
、
木
工
、
染
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
）

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
演
習
２

（
彫
金
、
ガ
ラ
ス
、
陶
芸
、
漆
、
木
工
、
染
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
）

地
域
産
業
研
究

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
目
】

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
Ｂ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ａ
１

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ｂ
１

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ａ
２

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ｂ
２

令
和
４
年
度
開
設
科
目
一
覧

1011

本
学
の
専
攻
紹
介
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学
長
よ
り

　ようこそいらっしゃいました。本学の大学案内をご覧いただきありがとうございます。

　さて、みなさんは、なぜ美大を目指すのですか。
　　　　絵が好きだからですか。
　　　　きれいなものが好きだからですか。
　　　　ひとりで集中するのが好きだからですか。

　大学に進学するのは何のためでしょう。一度振り返って考えてみてください。そして
４年後あるいは大学院を卒業した後のことをぜひ想像してください。それぞれに目標を
持ってください。それが勉学を継続、長続きさせる原動力になります。

　本学の目指す美術は、学部では領域横断、大学院では複合芸術を標榜しています。つ
まりこれを通じて従来にない新しい芸術領域を作り出そうというものです。今や、美術
は非常に幅広いものになっています。現代における課題や社会問題をどうとらえ、それ
をどのように解決していくのか模索しつつ、あるときは三次元になり、またあるときは
時間を超え可能性を追いかけながら新しい表現方法を追求していっています。その意味
で自由な発想と想像力が試される世界です。この新しい芸術の創造は、これまでに様々
な挑戦を重ねてアウトプットし展開してきました。

　もともと美術を含む芸術や文化というものは、人間の生活になくてはならないもので
す。衣食住は最低限の生活に必要なものですが、芸術や文化は、心の豊かさに通じるも
のとして重要な役割をもっているものです。そこに美術をはじめ芸術を学ぶ意義がある
ように思います。

　本学は令和５年に、４年制大学開学10周年という節目を迎えようとしています。
　ここで学ぶことを通じて新たな価値観に触れ、成長し、そして新しい自分に出会い、
みなさんの未来を創造しませんか。

新しい自分に出会う

2022年5月

霜鳥 秋則　
秋田公立美術大学 学長　　　
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学
生
よ
り

　山形の酒田市出身です。高校の美術の先生が写真家でした。非常勤で週 1 回授
業をしに来るアーティスト。おっとりした方で。ゆっくり、でも、ずっと喋る。僕も
ずっと喋るから 2 人でいると、2、3 時間。古典写真技術が専門で、幅広く現代の
美術に詳しい方です。
　秋美は第 1 志望でした。「精神の〈北〉へ」という東日本大震災をきっかけに
福島の会津で生まれたアートプロジェクトにその先生が参加して、藤浩志先生や石
倉敏明先生（共にアーツ&ルーツ専攻）も参加されていました。同じ頃「美術手帖」

（2018年 6 月号）で「アートと人類学」という特集が出たり、ヴェネチア・ビエンナー
レに服部浩之先生（大学院複合芸術研究科非常勤講師）と石倉先生が出展されること
がニュースになったり。自分の興味とリンクして、しかも近い場所でやっていると。
　3 年の課題で発表した「環境の連歌」という作品は、五七五で 1人、七七で次
の 1人、次の五七五でまた別の 1人というように、自分の言葉と友達にもらった言
葉で構成しています。写真も秋田、山形、東京、長野でそれぞれが撮ったものを
組み合わせて。制作のきっかけは、円になって即興のラップをする「サイファー」
に参加したことです。サイファーと日本の「連歌」には近いものがあるなと。形態
も、連歌が生まれた室町時代のマインドも、ヒップホップと通じるところがあると今
も思っていますが、違いにも気づきました。やはり五七五の感覚というものが、自
然を表現するのに向いていて、ニューヨークのサウス・ブロンクスをルーツとする、
自分たちの貧困や劣悪な境遇を伝えるというヒップホップの態度と、相いれない。
連歌と向き合ってみると、この土地の海、川、森、土にまつわる鮮やかな自然描
写を多く含むものでした。空や海の青の無限のグラデーションを意識するようにな
るというか。
　「夜になると鮭は川を出て街にやってくる」という一節から始まる詩が収められ
た、アメリカの作家レイモンド・カーヴァーの『夜になると鮭は‥‥』という本が高
校の時から好きで、アイヌや、山形の鮭川村や、秋田の雄物川にもある伝承と類
似性を感じて、「鮭」をモチーフにしたアニメーションを制作しパフォーマンスをしま
した。鮭が泳いでいる映像が夜の町に投影され、その前で自分が朗読しているの
が基本の形態。鮭のアニメーションと自分の姿が物理的に重なっている、それが、
別のカメラで撮られていて、一つの映像になっている。自分は新屋の町で読んでい
ます。 早坂 葉

アーツ＆ルーツ専攻4年
山形県出身

学内で「環境の連歌」を展示する様子。

にかほ市の由利海岸波除石垣にて即興のパフォーマンス
（2022年 3月）。

秋田県にかほ市でフィールドレコーディング。雪が残る
中、環境音を採集し、それらを編集してパフォーマンス
に取り込みました（2022年 3月）。

秋美がある新屋地区周辺で映像と詩が交差する「新屋回
游詩」を行いました（2021年12月）。

以上 3点の写真：村田晴加（ビジュアルアーツ専攻 4年）

美術・文学・人類学を
横断しながら学び、
作品制作できる環境が、
ここ「東北」にありました。
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卒
業
生
よ
り

平井 楓子
ものづくりデザイン専攻
2022年3月卒業
千葉県出身

仙台市立学校教員採用試験、
千葉県・千葉市公立学校教員採用試験合格

劣等生の
苦しみもひろう
美術教員になりたい。

卒業制作《劣等生》。体育座りをしている自分の等身大の人形を針金で作りました。
その上に、たくさんのガラスの輪っかを一枚の布状につなげたものを被せています。

使用素材／ガラス、針金　サイズ／ 2000×1200×700（mm）

　
美
大
で
は
な
い
、 

東
京
の
大
学
で
文
学
部
芸
術
学
科
の
美
術
史
専
攻
に
一
度
入
り
ま

し
た
。
教
員
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
学
芸
員
資
格
し
か
と
れ
な

い
学
校
で
、
学
費
も
高
か
っ
た
。
デ
ッ
サ
ン
の
授
業
な
ど
で
手
を
動
か
し
て
い
る
ほ
う

が
楽
し
か
っ
た
し
、
本
当
は
美
大
に
入
り
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
、 
大
学
を
辞
め

ま
し
た
。
高
校
で
留
年
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
美
術
予
備
校
に
通
い
始
め
た
時
点
で

21
歳
で
し
た
。
美
大
受
験
も
1
、2
年
目
は
駄
目
で
、 

秋
美
に
は
24
の
歳
に
入
学
で
す
。

現
役
で
入
っ
た
友
達
よ
り
5
つ
も
上
な
ん
で
す
よ
。
在
学
中
は
、
軽
音
サ
ー
ク
ル
や
竿

燈
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
す
る
学
生
会
執
行
部
で
活
動
を
し
な

が
ら
、 

教
職
と
学
芸
員
両
方
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ル
を
外
れ
て
、
先
の
見
え
な
い
自
分
が
嫌
で
し
た
。
最
初
の
大
学
も
、
予
備
校

も
秋
美
も
、
学
費
は
自
分
で
賄
い
ま
し
た
。
奨
学
金
が
あ
り
が
た
く
て
。
普
通
の
ロ
ー

ン
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
優
し
い
。
教
員
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
の
は
出
願
直
前
で
、

4
年
生
の
5
月
上
旬
。
1
次
試
験
が
7
月
下
旬
、
家
に
い
て
、
意
識
が
あ
る
限
り
ず
っ

と
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
合
格
が
決
ま
っ
た
の
は
10
月
で
す
。

　
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
職
課
程
の
先
生
方
が
、
合
格
ま
で
つ
き
っ
き
り
で
見
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
佐
藤
淳
先
生
を
は
じ
め
、
佐
々
木
晃
久
先
生
、
佐
藤
薫
先
生
、
山
脇

聡
先
生
に
は
何
度
励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
。
実
技
対
策
は
鈴
木
司
先
生
が
丁
寧

に
ご
指
導
く
だ
さ
り
、
筆
記
試
験
や
面
接
、
模
擬
授
業
対
策
は
齋
藤
透
先
生
が
親
身
に

な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
試
験
を
ク
リ
ア
す
る
ま
で
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
先

生
が
い
て
、 

本
当
に
教
職
課
程
に
手
厚
い
美
大
で
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
忙
し
く
、
朝

一
の
野
々
口
浩
幸
先
生
の
授
業
に
は
よ
く
遅
刻
し
た
も
の
の
、
心
に
残
っ
て
い
て
、 

プ

リ
ン
ト
を
全
部
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
野
々
口
先
生
が
、
教
職
課
程
は
人
づ
く
り
専
攻
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
。

　
私
は
小
・
中
学
校
で
は
成
績
が
よ
か
っ
た
ん
で
す
。
進
学
校
の
高
校
に
行
っ
て
、
自

分
よ
り
頭
の
い
い
子
が
こ
ん
な
に
い
る
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
勉
強
を
や
め
て
し
ま
っ

た
。
勉
強
が
で
き
な
い
子
や
、
落
ち
こ
ぼ
れ
ち
ゃ
っ
た
子
の
気
持
ち
が
分
か
る
と
思
う

の
で
、
学
校
の
中
で
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
生
徒
に
寄
り
添
え
る
先
生
に
な
り
た
い

な
。
卒
業
制
作
は
「
劣
等
生
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。 

い
ろ
ん
な
原
因
が
あ
っ
て
、

つ
ら
い
思
い
を
し
て
、 

今
は
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
人
に
、 

そ
う
い
う
経
験
を
し
て
い
る

人
は
実
は
た
く
さ
ん
い
て
、
独
り
ぼ
っ
ち
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
い
作
品
で
す
。



「塑造彫刻表現2」では、人体裸婦
モデル（男性ヌードモデル）を見な
がらクロッキー、デッサン、芯棒
を造り、塑造をします。塑造作品
はテラコッタ技法で焼き、完成さ
せる、皆川嘉博教授の授業です。

2021

授
業
・
活
動
風
景
（
１
・
２
年
次
）

専攻を選び所属する前に、「現代芸術論」で分野を横断的
に学ぶと同時に、「現代芸術演習」で多くの素材や技法を
体験します。教養科目や、美術理論・美術史科目では、
文化の多様な価値を学びます。



MOVING CINEMA
景観デザイン専攻の「現代芸術演習」では、可動式の映
画館をつくります。上映会場の環境を研究し、人のア
クティビティを喚起する空間をグループでつくります。

藍の生葉染め
村山修二郎准教授が「農園芸学部」とし
て大学内の農園で学生と活動しているな
かで育てた藍を使い、１年生対象に「藍
の生葉染め体験」を行いました。

シルクスクリーン
「シルクスクリーン版画基礎」では、紙とイン
クの特性を理解し、印刷技術について学びま
す。シルクスクリーンでTシャツを制作します。

「素描表現演習1」は、桜や白木蓮や水仙
などが同時に咲く季節に始まります。基
礎力としてのデッサンの意義や、鉛筆に
よる細密表現を学びます。

素描

「彫刻演習」では、石材や木材による彫刻の制作をし
ます。素材の特性や加工技術を体験するとともに、道
具・工具の使い方を習得します。

石彫

カードゲーム開発
 1年生を対象にしたコミュニケーションデザイン専攻
のワークショップ「あそびのデザイン」。オリジナル
のカードゲームの開発にチャレンジしました。

だまこ鍋
1年生を対象にしたビジュアルアーツ専
攻のワークショップでは、だまこ餅を手
のひらでこねこねし、造形のセンスを養
います。美味しいお鍋を焚き火でいただ
きます。

ドッジボール
スポーツにも独創性を。柚木恵介准教授主催の
ものづくりデザイン専攻のワークショップ。優
勝トロフィーは、藤浩志教授の新作でした。

 1、2年生の有志がアイデアを出し合い、大森
山動物園の飼育員さんが書きためてきた「どう
ぶつ学ぼーど」を立体迷路やグッズに展開。

立体迷路

土地の歴史や文化、生活に根ざした芸術を体感でき
る、多彩なワークショップや課外活動が企画されま
す。秋田の美しい季節の変化を楽しみながら、遊びや
運動のなかにもクリエーションを見出していきます。

映像＋音楽

インスタレーション

ビジュアルアーツ専攻の「現代芸術演習」
では美術における多様な領域（絵画・彫
刻・映像・テキスタイル・パフォーマンス・
インスタレーション・イラストレーション・メ
ディアアート等）についてオムニバス形式の
レクチャー・課題があります。

ガラス
ものづくりデザイン専攻の「現代芸術演
習」では、生活における「使用感の充足」
という価値を探るために、造形的感性を
養いながら、様々な素材・技法（ガラス・
彫金・陶芸・木工・染色・漆工）を用いて
制作を行います。

 1年生を対象にしたワークショップ
「AUA×AIU吹きガラス体験」では、
小牟禮尊人教授と瀬沼健太郎准
教授に支えられながら、本学学生
と国際教養大学の学生が共同で
ガラス作品を制作しました。

まち歩き
本学のある秋田市新屋のまち歩き。1年生を対
象にした景観デザイン専攻のワークショップで
は、井上宗則准教授が新屋のまちの成り立ちと
特色を解説しながらお散歩。

2223
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存在の根っこを探求
アーツ& ルーツ専攻では、様々な素材と技法（表現媒体）を使って、「歴史」や「地域」

を芸術表現の源泉とした作品づくりを行います。

まず、歴史や地域社会の文化的古層に残存する、異文化の伝承・地名・祭事・造形物

といった文化資源を、文化人類学などの方法論によって発掘します。次に、それらが

元々の文化のなかで担っていた意味や価値を、見慣れた現代社会の造形物の形の中に

組み込んでみます。すると美意識や常識が混乱して、摩擦や違和感が生じるでしょ

う。そうした摩擦や違和感をきっかけにして、現代文化を律している、つまり日常に

は気づかれていない意味や価値（文脈や構造）を見つけ出し、平面・立体・映像・音

響・写真・インスタレーション・影絵・言語芸術・パフォーマンス・アニメーショ

ンといった、多種多様な媒体と技法によって表現します。

学生たちは自身の関心に応じてフィールドワークを行い、日常の中に埋もれている地

域の記憶、暮らしの中にある造形や祭り、里山・里海の動物や植物などを「存在の

根っこ（＝ルーツ）」として発見し、これまでにない斬新な表現を生み出しています。

アーツ&ルーツ
専攻

I

Arts & Roots

2425
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学生より 中
学
の
頃
か
ら
鳥
が
好
き
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
課
題
を
き
っ
か
け
に
、

「
本
」
と
い
う
形
式
を
見
つ
け
ま
し
た
。

菅原 果歩
アーツ＆ルーツ専攻4年
秋田県出身

　
祖
父
は
若
い
頃
か
ら
猛
禽
類
が
好
き
で
、
許
可
を
も
ら
い
家
で
も
オ
オ
タ
カ
や
サ
シ
バ
な

ど
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
祖
父
は
鷹
匠
に
な
り
た
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
中
学
校
の
と
き

に
私
も
た
ま
た
ま
鳥
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
小
説
は
苦
手
で
、
図
鑑
や
雑
誌
ば
か
り
読
ん

で
い
ま
し
た
。「
ア
ニ
マ
」と
か「
暮
し
の
手
帖
」と
か「POPEYE

」等
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
古
い
紙
の
質
感
が
自
分
に
は
し
っ
く
り
き
ま
す
。
鳥
の
図
鑑
を
見
て
い
た
と
き
に
ミ
サ
ゴ

と
い
う
鳥
が
い
て
、
そ
の
姿
や
生
態
に
惹
き
込
ま
れ
、
い
ま
だ
に
一
番
好
き
で
す
。
祖
父
が

鷹
を
好
き
だ
っ
た
よ
う
に
。

　
2
年
生
で
2
つ
の
基
礎
演
習
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
ア
ー
ツ
&
ル
ー
ツ
の
授
業

を
と
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
制
作
す
る
課
題
で
カ
ラ
ス
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
鳥

の
写
真
は
ず
っ
と
撮
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
形
に
す
る
か
迷
っ
て
い
て
、
そ
の
授

業
を
き
っ
か
け
に
「
本
」
と
い
う
形
式
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

3
年
生
で
あ
き
び
ネ
ッ
ト（
＊
）
の
補
助
金
と
奨
学
金
で
山
形
の
飛
島
に
滞
在
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
飛
島
は
渡
り
鳥
の
中
継
地
と
し
て
有
名
な
場
所
で
、
そ
こ
で
鳥
に
対
す
る

見
方
が
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
珍
し
い
、
本
土
や
日
本
で
さ
え
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
鳥
も

見
る
の
が
難
し
く
な
い
所
で
、
私
も
見
た
こ
と
の
な
い
鳥
を
見
た
い
気
持
ち
で
行
っ
た
の
で

す
が
、
何
日
か
た
っ
た
ら
、
ハ
ヤ
ブ
サ
と
か
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
鳥
を
じ
っ
く
り
観
察

で
き
る
喜
び
の
ほ
う
が
自
分
に
と
っ
て
は
大
事
だ
っ
た
と
気
づ
い
て
。
そ
こ
か
ら
カ
ラ
ス
に

も
再
び
目
が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３年前期の課題で提出したこの『雄物川野鳥記』は雑誌のイメージです。日記のほかに架空のインタビューや、自分自身との対話なども載せました。

3年後期の課題発表。カラスのシルエットは、様々な鳥のイメージが集
結しています。真っ黒なカラスをサイアノタイプで青く変換することで
新しい青い鳥が生まれる。

＊あきびネット：秋田公立美術大学を応援する団体・個人によるネットワーク　P106に詳細

プリントの暗室も展示場所に。



ルーツを知ることで、
何が生まれるのか。
美術の概念に縛られることなく、
枠組みを超えていこう。

紙、写真、布、糸、身体……さまざまな媒体を用いて作品を制作。
また最も自分の表現が際立つ空間を意識しながら展示を行います。
講評会では、教員たちが具体的な表現手法や概念的な部分を丁寧に
指導、アドバイスします。

アーツ&ルーツ専攻では、学生個人の持っている関心ごとや私たち
全体が直面している社会問題を深く掘り下げ、その源泉にあるダイ
ナミズムを汲み上げ表現します。講評会では、先生と学生との間で
密に意見が交わされます。学生たちは毎回、真剣にそしてユーモア
を交えながらプレゼンテーションを行います。

2829

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻

授
業
よ
り
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いろいろな学生に、
いろいろな先生。
専門性が違う者同士、
後ろ向きに
円陣を組むのが
面白い。

アニメーション作品展「Now Playing」に出品
した《恥実験２》。時折出てくる文字は、杉澤
さんが考案したもの。「そのまま言葉に表すの
は恥ずかしいから」と、自ら開発した言語を
操ります。

秋田公立美術大学はインター・カレッジ・アニメーション・フェスティ
バル（ICAF）2021参加校。オンライン上映された杉澤さんの作品《脳
髄の過誤に関する考察》は、自分で書いた小説を朗読して噛んだと
ころを抜粋して制作したアニメーション。

杉澤 奈津子
アーツ＆ルーツ専攻

（2022年3月卒業）
青森県出身

学
生
よ
り

　人生で何が怖いって、無一文になってホームレスになって路上で死ぬことが怖いん
です。だから差し押さえられて無一文になった状況に自分を置いて、しばらく外で暮
らしてみました。分かったのは、氷点下どころか気温11度で凍死してしまいそう、っ
てことでした。そんなのをやったのは4年の秋ですが、3年になる春休みから「失敗
すること」を続けています。わざと少しだけ高い目標を掲げて、1週間で8万字の小
説を書くとか（結果、2週間かかったので失敗することに成功）、一人でしゃべり続けな
がらアニメーションを作るとか、徹夜二晩目に作ってみるとか。卒業研究では、卒展
で失敗するための洗脳実験をしました。
　アーツ＆ルーツ専攻では、学生がお互いを観察し合い、影響し合っているように見
えます。先生たちはそれぞれ違う方向を向きながら円陣を組んでいる感じ。フィール
ドワークでは対象に近づいて観察して作品に取り入れる過程を大切にしますが、私は
パソコンとソフトを使って興味のある対象に近づいていく。そして知らない世界に
入っていく。そんな学生生活です。

失敗がしたい。しかし、その欲求が自発的なも
のである限り、どんなに試みても失敗すること
に成功することになってしまう。成功という混
じり気のない純粋な失敗を得るためにはもう洗
脳しかない。卒展で失敗を犯したという偽の記
憶を自身に植えこもう。私は失敗した私は失敗
した私は失敗した私は失敗した私は失敗した私
は失敗した私は失敗した私は失敗した私は失敗

使用素材／失敗・恥・偽の記憶　サイズ／人による

《卒展失敗の為の洗脳実験》
卒業制作
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「
粘
菌
」
は
生
命
体
の
ル
ー
ツ
。

い
つ
も
不
定
形
で
自
由
な

「
粘
菌
」
の
よ
う
に
既
存
の

枠
組
み
を
超
え
て
ほ
し
い
。唐澤 太輔

アーツ＆ルーツ専攻
准教授
哲学、文化人類学

　

ル
ー
ツ
と
い
う
言
葉
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
で
は

「
根
っ
こ
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
植
物
が
土
に
根
を
張
っ
て
栄
養
や
水
分

を
吸
収
す
る
よ
う
に
、
地
域
の
歴
史
や
民
俗
を
掘
り
下
げ
て
吸
収
し
、
咀
嚼
し

て
表
現
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
専
攻
で
重
視
し
て
い
る
の
が
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
す
。
自
分
で
興
味
の
あ
る
場
所
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
肌
で

感
じ
た
こ
と
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
見
直
し
つ
つ
制
作
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
で
は
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
て
、
運
営
体
制
や
目
的
な
ど
を
内

側
か
ら
調
査
し
ま
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ
る
知
見
は
、
今
後
自
分
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
時
に
何
が
必
要
か
を
知
る
上
で
も
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
もZoom

を
使
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
リ
サ
ー
チ
な
ど
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
で
は
、
自
分
で
課
題
を
探
し
て
見
つ
け
、
ど
う
解
決

す
る
か
を
考
え
、
主
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
ず
は
課
題
を
見
つ
け
る
と
い

う
の
が
課
題
で
す
ね
。
私
た
ち
教
員
は
、
学
生
の
要
望
に
応
じ
て
一
対
一
で
話

し
合
う
「
プ
レ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
学
生
と
一
緒
に

研
究
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
と
は
言
え
実
際
に
は
、
私
た
ち
教
員

は
、
や
り
た
い
こ
と
が
溢
れ
出
て
い
る
学
生
を
ほ
ん
の
少
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
く

ら
い
。
自
分
の
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
深
掘
り
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　

今
、
私
は
粘
菌
と
い
う
生
物
を
哲
学
的
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
粘
菌
は
、
生

物
の
最
も
初
源
的
な
か
た
ち
を
し
て
い
て
、
私
た
ち
の
知
性
や
生
命
の
あ
り
方

な
ど
を
考
え
る
際
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
粘
菌

は
生
命
体
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
で
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と

の
先
に
、
何
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
粘
菌
を
ア
ー
ト
と
接
続

し
た
先
に
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
表
現
が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

美
術
と
い
う
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
不
定
形
で
自
由
な
粘
菌

の
よ
う
に
既
存
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

教
員
よ
り

大学内で発見した粘菌は10種類以上。顕微
鏡で写真や動画を撮影し、その生態・動態を
哲学的に考察。

ススホコリの変形体

ウツボホコリの子実体

アミホコリの子実体

アカモジホコリの変形体

秋田市大森山公園で粘菌の採集・観察会を実施。
ゲストに川上新一氏（和歌山県立自然博物館）を
お招きして（2021年8月）。

大学院棟のガラス窓に粘菌を模した樹脂粘土を貼
り付ける実験。「粘菌模触実験ぺたぺた・もにょ
もにょ」（2021年9月）。

はじまりの美術館「日常をととのえる」展へ参加。ク
ラブのメンバーと一緒に毛糸で巨大粘菌を制作。「ミ
ヂカホコリをととのえる」（2022年4月）。

2020年 5月より学内に
粘菌研究クラブを立ち上げ、
粘菌とアートの接続を
領域横断的に実践中。
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卒
業
・
修
了
展

轗軻不遇（かんかふぐう）とは、事が上手くいかず行
き悩む様を指す言葉で、今を生きる私たちには、切っ
ても切れない言葉である。時には、この世からいなく
なってしまいたいと思うこともある。しかしそう思え
るのは、生きているからこそ、なのだろう。
命あるものは孵り、還っていく。
誰だって苦しむこともあるし、そのうち誰だって死ん
でいく。
そんな普遍性を私は大切にしたい。

使用素材／シルクオーガンジ一

サイズ／ 2000×1200×2000（mm）

齋藤明日香
還軻孵遇

「油屋？何の油を売っているんですか？」
油を売る。やるべきことの最中に無駄話をして怠けること。
それは本当に怠けていたのでしょうか。
……無駄なことなんでしょうか。
これは、油屋の記録。
晴れた昼間のアゴラ広場には油を売っている人がいるらしい。

使用素材／みなさまの貴重な油、木材、段ポール

サイズ／ 4000×4500×3000(mm)

田村久留美
油屋 Season2

けものに触れる。
けものをひらく。

解剖・解体をすることは、けものから油と肉とを
わけることだと思います。
油と肉とを布の上で混ぜて作品を作りました。

使用素材／ミクストメディア

サイズ／ 2800×2500×2500（mm）

藤原さくら
KEMONOGAWA

夢という無意識が及ぼす影響や、そこから生まれる曖昧さに魅力を
感じ、忘れるという事を題材にしたノベルゲームを作りました。
とある路地裏の奥に佇むお店、すいみん屋にて、人間の女の子リコ
と夢を喰べるバクのムムさんが、夢に悩みを抱える依頼人と、話し
たり夢を食べたりして悩みを解決する物語です。

使用素材／ PC　サイズ／ 2000×2000×2000（mm）

岩㟢有紗
夢の箱庭

地球にエネルギーを送り続ける太陽。
地球上の生物にとってはなくてはならない存在。
そんな太陽をモチーフとし、私の過去と現在、未
来への感情を織り交ぜた作品を制作をしました。

使用素材／布、アクリル絵の具、ペンキ、ラメ

サイズ／ 1800×2500×200（mm）

角田陽菜
Freedom

祖母が癌になり手術をした事がきっかけで、いつか大切
な人がいなくなってしまう怖さ、忘れてしまい忘れてし
まう怖さを以前より強く感じるようになった。
幼い頃、祖母の隣で縫い物や編み物をして遊んでいた。
祖母から教わった事が私の制作のベースとなっている。

おばあちゃん大好きだよ。ありがとう。

使用素材／家族の衣服、祖母の声、手紙、木材　サイズ／可変

石田愛莉
握手でばいばいばい



ビジュアルアーツ
専攻

II

Visual Arts

分野横断を基本とした美術表現へ

ビジュアルアーツ専攻では、社会の中に新しい視点を持ち込むための美術

表現の確立を目指します。「新しい」とは見た目の新奇さではなく、物と

物、人と人、事象と事象を結ぶ、関係の捉え方を指しています。 美術には

「彫刻」や「油画」「映像」「パフォーマンス」「インスタレーション」など、

素材や技法、または表現形態によって分けられたカテゴリーがあります

が、本専攻では一つのカテゴリーにとらわれず、他のカテゴリーや要素と

の融合を重ね、作品制作の方法を捉え直します。そして、それら新しい表

現を模索する学生の野心を、異なる専門から成る教員陣がサポートしま

す。授業は、分野横断を基本とした共同指導のもとに行われ、学生それ

ぞれが学んだ美術的な手法や考え方、その発想力を社会の中で生かし、

自律して活躍・貢献する「表現者」の育成を目指します。

アーツ＆ルーツ専攻　教員・カリキュラム
教員

藤 浩志 教授
現代美術
アートプロジェクト
アートマネジメント

皆川 嘉博 教授
彫刻
塑造表現
テラコッタ彫刻

石倉 敏明 准教授
芸術人類学
神話学

唐澤 太輔 准教授
哲学
文化人類学

村山 修二郎 准教授
絵画
コミュニケーションアート
幼少造形教育

［3年］
mアーツ＆ルーツ導入演習
学生を数人のグループに分け授業を進め
る。グループによるフィールドワークや
文献調査などを行い、得られた新たな知
見を元に課題を設定しグループによる制
作を行う。フィールドワークなどの調査
で得られた成果に対してレポート作成や
そのプレゼンテーションも行ってもら
う。最終的には調査を元にした作品をグ
ループごとに制作し発表を行う。本授業
は、「アーツ＆ルーツ基礎演習」、「アー
トプロジェクト演習」、「アーツ＆ルーツ
応用演習」へと段階的に進んでいく。

mアーツ＆ルーツ基礎演習
各自、フィールドワークや文献調査など
で得られた知見や自身の興味を元に課題
を設定する。その課題に対してプロジェ
クトを立ち上げる。そのプロジェクトの
一環として調査・研究と作品の制作と発
表を行う。調査するテーマは「ルーツ」
に関するものを主とする。ルーツとは地
域のものでも個人のものでも構わない。
例えば、縄文時代の遺跡、民話や説話、
来訪神儀礼や修驗芸能、里山・里海の生
活文化から現代の社会課題などまで幅広
く対象とする。

mアートプロジェクト演習
全国各地で行われている様々なアートプ
ロジェクトに参加してその実情を学ぶ。
参加方法については積極的に関われる形
であれば特に形式は問わない。アーティ
ストとしての参加、運営としての参加、
ボランティアとしての参加など様々な形
が考えられる。プロジェクトに参加する
ことでアートやアーティストが社会で如
何なる役割を持っているかを考察する。
参加したプロジェクトについて運営主
体、事業規模、開催日数、告知や来場者
の対象者、集客人数などの具体的な数字
を含むレポートを作成しプレゼンテー
ションを行ってもらう。他の学生が参加
したプロジェクトの実情を知ることで実
際に行われているプロジェクトの多様性
も学ぶ。本演習で、アートの現場を経験
し、動向を把握した上で、４年次に行う
「アーツ＆ルーツ応用演習」に向かう。

［4年］
mアーツ＆ルーツ応用演習
各自が立ち上げるプロジェクトの計画書
を作成し、そのプレゼンテーション時に
得られたアドバイスを基に計画書を修正
しプロジェクトを展開していく。プロ
ジェクトとして自身の興味関心のある分
野に対しての調査・研究を行い、それを
元に作品制作を行う。最終的には作品の
完成の後に展示発表までを行う。

m卒業研究
自ら課題を設定し、目標を実現するため
の方法論を獲得するため、４年間の学び
を踏まえた総合的なガイダンスを実施す
る。卒業研究の期間に中間講評と卒業研
究審査講評を行う。全期間を通じて、専
攻所属の教員全員で指導にあたる。作品
メディアはそれぞれの学生の制作テーマ
に適した多様なメディアを使用する。
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私が絵を描くことで、私も絵に作られている、
一心同体の感覚がありました。
完成すると、私と絵は離れてしまったけれど、
積み重ねた時間はずっと残っている。

鈴木 悠可
ビジュアルアーツ専攻

（2022年3月卒業）
宮城県出身

　
タ
イ
ト
ル
の
《
描
身
を
現
す
》
の
「
描
身
」
は
私
の
造
語
で
、
描
い
て
い
る
自
分
を
現
す
、

と
い
う
意
味
で
す
。
時
間
の
積
み
重
ね
も
テ
ー
マ
の
1
つ
と
し
て
い
た
の
で
、「
秒
針
」
と
掛

け
て
い
ま
す
。
絵
が
立
体
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
6
カ
所
、
そ
こ
が
私
が
描
い
て
い
る
後
ろ
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
。
脚
立
に
乗
っ
た
り
し
て
描
い
て
い
る
時
の
ポ
ー
ズ
。
必
死
に
描
い
て
い
る

と
勝
手
に
こ
う
い
う
ポ
ー
ズ
に
な
る
ん
で
す
。
絵
を
描
く
こ
と
で
自
分
が
作
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、
自
分
の
精
神
的
な
部
分
や
相
手
か
ら
の
認
識
だ
け
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
影
響
さ
れ
る

の
が
面
白
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
と
絵
が
互
い
に
作
り
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
キ
ャ
ン
バ
ス
だ
け
を
使
用
し
て
表
現

で
き
な
い
か
と
思
い
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
棟
の
壁
で
実
験
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
絵
を
描

き
終
わ
っ
て
か
ら
が
本
番
で
し
た
。
自
分
の
制
作
風
景
を
撮
影
し
、
実
際
に
描
い
て
い
た
時
の

ポ
ー
ズ
に
構
成
し
な
お
し
て
。
空
想
の
話
で
は
な
く
て
、
私
と
こ
の
絵
の
リ
ア
ル
な
関
係
を
大

切
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　
で
も
完
成
す
る
と
変
な
感
情
が
芽
生
え
て
、
凄
く
、
悲
し
か
っ
た
。
達
成
感
が
な
か
っ
た
わ

け
で
も
決
し
て
な
い
し
、
嬉
し
く
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
け
ど
、
悲
し
く
て
。
唯
一
の
自
分

の
理
解
者
が
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
作
品
と
し
て
完
成
し
た
ら
、
私
も
絵
画

も
、
互
い
に
い
な
く
て
も
成
り
立
つ
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
制
作
中
は
完
全
に
互
い
を
作

り
あ
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
制
作
し
た
か
ら
こ
そ
、
離
れ
た
瞬
間
の
衝
撃
が
半

端
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
卒
展
の
最
後
の
日
だ
け
、
私
抜
き
の
、
自
立
し
た
絵
画
と
し
て
展
示

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
、
私
と
絵
画
の
け
じ
め
と
し
て
そ
の
場
を
設
け
た

か
っ
た
。
1
6
0
枚
近
く
の
小
さ
な
キ
ャ
ン
バ
ス
が
1
枚
の
絵
画
と
し
て
並
ん
だ
時
、
確
か
に

物
理
的
な
繋
が
り
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
積
み
重
ね
た
時
間
だ
け
は
し
っ
か
り
と

残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た
の
で
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
よ
り

使用素材／油画、キャンバス、釘、ビス　
サイズ／ 6000×700×4000（mm）

《描身を現す》は、秋田市文化創造館のスタジオA1、かつて秋
田県立美術館だった頃に藤田嗣治の《秋田の行事》が掲げられ
ていた壁面に、展示された。

《描身を現す》
卒業制作

これからも大きい絵画は描きたいですが場所がな
くて。何か組み立てる絵画とか考えようかな。課
題だらけですが、個展をするのを目標にこれから
も制作を続けていこうと思います。
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「美術作品研究」の特別授業では、ディスカッションを通じて、情報を整理し、自身
の関心を明確にし、自身にふさわしい表現方法を模索します。2021年度は文化芸術
のアーカイブセンターである本学の図書館を活用し、インスピレーションのヒントを
探究し、一人一人が過去の作品や作家についてプレゼンテーションを行いました。

現代美術の文脈に自身を確認しながら
「表現の根拠」を導き出す。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
／
美
術
作
品
研
究

授
業
よ
り
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縫
う
と
か
、
編
む
と
か
、
そ
う
い
う
や
り
方
が
自
分
に
し
っ
く
り
く
る
け
れ
ど
、
表
現

方
法
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
実
家
が
農
家
な
の
で
、
稲
刈
り
を
手
伝
う
こ
と
が
あ
っ

て
。
泥
の
ぬ
か
る
み
、
稲
の
重
さ
、
日
光
、
土
と
稲
わ
ら
の
匂
い
の
な
か
で
作
業
を
繰
り

返
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
っ
と
日
常
を
外
れ
て
し
ま
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
現

実
で
は
な
い
場
所
、
時
空
を
超
え
た
場
所
に
触
れ
た
よ
う
な
。
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
を
す
る

の
と
、
自
然
と
関
わ
っ
て
暮
ら
す
の
と
で
は
違
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
関
わ
っ

た
時
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
も
う
作
ら
な
く
な
っ
た
田
ん

ぼ
が
遠
く
に
見
え
て
、〈
こ
こ
に
暮
ら
す
人
が
い
た
〉〈
誰
か
が
こ
こ
に
い
て
、
何
か
を
し

て
い
た
〉〈
私
は
こ
こ
に
い
た
〉
と
い
う
こ
と
が
、
凄
い
な
と
思
っ
て
。
リ
ア
ル
な
感
覚

が
強
ま
っ
た
先
に
あ
る
、
現
実
を
超
え
た
よ
う
な
、
あ
の
感
覚
を
も
う
一
度
た
ど
り
た
い

と
考
え
な
が
ら
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
研
究
で
は
、
誰
も
が
見
た
こ
と
の
あ
る
道
端
の
草
を
集
め
て
乾
燥
さ
せ
、
終
着
点

も
見
え
ぬ
ま
ま
に
ひ
た
す
ら
編
み
続
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
編
ん
で
い
く
う
ち
に
、
あ
の

感
覚
を
、
う
っ
す
ら
と
で
は
あ
り
ま
す
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

メヒシバやエノコログサなどイネ科の
植物が5種類ぐらい。「使用する草の
ほとんどが、雑草とされているもので
す」と天明さん。

学
生
よ
り

「美術館に行くより山に
行くほうが好き。完成さ
れた作品よりも、自然物
のほうが好き」と語る天
明さん。秋田では鳥海山
や秋田駒ケ岳の登山や、
海辺まで歩いて石拾いに
出かけたのが思い出。

天明 なぎさ
ビジュアルアーツ専攻

（2022年3月卒業）
新潟県出身

日常の繰り返しによって、
リアルな感覚の先にある
現実を超えた感覚に
たどり着きたい。

晴れの日も雨の日も足元の草を摘み、室内に運び込んでは
乾燥させる。集めた草を水に浸し、ただひたすら絡めてい
く。そこにはやがて何かが宿り、動きはじめる。

使用素材／草

《風をたどる》
卒業制作
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ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
で
は
、
自
分
自
身
で
表
現
手
法
の
展
開
と
実
験
を
試
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
人
数
で
の
勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
、
そ
の
成
果
を
専
攻
展

で
発
表
し
ま
す
。
多
種
に
わ
た
る
表
現
の
領
域
を
解
体
、
再
構
成
し
な
が
ら
、
既
存
の
枠

を
超
え
た
美
術
の
可
能
性
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　

専
攻
所
属
後
、
最
初
に
受
講
す
る
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
Ａ
」
は
、
そ
の
理
念
に

も
と
づ
く
特
徴
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
例
え
ば
、
ひ
と
つ
め
は
「
15
秒
を
満
た
す
」

映
像
を
制
作
す
る
課
題
。
1
分
で
も
3
秒
で
も
な
い
長
さ
。
15
秒
と
い
う
特
定
の
尺
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
の
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
く
も
あ
り
ま
す
。
ふ
た
つ
め
は
「
50
×
50
×

50
㎝
を
満
た
す
」
立
体
を
制
作
す
る
課
題
。
50
㎤
と
い
う
サ
イ
ズ
に
導
か
れ
て
自
分
は
ど

こ
に
辿
り
着
く
の
か
。
こ
の
世
界
か
ら
何
を
切
り
出
す
の
か
を
問
わ
れ
ま
す
。
課
題
条
件

に
書
か
れ
た〝

満
た
す〞

と
い
う
言
葉
は
、
単
に
50
㎤
サ
イ
ズ
の
立
体
作
品
を
作
る
と
い

う
意
味
で
は
無
い
と
こ
ろ
も
大
事
で
す
ね
。
専
攻
で
は
、
表
現
の
根
拠
＝
コ
ン
セ
プ
ト
を

言
語
化
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
も
し
言
語
化
が
苦
手
な
ら
、
量
を
作
れ

ば
い
い
。
手
を
動
か
し
て
い
る
と
後
で
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
か
ら
。
連
続
し
て
開
催
さ
れ

る
専
攻
展
で
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
卒
業
後
の
活
動
に
備
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
映
像
制
作
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
安
く
て
高
性
能
な
映
像
制
作
環
境
が
世
の
中

に
増
え
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
た
く
さ
ん
の
作
例
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
美
大
に
入
ら

ず
と
も
独
学
で
映
像
を
作
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
に
私
の
授
業
で

目
指
す
の
は
、
目
新
し
さ
の
奥
に
あ
る
根
本
的
な
映
像
表
現
で
す
。
現
在
定
番
と
さ
れ
る

機
材
や
ソ
フ
ト
を
技
術
習
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
光
や
音
、
動
画
の
原
理
そ
の
も
の
を

扱
う
こ
と
で
、
制
作
環
境
に
制
限
さ
れ
な
い
独
自
の
表
現
を
身
に
つ
け
る
手
が
か
り
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
映
像
表
現
に
繋
が
る
取
り
組
み
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
学

生
と
一
緒
に
な
っ
て
手
探
り
し
て
い
る
よ
う
な
毎
日
で
す
。

　

多
く
の
学
生
は
、
学
期
や
課
題
の
サ
イ
ク
ル
で
制
作
意
識
を
区
切
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
、
今
は
そ
の
準
備
期
間
と
い
う
、
長
い
時
間
の
視
点
に

立
ち
、
自
由
な
素
材
・
手
法
の
な
か
か
ら
自
分
に
合
う
手
法
を
見
つ
け
、
続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
員
よ
り

萩原 健一
准教授
映像、メディアアート

い
ろ
ん
な
分
野
を
跨
い
で
、

で
き
れ
ば
い
ろ
ん
な
人
と
も
繋
が
れ
る
、

豊
か
な
自
分
だ
け
の
表
現
を

見
つ
け
る
こ
と
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻

授
業
よ
り

絵画・彫刻・映像・テキスタイル・パフォーマン
ス・インスタレーション・メディアアート…それ
ぞれの領域が持つ特性を理解し、横断する。
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発泡スチロールで制作した豚を収縮させました。
豚と豚肉の中間点を探った作品です。

使用素材／発泡スチロール、鉄　サイズ／ 5500×400×2400（mm）

山口美星
The Flesh

均一な加工食品であるウインナーソーセージ数百本の差異を、音と
文字で表した視聴覚作品です。同じ条件下で、ウインナー１本１本
を電子レンジによってマイクロ波加熱し、皮を破裂させることでウ
インナーが持つ個体差の抽出を試みました。またその加熱音を録音
し、音素解析した結果を同時に再生することで、破裂音のタイムラ
グを鑑賞するインスタレーション作品となっています。

使用素材／ウインナーソーセージ、モニター

協力／飛谷謙介（長崎県立大学准教授）　空間サイズ／ 5400×7200×3100（mm）

森田明日香
Fever Time Lug

女性の社会参画が当然となりつつある現代においても、女
性にはいまだ歴史上の「三美神」のごとく、美しく、若々
しく、たおやかで優しい、男性の求める理想の姿が押し付
けられている。その現実に息苦しさを感じることがある。
そうした経験を踏まえて、今回の作品制作では女性の立場
で社会を生きる私の視点を通して、新しい時代の「三美神」
のかたちを提示したいと考えた。

使用素材／発泡ウレタン、ハイヒール、ストッキング、コルセット

サイズ／ 1500×500×500、500×500×500、600×600×1200（mm）

阿部小雪
三美神

“見ること”を見るための空間。本作品は、配置してい
る「オブジェ」としてのカメラを人が見ること、また人
に見られることで成立する。何かを「見る」人のまばた
きをカメラが見る（検知する）ことにより、その値が映
像・音声素材の再生に反映されて出力される。自身の目
を見る／見られるの循環が今のインスタレーションの

「図」的要素であり、体験する人の存在が、「地」となる
ことで自立する。

使用素材／深度カメラ、シングルチャンネルヴィデオ、2.1ch サウンド

サイズ／可変

佐藤若奈
つむりみる（En:Between sight）

ベニヤ板などを利用して、設計図は作らないまま、その時々の想像力に任せて
作られた「家」は、私の中の理想像とともに変化しながら、地面から上へ上へ
と増築されていく。
コロナ禍により実家に帰省することがかなわなかったこの一年の間の私自身の

「家」に対する葛藤と精神の揺らぎを表現した作品。

使用素材／木材、スタイロフォーム　サイズ／ 1500×1500×3000（mm）

渡辺美紀
住めたらいいのに＿

卒
業
・
修
了
展



ビジュアルアーツ専攻　教員・カリキュラム
教員

岩井 成昭 教授（副学長）
インスタレーション
映像
多文化芸術調査

長沢 桂一 教授（学部長）
テキスタイル
現代美術

曽根 博美 教授
アートプロジェクト
コミュニティとアート
アートとレジリエンス

大谷 有花 准教授
現代絵画［油画］
現代美術

萩原 健一 准教授
映像
メディアアート

阿部 由布子 助教
現代美術
メディアアート

尾花 賢一 助教
現代美術

［3年］
mビジュアルアーツ演習A
芸術表現の基本要素となる「時間」と
「空間」という考え方を深める。あっとい
う間に過ぎ去る10秒も、 皆さんがこれま
で生きてきた10数年間も同じタイムライン
上の時間である。同様に、巨大な建築空
間も手のひらサイズの空問の集積だとい
える。この演習は「長さ」や「大きさ」と
いう尺度について考えるためのトレーニン
グでもある。 自身の「気づき」を様々な素
材や技法を通して表現にまとめ、自身の
制作スタイルを形成していく。

mビジュアルアーツ演習B
美術を構成する幾つかの要素を取り出し
て考える演習。例えば「オリジナル」と
「リメイク」という関係性を考えると、現
在世界中で生み出される作品は、ほとん
どが、 先行する既存の作品に影響されて
いるといえる。しかしその中には「盗作」
といった非生産的な行為も紛れている。
ここでは、先行する作品に学びながら創
造的なオリジナルを制作する。本演習で
は、その他にもグループワークとして展覧
会の企画・構成を考えながら制作し、最
終的に展覧会全体を作り上げる演習など
がある。

m美術作品研究
鑑賞批評の方法論を概説したうえで、展
覧会を鑑賞する、課題図書を読む、課題
映像を視聴する、といった体験を経て、
自身の研究対象になる作品を設定し、そ
の作品に対しての研究報告を行い、教員
と学生が混合でディスカッションを行
う。ゲスト講師によるレクチャーが挿入
される場合もある。

［4年］
mビジュアルアーツ演習C
制作を進行させながら、作品を創造する
原動力である自身と社会との関係をもう
一度見つめ直す。プライベートに閉ざさ
れているように見える生活が、どのよう
に外部から影響を受けているのか？な
ど、現代社会で起きている出来事と自身
との関係を知ることで、制作の動機や
テーマをより深く、強くしていく。

m卒業研究
これまでの演習で学んだ内容を踏まえ
て、学生が自由に設定したテーマと相応
しい手法によって、卒業制作としてまと
め上げる。それぞれの学生が、構想、調
査、素材調達、制作、展示まで一連のプ
ロセスを主体的に経験することで、卒業
後の活動に活かせるようにする。

社会変革を促す「景観」の創造
本専攻では、私たちが生きる社会の可能性と課題がその土地の歴史や自然環

境とともに様々な次元で交差する現場を「景観（ランドスケープ）」として定義

し、学生一人一人により異なる多様な表現領域の制作活動に取り組みます。

授業では、ランドスケープや建築のデザイン、社会批評を担うパブリック

アートやドキュメントのプロジェクト、まちづくりの計画立案とそのための

公共型ワークショップなど、実践的な学習を通して実社会の文化芸術領域で

高いリーダーシップを発揮できる人物を育成します。

このように幅広い表現により「景観」を制作・提案する本専攻では、そのた

めの基礎作業として「フィールドワーク」を重視しています。自らの身体を

「景観」の現場に置き、感覚・知識・経験を総動員してその場所の本質を見

抜く作業に取り組みながら、社会の変革を促しうるアートとデザインの手法

を学んでいきます。

景観デザイン
専攻

III

Landscape Design

4849



「建築」は、社会的な要請や身体的なスケール、
文学や映画や美術からのインスパイア、
日常風景の比喩や暗喩が、
発想の契機になる。

5051

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
現
代
芸
術
演
習

授
業
よ
り

「現代芸術演習」では、「MOVING CINEMA」をテーマに、移動式映画館を製作し、一日限りの
上映会を開催する。上映会場への移動を含めた、空間・場所の創出に実践的に取り組む。
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新屋の空地を対象敷地とし、上映作品の内容や背景、上映会場の
敷地の性質や環境を各自しっかりと研究、考察する。



授
業
よ
り

社会の課題と、その土地の歴史や
自然が交差する現場を「景観」と呼ぶ。

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
2

対象となる地域・風土・歴史を調べ、現在を考察し、未来の構想を練り上げて
提案する建築デザインのプロセスを通じて、自らの創作に突き進む。
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井上 宗則
准教授
都市・建築デザイン

教
員
よ
り

　

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
史
・
ま
ち
づ
く
り
・
映
画
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
専
門
の
先
生
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
卒
業
制
作
で
も
、
建
築
設

計
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
映
像
作
品
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
都
市
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
に
し
て
い
て
、
学
生
に
は
、
我
々
が

常
に
身
を
置
い
て
い
る
「
空
間
」
を
再
考
し
、
実
際
の
生
活
空
間
に
直
接
作
用
す
る
デ
ザ
イ

ン
を
、
感
覚
的
に
で
は
な
く
論
理
的
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

専
攻
の
3
年
次
の
課
題
は
、
建
築
設
計
を
ベ
ー
ス
に
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
住
宅
・
集

合
住
宅
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
設
計
演
習
を
通
し
て
、
そ
の
土
地
の
特
性
の
読
み

取
り
方
や
、
空
間
を
創
出
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
組
み
立
て
方
等
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

1
0
0
分
の
1
の
サ
イ
ズ
で
模
型
を
作
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
実
物
を
作
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
実
際
に
体
験
で
き
な
い
空
間
の
魅
力
を
い
か
に
し
て

伝
え
る
の
か
、
と
い
う
検
討
が
と
て
も
重
要
で
す
。
つ
く
っ
た
モ
ノ
を
見
せ
て
、「
わ
か
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
。
実
物
を
つ
く
れ
な
い
こ
と
は
決
し
て
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
こ
と
で
は
な
く
、
適
切
な
空
間
表
現
の
た
め
に
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
自
分
自
身

の
デ
ザ
イ
ン
に
自
覚
的
に
な
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
何
百
億
円
、
あ
る
い

は
何
十
年
か
か
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
も
、
学
生
の
う
ち
か
ら
作
品
と
し
て
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
築
設
計
の
課
題
で
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
構
想
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
あ
る
立
体
物
の
影
を
別
の
立
体
物
を
用
い
て
再
現
す
る
「Shadow

 M
akers

」

と
い
う
課
題
や
、
一
定
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
る
橋
の
模
型
を
紙
で
つ
く
る
課
題
な
ど
、
建
築

設
計
以
外
の
課
題
も
あ
り
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
空
間
創
造
を
試
み
ま
す
。

　

3
年
生
の
最
後
の
課
題
は
「
秋
田
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」。
こ
れ
は
単
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

つ
く
る
課
題
で
は
な
く
、
学
生
一
人
一
人
が
「
秋
田
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
は
何
か
を
考
え

定
義
し
、
創
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
表
現
手
法
を
用
い
る
か
は
学
生
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
抽
象
的
な
思
考
を
具
体
的
な
制
作
に
つ
な
げ
て
い
く
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

　

作
品
を
つ
く
る
に
は
多
く
の
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
だ
か
ら
課
題
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
落
ち
込
み
た
く
な
り
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
。
続
け
る

学
生
は
ど
こ
か
で
ぐ
っ
と
成
長
し
ま
す
。
ど
ん
な
時
代
で
も
場
所
で
あ
っ
て
も
、「
や
っ
て

い
け
る
！
」
と
思
え
る
芯
を
、
大
学
で
の
創
作
活
動
を
通
し
て
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

生
活
空
間
に

直
接
作
用
す
る
デ
ザ
イ
ン
を

感
覚
的
に
で
は
な
く

論
理
的
に
学
び
、

創
作
に
生
か
し
ま
す
。
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小
さ
く
と
も
ゆ
と
り
の
あ
る

住
空
間
が
あ
れ
ば
、

暮
ら
し
方
も
生
き
方
も

変
わ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

学
生
よ
り

津田 有彩
景観デザイン専攻

（2022年3月卒業）
大阪府出身

卒業後は自然素材を生かしたデザインが特徴
の設計事務所に就職。「小さくともゆとりの
ある住空間があれば、暮らし方も生き方も変
わります。家族の多様性を考えながら、自分
の時間と家族との時間、両方を大切にできる
住宅をつくりたい」と津田さん。

卒業研究では「ひとつの家族がひとつの建築と
いう常識にとらわれず、公共空間を挟むことで
多様な家族の暮らしに対応できないか」と家族
の多様化を別視点で捉えた住空間を提案。

卒業制作

《都市の撚り処》
公的空間の私有性を最大にした“撚り処”を設計し、人、
建物、都市を結びつけ、また日々多様化する家族それぞ
れに合う生活の場、新しい暮らし方を提案する。対象地
区と同じく水田グリッドにより形成された本提案を長い
年月をかけパッチワークのようにつなぎ合わせていくこ
とで、少しずつおおらかな都市へと更新していく。

使用素材／スチレンボード、和紙　サイズ／模型1200×750（mm）

　
高
校
で
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
や
木
工
な
ど
立
体
的
な
造
形

物
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
好
き
で
、
大
学
受
験
で
は
建
築
か
木
工
か
で
悩
ん
で
。
で
も
秋
美
で
あ

れ
ば
、
ど
ち
ら
も
学
び
な
が
ら
考
え
る
猶
予
が
あ
っ
た
の
で
入
学
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
景

観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
は
映
像
を
専
門
と
す
る
学
生
が
多
く
い
て
、
違
う
視
点
に
触
れ
ら
れ
る
の
も

い
い
と
こ
ろ
。通
常
の
建
築
学
科
よ
り
広
い
視
野
で
学
べ
る
の
が
、こ
こ
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
秋
美
に
入
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
建
築
が
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
あ
ま
り
な
い
空
間
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
住
宅
に
憧

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
人
が
そ
の
空
間
で
ど
う
過
ご
す
の
か
。
特
に
土
間
や
縁
側
と
い
っ
た
中
間
領

域
で
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
の
が
好
き
で
す
。
家
族
と
の
時
間
や
関
わ
り
方
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

の
中
に
置
く
こ
と
で
、
一
人
の
時
間
を
楽
し
ん
だ
り
、
ゆ
る
や
か
に
繋
が
っ
た
り
。
個
人
が
独
立

し
て
い
て
、
繋
が
り
た
い
時
に
繋
が
れ
る
と
い
う
の
が
今
の
家
族
像
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
家
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
て
設
計
し
た
い
。
そ
う
や
っ
て
住
空

間
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
、
今
、
一
番
楽
し
い
で
す
。
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卒
業
・
修
了
展

どこにでもあるものとは、規格品（スターバックスロゴ、紙製品）
を指す。規格化された物やサービス、思想で溢れている現代社会
を象徴した空間として、スターバックスを活動拠点かつ対象とし
た作品である。飲食チェーンやファストファッションは、環境負
荷問題を背負っている。一方で私たちがそれらから恩恵を受けて
いることも事実である。この作品は、「ファストビジネス」批判
する物ではない。規格と非規格が交錯する世界で存在していく葛
藤と、その葛藤を抱えた「まま」でいいと肯定する私の決意表明
である。

使用素材／紙、糸　サイズ／ 2800×2800×3000（mm）

早川優風
どこにでもあるものが、
どこにもないものになりきれないままこの映像は能代市にある祖父母の家を舞台にし

て、なくなりゆく家との対話をテーマにした作
品である。
家自体に手を加えながら撮影することで、家の
構造を直接確認し、今まで知らなかった家の姿
を見て、作る過程でも家との対話を実感した。
この作品を通して、家を家として定義させるの
は人の存在であるということを伝えたい。

サイズ／再生時間 5分30秒

徳川美稲
ほどける声

今回、東京まで走ってみて、国道沿いの景色はずっと同じ道を進んで
いるようだった。データの位置情報を確認しないとその場所がわから
なくなる。しかし、取材した人からは、はっきりとは出来ない、この
地域が好きと言える地元の、環境がある事に少し羨ましく思い。
国立駅で仕事終わりの兄と合流すると、熊本に住んでいる頃に比べ、
満員電車に馴染んだいつもの兄がそこにはいた。

サイズ／再生時間 18分04秒

岩㟢一耕
こっから東京まで
どっちに行けばいいですか？

私の父の仕事場に大都市東京の風景をオーバーラップさせた映像。日常の風景や知らない場所
に対して、既視感や未知の不安のような違和感を感じることがある。今見ている風景が何かと
いうことが徐々に懐疑的に感じられてくる感覚の表現を映像で試みた。私たちは頭でイメー
ジ、または記憶している風景を無意識に別の空間に重ねている。未知の不安や既視感、今見て
いる現実、過去、未来は相互に行き来して、そうして全ては重なって混じり合っている。

サイズ／再生時間 4分

佐々木萌
ある工場での記憶の異物



素材と地域からしなやかに学ぶ人に
古来、日本において工芸とデザインはひとつでした。近代化の波に揉まれ、分離

された両者を、今「心と身体」と「暮らし」を依り処に再統合しようと設立された

のがものづくりデザイン専攻です。

国内随一の規模と設備を持つ工芸スタジオ群を利用し、木工・漆芸・彫金・陶

磁・染色・ガラスなどの素材の技法と知識を学び、探究することができます。ま

た自らの身体感覚が素材に合わせて変化していく過程から、思考力と五感を鋭く

磨き上げることを目指します。さらに思考の整理、社会への伝え方、地域の文化

の調査を通して得られる行動力と共感力、課題発見力など、これからの社会に繋

がるために必要な力をデザインの視点から学びます。これらを複合的に織り上

げ、現実空間に展開する実感を伴った豊かさの価値を提示する学びと研究の場

です。

豊かさを実感できるこれからのものづくりを、未来に向けて一緒に考えましょう。

ものづくりデザイン
専攻

IV

Creative Manufacturing Design

景観デザイン専攻　教員・カリキュラム
教員

岸 健太 教授
アーバンスタディーズ
地域資源マネジメント
東南アジア地域研究

小杉 栄次郎 教授
建築・都市設計の理論と実践

石山 友美 准教授
映画製作

井上 宗則 准教授
都市・建築デザイン

石渡 雄士 助教
都市史・建築史

※景観デザイン専攻で取得可能な資格に関する詳しい情報はP91に記載しています。

［3年］
m景観デザイン演習1（基礎）
景観デザインの基礎について演習を通して
学び、習得する。フィールドワークの実践
や、その成果物の言語化や抽象化、提案コ
ンセプトを形体や空間へと転化するプロセ
スを習得し、造形と計画を行き来しながら
提案をブラッシュアップし作品化する。

m景観デザイン演習2（応用）
フィールドワークとリサーチをベースに多
様なプログラムを構築し、対象物やコンテ
クストについてより深く考察した上で、空
間や場所をデザインし提案することを学
ぶ。さらに、パブリックアートやドキュメ
ントのプロジェクトやまちづくりの計画立
案とそのための公共型ワークショップ等、
多様な表現領域のアウトプットも視野に入
れた課題にも取り組む。

［4年］
m景観デザイン演習3（実践）
学生一人一人がそれぞれの表現領域により
実践的に取り組む。卒業研究に向けた表現
メディアの研究も本授業の重要なテーマの
一つとなる。課題で与えられた対象エリア
やキーワードに対して、学生自ら作品の
テーマを見つけ出し、各自が使用したい素
材や表現形式を個別の担当教員と共に定め
ていき成果物を作品化することを目指す。

m卒業研究
景観デザイン専攻での学びの集大成とし
て、ランドスケープや建築のデザイン、社
会批評を担うパブリックアートやドキュメ
ントのプロジェクト、まちづくりの計画立
案とそのための公共型ワークショップな
ど、学生一人一人が異なる多様な表現領域
の制作活動に取り組み、作品化する。その
際、「フィールドワーク」を重ね、自らの
身体を「景観」の現場に置き、感覚・知
識・経験を総動員してその場所の本質を見
抜き、社会の変革を促しうる作品を目指す
ことを共通のテーマとする。
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美
術
大
学
に
入
る
な
ん
て
ま
る
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
専
門
に
限
ら
ず
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
魅
力
と
思
っ
た
の
か
、
逃
げ
だ
っ
た
の
か
、
秋
美
に
入
学
し
ま
し

た
。
私
は
も
の
の
形
態
や
構
造
が
好
き
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
紙
を
素
材
に
日
用
品
を
模
刻
す

る
こ
と
に
夢
中
で
し
た
。
な
ぜ
こ
う
い
う
形
な
の
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
。
そ

う
い
っ
た
疑
問
の
答
え
を
探
し
た
り
、
自
分
な
り
の
答
え
に
た
ど
り
着
い
た
り
す
る
時
間
を
与

え
て
く
れ
る
の
が
模
刻
で
し
た
。
大
学
生
活
は
模
刻
活
動
を
続
け
る
一
方
で
、
モ
チ
ー
フ
で
は

な
く
紙
自
体
に
着
目
す
る
視
点
も
生
ま
れ
、
紙
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
続

け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
が
生
ま
れ
た
の
は
、
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
の
学
び
の
な
か
か
ら
で

し
た
。
私
が
学
ん
だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
は
、
日
々
、
一
か
ら
新
た
な
も
の
を
作
り

出
す
先
生
、
助
手
、
同
級
生
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
環
境
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
創
作
活

動
を
鑑
み
る
こ
と
も
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
も
躊
躇
い
な
く
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
4
年
の
1
年
間
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
個
展
開
催
な
ど
の
経
験
も
得
て
、
学
ん
だ
こ
と

は
深
く
て
、
広
す
ぎ
て
。
物
事
の
考
え
方
が
結
構
変
わ
っ
た
な
と
、
自
分
で
思
う
ん
で
す
。

身近にある日用品の数々を模刻した12年を記録した個
展「紙と十二年」（秋田公立美術大学サテライトセンター）。
工作用紙を使い、日用品の形態や構造への純粋な興味か
ら模刻するのは、「身近にあるからこそ、普段はじっく
り見ることのない対象だから。ものの形には奥深いが世
界が広がっています」と関口さん。

手を動かして、
変化を確かめながら学ぶことで、
物事の考え方が結構変わったな
と思います。

関口 史紘
ものづくりデザイン専攻

（2022年3月卒業）
北海道出身

学
生
よ
り

本作品は千切った紙を積層させたオプジェである。紙は繊維の集合体であるが、
繊維を意識することは少ない。しかし紙を千切った際、断面に繊維感を感じるこ
とがある。
普段はただの平面として捉えられており繊維感を認識することはないが、大量の
紙を重ね合わせることで、独特な陰影が生み出され強く繊維感を意識させる。
普段意識せずに使っている紙という素材だからこそ、より強く魅力を感じること
のできる作品である。

使用素材／紙
サイズ／展示空間1800×2700×500（mm）

《paper sides》
卒業制作
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実習棟には、全国的に見ても充実した工房設備があります。
ガラス工房では1200度の溶けたガラスを扱います。

卒業研究を制作中の大場早也芳さん。P70掲載の、ガラスに海の砂や、塩、粘土が混ざった作品《累積》に結実した。 素
材
を
全
身
で
感
じ
、

自
分
自
身
の

変
化
を
楽
し
む
。

アイデアの源は素材から。

授
業
よ
り

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
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ものづくりデザイン専攻では、木工・漆芸・彫金・陶磁・染色・ガラスそしてプロダクトデザインのなか
から2 つ以上を選択し、領域を超えた表現方法を探究していく。

漆実習室にて。

素材を加工する伝統技術を基礎から学ぶ。

彫金実習室にて。工芸とデザインを組み合わせて、日本の新しいものづくりを模索する。

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
演
習
2

授
業
よ
り
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安藤 郁子
准教授
陶芸、ソーシャルアート

豊かな自然の中で、
仮説・実験・検証・試作を
繰り返す。

授
業
よ
り

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習

自然豊かな環境を生かし、昆虫や小魚、植物などの生物を捕獲する
ための器具をグループで制作する。対象とする生物を自分たちで決
め、生態や論文のリサーチや専門家へのアプローチを行い、仮説、
実験、検証のサイクルを重ねながらプロトタイピングを行う。

現
代
の
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
と
、

自
分
の
身
体
で
素
材
と
関
わ
り

素
材
の
声
を
聞
い
て

つ
く
る
こ
と
を
ミ
ッ
ク
ス
。

教
員
よ
り

　

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
は
、
自
分
の
身
体
で
、
手
で
素
材
に
触
れ
て
、

経
験
し
て
い
く
、
つ
く
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
が
一
番
の
特
徴
で
す
。
現
代
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
と
、
自
分
の
身
体
で
素
材
と
関
わ
る
こ
と
を

ミ
ッ
ク
ス
し
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
支
え
る
も
の
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　

専
攻
を
決
め
る
前
に
、「
現
代
芸
術
演
習
」
と
い
う
授
業
で
は
朝
食
セ
ッ
ト
を

作
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
の
器
と
、
漆
の
蒔
絵
を
ほ
ど
こ
し
た
茶
碗
と
木
工
の
カ
ト

ラ
リ
ー
、
ま
た
は
染
め
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
と
陶
芸
の
器
と
彫
金
の
箸
置
き
。

専
攻
に
入
っ
た
ら
、
木
工
・
漆
芸
・
彫
金
・
陶
芸
・
染
色
・
ガ
ラ
ス
そ
し
て
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
2
つ
を
選
択
し
、
領
域
を
超
え
た
表
現
方
法
に

挑
戦
で
す
。

　

陶
芸
で
は
、
素
材
で
あ
る
土
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
く
て
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
出
会
っ
た
ら
、
既
成
概
念
に
縛
ら
れ
ず
、
土
と
向
き
合
え
る
か
を
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
土
の
1
0
0
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
探
す
課
題
で
は
、
土
を

茹
で
た
り
、
磨
い
た
り
、
凍
ら
せ
た
り
、
何
か
に
押
し
付
け
た
り
、
ね
じ
っ
た
り
、

た
た
い
た
り
、
切
っ
た
り
…
…
土
が
見
せ
て
く
れ
る
表
情
を
1
人
で
1
0
0
個

探
し
ま
す
。
ろ
く
ろ
で
直
径
が
決
ま
っ
て
い
る
茶
碗
を
ひ
く
課
題
も
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
前
期
の
う
ち
に
、
幾
つ
か
の
課
題
を
通
じ
、
基
本
的
な
陶
芸
の
全
体

像
を
つ
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
現
代
陶
芸
の
作
家
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
秋
田
県
内
の
様
々

な
背
景
が
あ
る
方
の
創
作
を
支
援
す
る
「
ア
ー
ト
リ
ン
ク
う
ち
の
あ
か
り
」
を

運
営
し
、
2
0
1
5
年
か
ら
「
は
だ
し
の
こ
こ
ろ
」
展
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
ア
ー
ト
と
関
わ
る
な
か
で
、
悩
み
影
響
を
受
け
て
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
、
自
分
た
ち
の
手
に
よ
る
工
芸
・

手
仕
事
と
い
う
の
は
、
本
当
に
大
事
な
営
為
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
社
会
に
つ

な
げ
ら
れ
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
の
大
き
な
魅
力
。
学
生
に
は
幅
広
い
も
の
づ
く
り

の
世
界
の
ど
こ
に
軸
足
を
置
く
か
見
極
め
な
が
ら
、
社
会
全
体
の
中
で
の
も
の

づ
く
り
に
つ
い
て
、
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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卒
業
・
修
了
展

時雨とは、秋の終わりから冬の初め頃に、降っ
たり止んだりする小雨のことです。その情景を
思い出しながらお酒を楽しむことのできる酒卓
を制作しました。
一枚のクルミの板の表面に、水紋が広がってい
く様子を、時間をかけて手作業で彫り進めまし
た。水紋の凹凸に沿って木目が曲がり、水紋の
揺らぎの様に仕上げることができました。また、
雨粒の落ちる時間の差を考え、時間の奥行きを
感じることのできる構成にしました。

使用素材／木（クルミ）　サイズ／ 1500×350×130（mm）

藤原未弥
時雨

マーコールは「野生のヤギの王様」といわれている。そうい
ういわれがあることを知ったのは実物を見た後であったが、
その名に違わない存在感が彼らにはあって、妙に納得した。
私が彼らに厳かさを感じた瞬間を記録し、土という素材を介
して彼らを肌で感じる、これはそんな作品。

使用素材／テラコッタ、アクリル絵の具　サイズ／ 300×400×1300（mm）

服部正浩
Markhor

この作品は私が作ったものではあるが、そのほとんどを
熱と重力が作っている。熱が加わることでガラスが溶
け、重力に従い下へ落ちていく。素材の特性と自然界の
力が生み出した、「私」という型にはまらない作品。

使用素材／ガラス、海砂、塩、粘土　サイズ／ 3500×900×1170（mm）

大場早也芳
累積

3DCGと手作業を組み合わせた作品。
データがあれば無限に複製できるデジタルと、どれだけ精巧に作
れど全く同じものはできない実体の相反する要素を意識した。

「絶対できる」と「絶対できない」は、互いに衝突する個性だが、
そこに優劣は無いはず。浅学だが両方を学ぶ身として、卒業制作
にこのテーマを選んだ。

使用素材／漆、紙　サイズ／ 2000×2110×815（mm）

菅原うらら
絶対

恐竜から鳥への進化をみせる始祖鳥。

幼い頃、初めてその存在を知った時から、私の中で進化と
ロマンの象徴として強烈な印象を抱いている。

標本から立体に起こし、さらに各関節が動かせる自在置物
として原寸大で制作した。

使用素材／真鍮　サイズ／全長約50cm

鈴木満智
Archaeopteryx



ものづくりデザイン専攻　教員・カリキュラム
教員

安藤 康裕 教授
彫金
ジュエリー

今中 隆介 教授
インテリアデザイン
ファニチャーデザイン
プロダクトデザイン

熊谷 晃 教授
漆工
蒔絵・螺鈿
乾漆造形

小牟禮 尊人 教授
吹きガラス
キルンワーク

山岡 惇 教授
指物技法を用いた
クラフト作品制作

安藤 郁子 准教授
陶芸
ソーシャルアート

瀬沼 健太郎 准教授
ガラス
いけ花

森 香織 准教授
本友禅染

柚木 恵介 准教授
つくりかたデザイン
つどいかたデザイン

［3年］
mものづくりデザイン演習1　
学生は各自、木工・染・陶芸・プロダ
クトA の中から１分野、彫金・ガラス・
漆・プロダクトB から１分野、合わせて
２分野を選択する。分野ごとに与えられ
た課題を通して、
1. ものづくりデザイン専攻の特徴であ
る実材制作に必要な素材に対する基礎的
な知識や加工技術　
2. たたずまいなどの情緒性を刺激する
造形力　
3. 現代社会や歴史・風土の中に埋もれ
た価値を発掘するための情報収集技術や
編集技術など、創作に必要な基礎力を育
成する。

mものづくりデザイン演習2
共通の課題とキーワードを演習１の学
びを通して解釈し作品制作を行う。各自
が演習１で選択した２分野での学びを応
用し深めながら、合同のガイダンス・プ
ラン発表・最終発表に取り組む。それぞ
れの分野に特有の価値観や制作展開、加
工技術の違いを共有することにより、現
代社会に必要とされる価値の提案に向け
た各自の目的意識を磨き、素材や技法の
みに、またコンセプトや文脈のみに囚わ
れない多様な創造力の育成を行う。

mプレゼンテーション演習
クリエーションに関わる人間として、
相手に正しく伝わるテクニックを演習と
して学ぶ授業。自身をテーマに据え、自
分なりのプレゼンテーション方法を作り
上げる前半と、後半では映像プレゼン
テーションや、具体的なポートフォリオ
制作を行い、社会との接続を意識した構
成となる。

m地域産業研究
秋田県内各地域の産業を、直接現地に
赴き自らの身体と感覚で調査し、研究結
果を共有する。県内産業に対する理解を
深めるとともに提案力を磨く。

［4年］
mものづくりデザイン演習3
各自が学んできた素材に対する知識と技
術・デザイン能力を起点に、地域産業や
地域文化の特性をおおらかに再解釈し、
人々の日々の営みに関わる作品を制作す
る。またグループワークを通じ、多様性
に対する理解や、コミュニケーション能
力・多角的に対象を観察する感覚を磨
き、発想や表現の柔軟性を育成する。

m卒業研究
 3年半の学びを通して得られた知識と技
術を基に作品を制作する。学生は主体的
に自由に研究テーマを設定し、期間を通
じ自らの感性と技術を磨いていく。専攻
所属の全教員で指導にあたり、学生個々
の多様なテーマに基づいた表現を目指す。

コミュニケーションデザイン専攻では、コミュニケーションに内在する今日的

な課題に取り組むための思考と表現について、ビジュアルデザインの立場から

研究します。 課題の発見から、企画、調査、計画、提案、制作、フィードバッ

クまでの一連のプロセスを踏まえながら、幅広い観点から現代社会のあるべき

姿を探求します。また、個人から発信される様々な情報のパラダイム（支配的

な捉え方）を組み替えることによって、現代社会における新しい「個人」像の

形成に寄与します。 タイポグラフィ、パッケージ、ポスター、エディトリア

ル、ウェブ、イラストレーション、3DCG、広告、映像等、それぞれの表現媒

体に応じた具体的な課題制作を通じてデザインを学び、同時にこれらを横断

して、情報の流れを構想し設計する広報や企画といった高度な作業へ展開す

る思考能力も身に付けていきます。社会を大きく捉え、変革するデザイナー

やアートディレクター、クリエイティブディレクターの育成を目指します。

「つくる・伝える」すべてとつながる

コミュニケーション
デザイン
専攻

V

Communication Design

7273
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授
業
よ
り

多角的な視点によるアプローチで、
伝わる表現の精度を高める。
コミュニケーションデザイン専攻／コミュニケーションデザイン演習A2

コミュニケーションデザイン専攻では、与えられたテーマ
のみならず、自ら発見した事象の課題や魅力を、いかに社
会的視点を持って届けることが可能か探ります。その過程
で議論を交わしながら、コンセプト構築からアウトプット
まで、「伝わる」ための最適なアプローチへと導きます。



授
業
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
演
習

77 76

この年のテーマはタマネギ。毎週様々な視点からしつこく観察し、アイデア
発想力を養います。次々とアイデアを抽出し発見するデザインやアートにお
いて欠かせない能力を鍛えます。アイデアが天から突然降ってくるイメージ
を、このメソッドでは明確に否定します。ひとつのテーマや事柄を、多様な
切り口で理解し提案する能力は仕事や人生を豊かにします。

アイデアがどんどん湧き出てしまう授業。
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石川 昌
准教授
ビジュアルアイデンティティ、
サイン計画、デザイン史

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら

課
題
を
い
た
だ
き
、

実
際
に
採
用
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
、

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て

体
験
で
き
る
専
攻
で
す
。

教
員
よ
り

　

専
攻
名
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
前
に

付
い
て
い
る
の
が
、
特
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
最
終
的
に
伝
え
る
と

い
う
こ
と
、
そ
の
部
分
で
、
た
だ
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
相
手
の
行
動
を

促
す
と
か
、
何
か
が
変
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
含
め
た
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
意

味
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
慮
り
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の

か
と
い
う
客
観
性
、
そ
う
い
っ
た
、
俯
瞰
し
た
も
の
づ
く
り
を
習
得
で
き
る
専

攻
で
す
。
な
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、
物
語
や

イ
ラ
ス
ト
を
含
め
、
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
れ
を
、
ど
ん
な
コ
ン
セ
プ

ト
や
、
ど
ん
な
目
的
を
も
っ
て
、
伝
え
、
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
行
動

し
て
ほ
し
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
学
び
、
社
会
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
基
礎
造
形
力
を
養
い
な
が
ら
、
基
本
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト

の
ス
キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。
専
攻
に
所
属
し
て
3
年
生
に
な
り
ま
す
と
地
域
の

課
題
や
魅
力
を
発
掘
し
、
伝
え
る
力
を
実
践
的
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

秋
田
駅
前
の
商
業
施
設
「
フ
ォ
ン
テ
」
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
ビ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
貼
る
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、

グ
ッ
ズ
な
ど
、
店
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
式
を
学
生
が
担
当
し
ま
し

た
。
作
っ
た
意
図
を
論
理
的
に
説
明
す
る
、
そ
の
た
め
の
資
料
を
制
作
す
る
技

術
も
向
上
し
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
、
自
分
で
は
思
い
付
か
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
や
見
落
と
し
て
い
た
ポ
イ
ン

ト
を
、
対
話
に
よ
り
見
い
だ
し
て
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
き

ま
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
課
題
を
い
た
だ
き
、
実
際
に
採
用
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
体
験
で
き
る
の
は
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
と
距
離
が
近
い
の
は
秋
田
な
ら
で
は
で
、

積
極
的
に
な
る
ほ
ど
、
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
美
大
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
基
礎

メディアがデジタル化するなか、紙、インク、印刷の特性や質感への感性を養うことは大切です。
版画技法を理解し、自分の制作に応用する力を身につけます。
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秋
美
に
入
っ
た
の
は
、
入
学
時
に
専
攻
が
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
面
白
そ

う
だ
っ
た
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
多
く
て
ど
う
生
か
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
理
由
で
す
。
授
業
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
身
の
回
り
の
も
の
す
べ
て
に
デ

ザ
イ
ン
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
し
っ
く
り
く
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
て
、
反
応
も
返
っ
て
く
る
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
っ
て
面
白
い
な
と
思
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
進
み
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
授
業

で
、
架
空
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
だ
け
で
は
納
得
で
き

な
く
て
、
ヒ
ノ
キ
材
を
使
っ
て
容
器
を
実
際
に
制
作
し
て
、
と
こ
と
ん
納
得
の
い
く

と
こ
ろ
ま
で
向
き
合
い
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
助
手
さ
ん
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
工
房
で
制
作
で
き
た
の
は
、
専
攻
間
の
垣
根
の
低
い
秋
美

の
環
境
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
。
や
り
た
い
と
強
く
思
え
ば
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
環
境
で
す
。納
得
い
く
ま
で
制
作
で
き
た
経
験
は
、大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
作
業
が
主
で
は
あ
り
ま
す
が
、
僕
の
場
合
は
手
で
作
っ
た
ア
ナ

ロ
グ
の
質
感
が
重
要
で
す
。
人
に
感
動
や
衝
撃
を
与
え
る
も
の
よ
り
も
、
空
間
に
置

い
て
素
敵
な
も
の
、
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

専
攻
間
の
垣
根
の
低
い

秋
美
の
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、

と
こ
と
ん

納
得
の
い
く
と
こ
ろ
ま
で

向
き
合
え
ま
し
た
。

「大学へと続く桜並木や、新屋の小さな道を歩い
て感じる人の気配や温かさが好き」と木曽さん。

木曽 遼我
コミュニケーションデザイン専攻

（2022年3月卒業）
静岡県出身

学
生
よ
り

私にとって常に身近な存在だった「歌」をテーマに、歌詞を用いて一曲を視
覚的に表現した。
楽曲は、中村佳穂さんの「そのいのち」という曲を題材にさせて頂いている。

「歌」 には実態がないが、心の中に温度や風景などといった光景を瞬く間に
広げてくれる。
そういった様々な形の感情を、歌詞の「ことば」に当てはめてドローイング
を行った。

「歌」は、その歌声に透明な言葉を纏いながら、いつも私達の中で浮遊して
いる。

使用素材／布（シーチング）、色鉛筆、パステル

サイズ／ 900×2150（mm）

《歌のかたち》
卒業制作

ブランディングの授業で企画・制作した架空の漢方専門店「いちりん」の
商品一覧。ヒノキを用いた据置きタイプの容器、詰め替えパッケージ、
ショップカード。

 3年後期の授業課題で制作したオリジナルの写真集「ether（エー
テル）」。写真を撮ることが趣味という木曽さんが、地元の静岡と秋
田を往来するなかで出会ったさまざまな光景を写真として表現。そ
れらを自らの手で編集し、手製本で仕上げて1冊の本に。
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この作品は、とある空間を記録したもので
す。その空間は『開かれた葬儀の場』であり、
鑑賞者は『参列者』として、あなたの思う『死』
を慈しみ、自由に弔うことができます。
その空間で何を感じ、何を思うかはあなたの
自由です。ただ、そう感じた時、そう思った
時、その感覚によってあなたの内側に何が想
起されたか、それを忘れずに思い出して欲し
いのです。

使用素材／スチレンボード、漆喰、パーライト

サイズ／ 2500×3000×2500（mm）

畠山明海
Remember

卒
業
・
修
了
展

身体の肉感や肉々しさの魅力を伝える作品です。細い＝美しいとい
う認識があるのに太い＝美しいという認識はないのか疑問に思い、
肉感や贅肉、脂肪独特の表情を明るい色合いで表現しました。バッグ
やTシャツなど身近なアイテムにイラストを落とし込み、普段の生活
の中で魅力に気づいて欲しいという願いを込めて制作しました。

使用素材／ミクストメディア　サイズ／ 1820×1600×1600（mm）

中村紗弥香
Meechu♡

たこ焼きのお皿で海に出たらどうなるかな…。  
そんなくだらない妄想から、世界を旅するたこ焼
き生命体（通称：二ーニョ）の残した痕跡や、ニー
ニョを追い求めた人々の資料を集めた架空の企画
展を開催することにしました。
普段は馬鹿にされたり揶揄われたりする「くだら
ない物事」を、いかにおしゃれなものや洗練され
たものに負けないくらい優れたものにできるかに
挑戦した作品です。くだらないことに全力で取り
組むことで生まれる面白さと、アイデアを形にす
る楽しさを伝えたいと思い制作しました。
ようこそ、こんがり焼けた妖精の世界へ。

使用素材／ミクストメディア

サイズ／ 7500×2500×1500（mm）

川森公恵
ニーニョ展  
－世界を旅するたこ焼き生命体－

自分の毛に対して魅力を感じている気持ちから、
「毛が愛しくて楽しいもの」を伝えるかるたを制
作しました。このかるたで遊ぶ中で、いつの間に
かあたりまえになってしまった「毛＝むだ」とい
う価値観から少し目をズラして、改めて自分の毛
と向き合って欲しいと思います。それは、もしか
したらあなたにとって「むだ毛」ではなく「めで
毛」かもしれません。

使用素材／紙

サイズ／ 35×190×120（mm）

坂井美結
めで毛るた
－毛の魅力を伝えるかるた－

ビジュアルノベルを想定した「灰色のエリー」の
物語。
主人公の日常に、 非日常が訪れる。うたた寝した
夢の世界で灰色の少女・エリーと出会ったこと
だ。夢の中だけの友達として親交を深めていたは
ずが、 夢から覚めたはずの日常でもエリーの姿を
目にするようになる。いったい彼女は何者なの
か、 疑問が膨らんでいく。

使用素材／ CLIP STUDIO PAINT 

館澤優依
灰色のエリー



コミュニケーションデザイン専攻　教員・カリキュラム
教員

飯倉 宏治 教授
情報学フロンティア
計算基盤・地理学

孔 鎭烈 教授
ブランディングデザイン

坂本 憲信 教授
ビジュアルコミュニケーションデザイン
グラフィックポスター

石川 昌 准教授
ビジュアルアイデンティティ
サイン計画
デザイン史

裴 鎭奭 准教授
コミュニケーションデザイン
情報デザイン
WEBデザイン

水田 圭 准教授
情報編集デザイン

坂本 祥世 講師
漫画
イラスト

草彅 裕 助教
写真

［3年］
mコミュニケーションデザイン論A　　
地域の優れた資源と文化を売り出すための
コミュニケーションデザインの役割を理解す
る。その上で、「 地域社会の現状」と「課題
の認識」、「課題発見・解決」に至るまでの事
例を挙げながら探っていく。また、現役の
アートディレクターを招き地域社会とコミュ
ニケーションデザインの関係性についても詳
しく学ぶ。

mコミュニケーションデザイン論B
近年の事例では、先端技術の発展よりもコ
ミュニケーションデザイン開発の重要性が注
目されている。古今東西様々な事例に触れる
ことで、コミュニケーションデザインの考え
方を解説する。そのことでデザインに関する
視野と思考法を獲得する。一方で各自がその
志向と適性を見極め、確固たる得意分野の構
築に向けた考察の場とする。

mコミュニケーションデザイン演習A1
「ブランディング」をテーマとして、デザイ
ンコンセプトの設定から具体的なデザイン提
案に至る一連のデザインプロセスに基づき課
題研究を進める。グラフィックデザイン、
ウェブデザイン、パッケージデザイン、映像
デザイン等の各専門分野における個々の表現
方法の習熟を深めながら、これらを横断的に
連携し、多様かつ複合的な表現展開による効
果的なデザイン成果の具現化について探求す
る。デザイン案の具現化である「作品」およ
びその「制作報告書」を授業成果とする。

mコミュニケーションデザイン演習B1
人工知能（AI）の役割が人間の職域に拡大す
る中、侵されない領域はクリエイティビティ
であると捉える。IT 技術によって地方から
世界に発信することが可能である。一方日本
では産業や人口の構造変化が起こり、都市や
街、人の生活のあり方が問われている。この
ような現代の社会状況に対応するため、単な
る技法の習得を越えてあらゆるメディアに応
用可能な情報理解と表現技術を学ぶ。さらに
個人が設定するキャリア志向の核となる技術
の訓練と表現、最適な展示方法を学ぶ。

mコミュニケーションデザイン演習A2
テーマの設定からデザイン成果の具現化に至
る一連の制作プロセスに受講者が個別に取り
組む。地域・社会の現状からデザイン対象と
しての課題を見出し、利便性や快適性、認知
性、効率性、安全性、または操作性を具体的

なデザイン解決案として表すことについて課
題制作を通じて学ぶ。デザイン案の具現化で
ある「作品」およびその「制作報告書」を授業
成果とする。

mコミュニケーションデザイン演習B2
「CM制作」では、あらゆるメディア表現が可
能な動画作成技術を学ぶ。「WEB ポートフォ
リオ制作」では、IT 技法よりも受け手とのコ
ミュニケーションを目的としたディレクショ
ンを追求する。「技術講習」では個人のキャ
リア志向の核となる技術となるための課題を
行う。最後の課題ではそれまでの学びを集大
成する制作と展示を求める。ある「作品」お
よびその「制作報告書」を授業成果とする。

［4年］
mコミュニケーションデザイン演習A3
各自が学んできた素材に対する知識と技術・
デザイン能力を起点に、地域産業や地域文化
の特性をおおらかに再解釈し、人々の日々の
営みに関わる作品を制作する。またグループ
ワークを通じ、多様性に対する理解や、コ
ミュニケーション能力・多角的に対象を観察
する感覚を磨き、発想や表現の柔軟性を育成
する。

mコミュニケーションデザイン演習B3
本演習では個人のキャリア指向や適性を尊重
し学びを深める。各自がテーマや課題を設定
しデザイン表現に臨む。デザイン表現のメ
ディアや手段を問わず「観察力」「思考力」
「伝える力」を習得する。また、各自が取材
や制作を行う過程を共有することで、相乗効
果の高い表現力の習得を目指す。

m卒業研究
コミュニケーションデザイン演習1、2、3で
体得した能力をベースに研究活動を展開す
る。また、コンセプト設定からデザイン提案
までの全てのプロセスを自主的に展開すると
ともに、プレゼンテーション能力と感性を高
めることを目的に研究活動を行う。

地域社会の発展に貢献する
人材を育成する

美術教育センターは、各専攻で培う専門性の土台となる知識や教養と

いった基礎力を養います。本センターの授業は、「人間と社会のありか

たに結び付いた美術の意義を洞察し把握する力」と「創造的思考を明確

に表現し伝達する力」を養成します。各教員の研究に裏付けされた美

学、美術史、デザイン史、文学、外国語、情報科学、美術教育等の授業

は専門教育を支える強固な基盤となります。また、さまざまな指導方法

に基づいた講義・演習・実習や教養を深める学びを通して、学生一人一

人の人間性を高め、地域社会の発展に寄与できる人材を育成します。

美術教育センター

Liberal Arts Core
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教
育
実
習
の
様
子

授
業
よ
り

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー 

教
職
課
程
／
心
理
学

これからどう生きていくのか。
学校教育について考えながら、
人間の成長についても学びます。

本学の教職課程では、学生一人一人に担当教員がつき、個人面談があり、実習中もアド
バイスが受けられます。教員が、自身の教員経験を踏まえて、思いを伝えていきます。



美術教育センター教員 取得可能な資格

毛内 嘉威 
教授（副学長）
道徳教育
教育方法

天貝 義教
教授
デザイン史
美学
芸術学

井上 豪 
教授
東洋美術史

大八木 敦彦 
教授
文芸
比較文化
英語

尾澤 勇 
教授
美術科教育
工芸科教育
金属工芸（鍛金）

金 孝卿 
教授
色彩学
構成学

佐治 ゆかり 
教授
博物館学
日本美術史
近世興行史

鈴木 司 
教授
絵画材料学
絵画表現技法

野々口 浩幸 
教授
学校心理学

野村 松信 
教授
情報教育
視覚情報処理

菅原 香織 
准教授
公共デザイン

福住 廉 
准教授
美術批評

大関 智子 
助教
日本画

齋藤 透 
特任教授

佐藤 淳 
特任教授

佐藤 薫 
特任教授

山脇 聡 
特任教授

渡部 克宏 
特任教授

【博物館学芸員課程】

博物館学芸員資格

【教職課程】

中学校教諭  一種免許状（美術）
高等学校教諭  一種免許状（美術・工芸）

博物館実習の実務実習では基本的な資料の扱い方、
展示、記録としての撮影の技術、梱包の基礎などを
実物や複製を用いて学びます。
グループワークでは仮想の展覧会を企画し、チラシ
や冊子を作成。見学実習では博物館・美術館を見学
し、コレクションの方針や収蔵方法、展示方法につ
いて学芸員からレクチャーを受けます。

教職課程に関する詳しい情報はP90に記載しています。

〈カリキュラム〉
・生涯学習概論
・博物館概論
・博物館教育論
・博物館資料論
・博物館資料保存論
・博物館情報・メディア論
・博物館経営論
・博物館展示論
・博物館実習
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こ
の
社
会
に
お
い
て
、
博
物
館
・
美
術
館
と
い
う
施
設
は
ど
れ
だ
け
実
感
の
あ
る
、

必
然
性
の
あ
る
施
設
と
し
て
存
在
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
時
代
の
動
向
を
柔
軟
に
受

け
入
れ
な
が
ら
、
変
様
し
続
け
て
き
た
博
物
館
で
す
が
、
情
報
社
会
の
急
激
で
大
き
な

変
化
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
の
展
開
が
あ
り
う
る
の
か
を
、
考
え
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
は
、
何
ら
か
の
文
化
的
価
値
を
ま
と
う
「
も
の
」
を
資
料
と
し
て
収
集
し
ま

す
。
そ
し
て
、
収
集
し
た
資
料
や
そ
の
集
積
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
博
物
館
の
機
能
に

よ
っ
て
新
た
な
情
報
を
生
み
出
し
ま
す
。
博
物
館
は
、
こ
う
し
た
「
も
の
」「
情
報
」、

そ
し
て
そ
れ
を
受
け
止
め
る
人
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
複
雑
で
多
様
な
情

報
、
豊
か
さ
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
複
合
的
情
報
メ
デ
ィ
ア
機
関
と
い
う

発
想
で
「
博
物
館
」
を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
日
本
美
術
史
が
専
門
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
美
術
館
の
学
芸
員

と
し
て
、
染
織
と
い
う
領
域
の
研
究
や
布
と
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
展
覧

会
の
企
画
や
図
録
制
作
、
論
文
執
筆
と
い
う
方
法
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
工
芸
の
分

野
は
学
術
的
知
識
だ
け
で
は
理
解
が
難
し
く
、
自
分
の
理
解
を
確
認
す
る
必
要
性
か
ら

も
、
基
本
的
な
染
織
技
法
や
素
材
に
つ
い
て
の
研
究
と
実
技
習
得
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
特
に
植
物
染
色
・
天
然
染
料
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
変
遷
の
考
察
や
、
文
献
や
絵

画
表
現
に
見
る
色
彩
の
再
現
な
ど
を
、
展
示
と
並
行
し
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
知
見
を
、
美
術
館
の
現
場
で
の
経
験
や
学
術
的
な
考
察
と
統
合
す
る
こ
と
で
、
作

品
の
背
景
や
制
作
の
実
態
、
作
者
の
心
理
へ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
よ
う
や

く
作
品
の
意
味
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
え
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
す
。
こ
の

過
程
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
迂
遠
で
あ
っ
て
も
私
の
研
究
方
法
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
実
感
を
持
っ
た
思
考
と
、
考
察
を
深
み
に
導
く
豊
か
な
言
葉
、
洞
察
力
。
研
究
者

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
か
を
作
る
人
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
要
素
は
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

博
物
館
学
は
、「
も
の
」「
情
報
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
自
分
が
世
界
を
ど
う
見
る

か
が
常
に
問
わ
れ
る
学
問
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
「
も
の
」
を
見
る
だ
け
で
は

な
く
、「
も
の
」
に
触
れ
、
そ
れ
が
人
と
（
自
分
と
）
ど
う
関
わ
り
、
社
会
に
在
る
の
か
、

そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
私
自
身
も
見
失
う
こ
と
な
く
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
員
よ
り

佐治 ゆかり
美術教育センター
教授
博物館学、日本美術史、近世興行史

実
感
を
持
っ
た
思
考
と
、

考
察
を
深
み
に
導
く

豊
か
な
言
葉
。



【教職課程】

〈取得可能な資格〉

#中学校教諭
一種免許状（美術） 一種免許状（美術・工芸）

#高等学校教諭

〈3つの特色〉

1. 美術教育で必要な、美大ならではの高い専門的能力を身に付けることができます。
2. 経験豊かな教職経験者チームが免許取得まで学生を手厚くサポートします。
3. 東北・北海道の国公立大学の中で中学校・高校の免許取得に重点を置く数少ない大学です。

〈主なカリキュラム〉1～4年次

#教職入門

授業の内容は、事前指導、観察実習、事後指
導から構成されている。事前指導では附属高
等学院等の教員の講話を通して、教職の意義、
守秘義務・人権配慮、授業観察の視点や方法、
マナー等について学ぶ。観察実習では、同学
院等へ赴き授業観察を行う。授業観察後には
教員の講話や協議会を通して、教職の役割に
ついて理解を深める。さらに、グループディ
スカッションを行い、知識や経験の共有化を
図り、レポートにまとめる。

#学校体験実習1

秋田市内の中学校での参観実習（登校時の生
徒の受け入れ、朝の会や帰りの会の運営、休
み時間の教師の対応、授業の展開と生徒への
関わり方などの観察把握）を中核に据えなが
ら、校長講話と事前事後指導を組み合わせて
教員の仕事内容と組織的対応の実情を学ぶ。

#学校体験実習2

美術科担当教師の講話と事前事後指導を組み、
新学習指導要領の狙い等を取り入れた指導案
作成、授業展開の仕方、生徒への個別指導な
ど美術科授業のあり方を学び、中学校･高等学
校での体験実習を実践することで教育実習へ
繋げる。

#教育実習事前事後指導

1．教育実習に必要な知識等と心構え（教育者
および社会人としての礼儀、常識等）を学
習し、学生の調査指導、ディスカッション
等により詳細に準備する。

2． 具体的な指導内容（表現と鑑賞の領域およ
び学習指導要領の理念・内容）の理解を深
めるためにロールプレイング、模擬授業等
を行う。

3． 学級経営における集団指導と個別指導につ
いて学習する。

4． 実習後の報告会の発表の仕方とそのための
準備を理解して教育実習を行う。

5． 実習体験の反省・問題点・成果等について
考察し、実習経験の共有化を行う。

#教育実習1、2

1． 指導教員をはじめとする実習校教員および
他の実習生の授業を参観する。

2． 学級運営、学校行事、課外活動等に参加する。
3． 授業実習および研究授業を行う。

#教職実践演習（中・高）

1． これまでの学修を振り返り、課題を設定する。
2． 事例研究とグループディスカッションによ
る表現力、授業力、生徒指導対応力の向上
を目指す。

3． 現地調査とグループディスカッションによ
る教員の職務の理解と役割モデルの構築を
目指す。

4． ロールプレイングやディスカッション等に
よる社会性とコミュニケーション能力の向
上を目指す。

5． 履修カルテの総まとめをし、教員免許取得
手続きに係るガイダンスを行う。

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
必
要
な
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
美
術
）、

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
美
術
、
工
芸
）、
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【景観デザイン専攻で取得可能な資格】

〈二級・木造建築士試験受験資格 指定科目一覧〉

#二級・木造建築士試験受験資格

景観デザインのプロセスは「調査→計画→設計→施工→維持管理」に分けて考えることができます。

対象をつぶさに観察、調査することでテーマを発見し、企画や構想を練って計画します。そして、

その計画が実際に建ち現れた姿を思い描きながら、設計図を作成して人に伝えることが、主な目標

の一つになります。そこで、設計図の作成方法を取得するための一助として、建築士試験受験資格

を取得することが可能なカリキュラムを編成しました。指定科目を修了した学生には、卒業後、実

務経験を経ることなく二級・木造建築士試験の受験資格が与えられます。

※建築士の資格を得るためには、本学卒業後、建築士試験を受験し、合格しなければなりません。

１年次

図学と製図
建築環境・設備
建築生産
建築法規 
建築構造

２年次

現代芸術演習（景観デザイン） 
空間表現演習 1
空間表現演習 2
フィールド・スタディーズ
空間計画演習
日本建築史 1 
日本建築史 2 

３年次

景観デザイン演習 1（基礎） 
景観デザイン演習 2（応用）
景観デザイン論 
都市デザイン論
空間設計演習 1 
空間設計演習 2
近代建築史
建築材料
建築一般構造

４年次

景観デザイン演習 3（実践）
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大学院複合芸術研究科は、社会と文化の関係性の変容とともに領域と役割の拡大が求めら

れている現代の創造系諸分野を「複合芸術（Transdisciplinary Arts）」の視座と実践を通して

研究する美術系大学院です。

本研究科の考える「複合芸術」とは、単に複数の異なる表現技法や素材の合体の成果を意

味するものではありません。自らの専門の外部に越境して異なる領域の実践の方法や思想

を学ぶこと、そこで得られた知識と経験を自らの活動に組み込むこと、そして既存の事物

や現象の構成要素の関係性を点検してそれを未来へ向けて再配置することの全体を、本研

究科では表現領域と社会の新たな可能性を拓く「複合芸術」の活動であると考えます。

修士・博士過程ともに、カリキュラムにおいては領域の異なる複数の教員と学生が積極的

に交流して学生一人一人の研究の形を育むチームティーチングの指導形態（本研究科ではこ

れを「セッション」と呼びます）を採用しています。学生は「セッション」による複合芸術の

学びをとおして、個人研究を自らの内と外に広く深く展開・実現させていきます。

複合と越境の実践を通して、
新しい創造領域を拓く

大学院

複合芸術研究科　修士課程・博士課程

Graduate School of 
“Transdisciplinary Arts”

【美術学部の 5専攻】

【修士課程１年】

【複合芸術研究科での学びと実践】

アーツ＆ルーツ
専攻

ビジュアルアーツ
専攻

景観デザイン
専攻

ものづくりデザイン
専攻

コミュニケーション
デザイン専攻

.内的複合：他の創造領域との交わりを通して、自身の視座、技術、思想を拡張させる

.外的複合：学外での社会実践を通して、そこに既にある諸要素の複合を検証・再編成する

.作品制作：技法、領域、メディアを横断する新たな表現手法の開発

.芸術理論：美術批評、哲学、人類学、博物館学などの学びを通した創造領域の拡張

.アートマネジメント：企画立案、広報、運営管理などを包括したプロジェクトの実践

.アーバンスタディーズ：地域研究とアートプロジェクトを接続する活動の開発と実践

.情報科学：情報学、情報工学を背景とした芸術表現技術の研究と開発

.映像：映像や映画の制作、アーカイビング、情報発信を通した映像表現領域の拡張

.ソーシャルデザイン：社会課題の解決を目指して多様な領域を横断・複合するデザイン実践

【修士課程２年】

.特別研究科目 ・特別研究Ⅱ（必修）

.制作技術演習科目 ・制作技術研究演習Ⅲ（選択）

.複合芸術科目 .特別研究科目
・複合芸術論（必修）
・複合芸術応用論A, B, C（選択必修）

・特別研究Ⅰ（必修）

.制作技術演習科目.複合芸術実践科目

・制作技術研究演習Ⅰ, Ⅱ（選択）・複合芸術演習（必修）
・複合芸術実習A, B（選択必修）

【博士課程】

9293

大
学
院
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
流
れ



9495

複
合
芸
術
の
可
能
性
を
多
様
な
活
動
を
通
し
て
研
究
す
る
。

授
業
よ
り

複
合
芸
術
科
目
／
複
合
芸
術
実
践
科
目

　

複
合
芸
術
科
目
お
よ
び
複
合
芸
術
実
践
科
目
は
、
新
し
い
創
造
領
域
を
開
拓
す
る
た
め

の
表
現
研
究
の
手
法
と
知
識
を
学
ぶ
、
講
義
、
演
習
、
実
習
、
研
究
で
構
成
さ
れ
る
授
業

群
で
す
。

　

修
士
1
年
次
の
前
期
に
は
、
複
合
芸
術
へ
の
理
解
を
様
々
な
既
存
分
野
の
視
座
か
ら

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
複
合
芸
術
論
」、
そ
し
て
学
生
一
人
一
人
の
異
な
る
研
究

テ
ー
マ
を
交
差
さ
せ
つ
つ
他
学
生
と
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
と
実
践
に
取
り
組

む
「
複
合
芸
術
演
習
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
後
期
に
は
、
創
造
領
域
の
先
端
的
な
取
り

組
み
を
参
照
し
つ
つ
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
複
合
芸
術
の
可
能
性
を
探
る
「
複
合
芸
術
応
用

論
」、
お
よ
び
行
政
や
企
業
な
ど
の
学
外
組
織
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
実
践
す
る
「
複
合
芸
術
実
習
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
科
目
は
、
学
生
個
々
人
が
取
り
組
む
修
士
研
究
と
深
く
連
動
・
連
携
す
る
も
の
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。



9697

自身の研究は、「薬」にも「毒」にもなる両義性を持つ「ファルマコン」
について。修了展では食品添加物をテーマに制作。「普段は目に見えない
ものにかたちを与えてみたいと思い、食品添加物をテーマにしています。
私にとって食品添加物は、食卓の友であり、制作の素材であり、理論の
キーアイテムでもあります。これからも考えていきたいテーマです」

並川 詩織
複合芸術研究科

（2022年3月修了）
広島県出身

ピーン！ときて入った
大学院で、
思いもよらない方向へ。
出会ったのは、
生きる術としてのアート。
　縁もゆかりもない秋田の大学院に進学したのは、広
島での学生時代に秋美の藤浩志教授の講義を受けたこ
とがあったからです。作品を作ることだけではなく、
プロジェクトをつくること。企画すること、地域の人
と関わっていくこと。話を聞くなかでピーン！とくる
ものがあって。大学院に入ってからは、様々な人と関
わっていくことで思いもよらない方向に転がり続けま
した。まさか自分たちで空き家をリノベーションし
て、ギャラリーを企画・運営することになるなんて。
まさか町歩きをして取材して、ゲームブックを作るこ
とになるなんて……。他のメンバーの影響を受けなが
ら、予想外だった経験が続きました。このような経験
ができたのは、よく言えばコロナ禍だったからこそか
もしれません。
　そんな2年を秋美で過ごして教わったのは、生きる
術としてのアート。そのなかでもユーモアの大切さで
す。苦しいなかでもふとした瞬間に別のフェーズへと
すり抜けていけるような、肩の力を抜くことでみえて
くる新しい視点とか。そういう視点は、アートの力を
借りることで開拓しやすくなるものだなと。美術にお
いてだけでなく、これから生きていく上で大事なコツ
のようなものを秋美で学んだ気がします。

修
了
生
よ
り

　

旅
に
と
り
目
的
地
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち

は
経
験
的
に
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
計
画
通
り
に
事
態
が
運
ば
れ
る
こ
と
の

退
屈
さ
に
背
を
向
け
、
未
知
・
未
経
験
の
事
態
が
予
期
せ
ず
生
じ
る
こ
と
に

意
識
を
開
き
、
身
体
と
心
の
移
動
の
な
か
に
自
身
の
変
容
を
期
待
す
る
、
そ

の
よ
う
な
優
れ
た
旅
人
と
と
も
に
研
究
や
教
育
、
そ
し
て
調
査
や
制
作
の
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
楽
し
み
で
す
。

　

一
つ
の
場
所
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
は
、
優
れ
た
旅
人
に
と
り
耐
え
難
い

苦
役
で
す
。
幼
い
と
き
に
「
こ
こ
で
は
な
い
何
処
か
」
の
夢
想
を
始
め
、
や

が
て
故
郷
を
そ
っ
と
抜
け
出
し
遠
く
の
異
境
へ
と
向
か
い
、
立
ち
止
ま
っ
て

観
察
し
、
寄
り
道
を
し
、
人
と
交
わ
り
、
新
し
い
環
境
に
暮
ら
し
、
家
族
や

同
志
を
つ
く
り
、
そ
し
て
静
か
な
夜
が
く
る
と
さ
ら
に
そ
の
先
の
「
こ
こ
で

は
な
い
何
処
か
」
の
想
像
を
は
じ
め
る
旅
人
を
、
大
学
院
で
研
究
活
動
を
お

こ
な
う
適
性
を
持
つ
人
の
モ
デ
ル
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
知
識
の
多
寡
や
技

術
の
優
劣
に
先
行
し
て
、
し
な
や
か
で
自
由
な
心
と
知
性
の
運
動
が
そ
の
人

の
中
に
い
つ
も
あ
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
し
な
や
か
で
自
由
な
心
と
知
性
の
運
動
」
の
持
続
は
、

簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
知
で
不
確
実
な
環
境
を
好
ん
で
歩
く
旅

人
は
、
失
敗
や
挫
折
を
多
く
経
験
す
る
は
ず
で
す
。
失
敗
に
直
面
し
て
旅
人

が
採
る
べ
き
態
度
は
、
原
因
を
環
境
に
押
し
つ
け
悲
嘆
に
く
れ
る
の
で
は
な

く
、
旅
路
を
冷
静
に
振
り
返
り
検
証
し
、
環
境
と
自
分
と
の
あ
る
べ
き
関
係

の
創
り
方
を
構
想
・
提
案
し
直
す
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
も
の
の

旅
人
と
は
、
他
者
が
準
備
し
た
旅
程
に
た
だ
従
い
環
境
を
消
費
す
る
ツ
ー
リ

ス
ト
（
お
客
さ
ん
）
な
の
で
は
な
く
、
環
境
を
自
分
で
読
解
し
、
そ
れ
を
積
極

的
な
創
造
の
活
動
を
通
し
て
理
解
・
更
新
し
よ
う
と
す
る
自
立
し
た
生
産
者

で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

　

複
合
芸
術
研
究
科
の
ド
ア
は
、
こ
の
よ
う
な
旅
人
た
ち
の
来
訪
と
参
加
に

い
つ
で
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

旅
人
と
は
、
自
分
の
旅
を
創
る
人
。

ツ
ー
リ
ス
ト
（
お
客
さ
ん
）
に

な
ら
な
い
こ
と
が
、

研
究
で
も
人
生
で
も
重
要
で
す
。

岸 健太
教授（研究科長）
アーバンスタディーズ
地域資源マネジメント
東南アジア地域研究

教
員
よ
り

複合芸術研究科の4人で「MAP」
を結成。秋田市中心市街地にあ
る「通町」を舞台に、屋台を引
いて集めた数々のエピソードか
らゲームブック「トオリマチ奇
譚」を制作。

トオリマチ奇譚
ゲームブック制作プロジェクトMAP
( 武田彩莉、谷口茉優、並川詩織、安村卓士 )　
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複合芸術科目担当教員

岸 健太 
教授（研究科長）
アーバンスタディーズ
地域資源マネジメント
東南アジア地域研究

飯倉 宏治 
教授
情報学フロンティア
計算基盤・地理学

今中 隆介 
教授
インテリアデザイン
ファニチャーデザイン
プロダクトデザイン

岩井 成昭 
教授
インスタレーション
映像
多文化芸術調査

藤 浩志 
教授
現代美術
アートプロジェクト
アートマネジメント

曽根 博美 
教授
アートプロジェクト
コミュニティとアート
アートとレジリデンス

石倉 敏明 
准教授
芸術人類学
神話学

石山 友美 
准教授
映画製作

唐澤 太輔 
准教授
哲学
文化人類学

萩原 健一 
准教授
映像
メディアアート

福住 廉 
准教授
美術批評

服部 浩之 
非常勤講師
東京藝術大学大学院
映像研究科メディア
映像専攻准教授

入試概要

研究科・専攻: 

複合芸術研究科　複合芸術専攻

募集人員　

【修士課程】10名
（令和4年度入試結果：志願者50名／合格者14名、入学者13名）

【博士課程】2名
（令和4年度入試結果：志願者5名／合格者2名、入学者1名）

アドミッションポリシー（入学者受入方針）
【修士課程】

①新しい芸術を探求する意欲のある人
②グローバルな視野と地域への視点を併せ持つ人
③他者と協働しながら主体的に制作や研究に取り組める人

【博士課程】

①複合の視点から自立した研究に取り組み、表現手法の拡張や現代芸術
　の理論化を探求していく人
②モノ・コトの成り立ちを解析し、領域を横断する高い観点から、自ら
　の創造性や思考の転換に基づく成果によって、芸術領域及び社会に新
　たな価値を提示する人
③現代芸術の研究を通じて、複合の視点からの理論化に取り組み、「複
　合芸術」の体系化を担っていく意欲のある人

選考方法
【修士課程】
書類審査・グループディスカッション（もしくは記述試験）・
プレゼンテーション・面接
（令和4年度推薦入試はプレゼンテーション、面接でした）

【博士課程】
書類審査・面接

【注意】
新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、上記実施方法とは異なる方法で選抜を行
う場合があります。最新の情報は学生募集要項または大学院ウェブサイトをご確認ください。

出願期間
【修士課程】
推薦入試
第1期入試
第2期入試

【博士課程】

2022年7月25日－ 8月2日
2022年10月6日－ 13日
2023年2月1日－ 6日

2022年10月6日－ 13日

客員教員・特任教員 多彩な教授陣からの学びは、学生にとって夢に向かうための大きな刺激となっています。

高階 秀爾 
客員教授
日本芸術院長
大原美術館館長

安積 伸
客員教授

法政大学デザイン工学部教授

内館 牧子 
客員教授
作家
脚本家
作詞家

児島 幹規 
客員教授

文化出版局出版事業部長
兼「装苑」編集長

近藤 聡乃 
客員教授

イラストレーター
アニメーション作家

漫画家

陣内 秀信 
客員教授

法政大学江戸東京研究センター特任教授

中沢 新一 
客員教授

京都大学特任教授
千葉工業大学日本文化再生研究センター所長

小山田 徹 
特任教授

京都市立芸術大学美術学部教授
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教
員
座
談
会

毛内嘉威
副学長、教授（美術教育センター）。文部科学省

「道徳教育の改善等に係る調査研究協力者会議」
委員、『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳
編』作成者、「道徳教育に係る教師用指導資料（中
学校編）等作成委員会」委員等。

いままでの10年、
これからの10年。

右から

藤 浩志 教授
現代美術、アートプロジェクト
アートマネジメント

瀬沼 健太郎 准教授

ガラス、いけ花

石山 友美 准教授

映画製作

岩井 成昭 教授（副学長）

インスタレーション、映像
多文化芸術調査

毛内 嘉威 教授（副学長）

道徳教育、教育方法

秋田公立美術大学は

2023年に開学10周年を迎えます。

秋美は何を目指しているのか、

今後どう変化していくのか。

教員5人のクロストークです。

美
術
に
は
と
て
つ
も
な
い
力
が
あ
る

瀬
沼
：
創
立
か
ら
こ
の
10
年
、
秋
美
は
何
を
目
指
し
て
き
た

の
か
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
存
在
意

義
に
つ
い
て
う
か
が
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

毛
内
：
美
術
と
は
縁
の
な
い
人
間
で
し
た
が
、「
美
術
、
芸
術

は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
思
い
ま

す
。
私
は
９
年
前
、「
地
方
の
復
活
に
は
、
芸
術
・
文
化
を
中

心
と
し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

美
大
が
必
要
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
「
秋
田
公
立
美
術

大
学
（
秋
美
）
に
は
、
秋
田
大
学
・
県
立
大
学
・
国
際
教
養

大
学
や
他
の
教
育
機
関
を
有
機
的
に
つ
な
い
だ
り
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
芸
術
表
現
や
地
域
と
創
る
学
び
を
構
成
し
た

り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
地
域
社
会
を

活
性
化
さ
せ
ら
れ
る
力
が
あ
る
」
と
聞
い
て
、
秋
田
に
赴
任

し
ま
し
た
。
現
状
を
見
る
と
、
そ
れ
は
ま
ん
ざ
ら
嘘
で
も
な

い
な
と
。
実
際
に
秋
美
が
で
き
て
か
ら
、
秋
田
は
大
き
く
変

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
っ
た
け
れ
ど
、
夢
の

あ
る
大
学
が
で
き
て
い
る
な
と
思
う
し
、
そ
れ
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
こ
こ
に
い
る
教
員
（
芸
術
家
）
の
皆
さ
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
る
意
味
、
ば
ら
ば
ら
さ
（
違
い
）
が
必
要
と
い
う

か
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
と
多
様
性
の
な
か
か
ら
じ
ゃ
な
い

と
創
造
性
っ
て
生
ま
れ
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

岩
井
：
僕
は
9
年
前
、
新
大
学
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
る
こ
と

に
夢
を
抱
い
て
秋
田
に
着
任
し
ま
し
た
。
そ
の
理
念
の
最
初

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
日
本
画
、
油
画
、
彫
刻
、
の
よ

う
な
旧
来
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
社
会
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
専
攻
の
か
た
ち
が
刺
激
的
で
し
た
。
そ
の

方
法
論
と
し
て
「
領
域
横
断
」
と
い
う
運
動
が
あ
り
、
そ
れ

を
学
問
的
に
捉
え
る
と
「
複
合
芸
術
」
と
い
う
概
念
が
出
て

き
て
。
そ
の
実
践
の
中
で
は
常
に
好
奇
心
と
寛
容
性
を
問
わ

れ
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
が
秋
美
の
学
風
と
い
う
か
、

思
想
の
裏
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
多
様

で
お
か
し
な
人
た
ち
（
笑
）
が
集
ま
っ
て
も
、
何
と
な
く
同

じ
方
向
を
向
い
て
進
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
：
僕
は
秋
美
に
来
る
前
に
青
森
の
美
術
館
に
い
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
そ
の
前
は
地
域
の
な
か
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く

る
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
美
術
館
に
勤

め
て
思
っ
た
の
は
、
美
術
館
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
商
品
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
。
い
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い
な
い
と
美
術
館

は
面
白
く
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
が
地
域
に
も

言
え
て
、
地
域
が
面
白
く
な
る
に
は
面
白
い
こ
と
を
つ
く
る

人
が
い
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
つ
く
る
こ
と
に
興
味

の
あ
る
人
が
集
ま
る
状
況
を
ど
う
つ
く
る
か
。
そ
れ
に
は
、

圧
倒
的
な
力
を
持
っ
て
超
え
て
い
く
人
を
育
て
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
だ
か
ら
、
新
し
い
人
材
が
入
っ
て
き
て
、
常
に
新
し

い
こ
と
を
つ
く
れ
る
環
境
が
更
新
さ
れ
て
い
く
仕
組
み
と
し

て
の
美
術
大
学
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
美

術
大
学
っ
て
、
美
術
を
教
え
る
場
所
で
は
な
い
。
新
し
い
価

値
を
つ
く
る
人
た
ち
を
育
て
る
場
所
で
す
。
次
の
時
代
の
価

値
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
。
秋
美
が
目
指
し

た
の
は
、
新
し
い
活
動
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
新
し
い
人

材
を
集
め
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
だ
と
思
う
し
、
確
か
に
新

し
い
動
き
、
新
し
い
活
動
を
つ
く
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

毛
内
：
教
育
実
習
校
に
行
く
と
「
秋
美
の
学
生
の
授
業
は
既

存
の
大
学
と
大
き
く
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
芸
術
の
可

美術には、
とてつもなく大きな力がある。
地域において化学反応を起こして、
活性化させられるのが
美大なのだと。
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生
き
る
た
め
の
術
と
し
て

瀬
沼
：
地
域
と
の
こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
と
し
て
、
秋
美
は
ど

う
い
う
存
在
に
な
っ
て
、
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
っ
て
、
す
ご
く
重
要
だ
と
思
う

ん
で
す
。
現
場
で
学
ぶ
の
が
一
番
重
要
で
、
企
業
に
行
く
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
に
行
く
の
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
別
に
地

域
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
て
、
も
し
か
し
た
ら
「
領
域
」
の

ほ
う
が
い
い
の
か
な
。
い
ろ
い
ろ
な
領
域
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
、
そ
こ
に
学
生
が
関
わ
っ
て
学
ん

で
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
気
が
し
ま
す
ね
。
生
き
る
た
め
に
乗
り
越
え
て
い

く
技
術
と
か
、
手
法
と
か
、
生
き
様
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
知
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
し
て
、
実
践
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
と

い
ろ
ん
な
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
い
け
る
。
そ
の
と
き

の
そ
の
状
況
が
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う

か
、
そ
の
場
が
シ
ー
ン
な
ん
で
す
よ
ね
。

石
山
：
今
後
、
社
会
的
に
美
術
の
役
割
が
大
き
く
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
秋
美
は
小

さ
な
大
学
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
た
め
に

柔
軟
に
変
え
て
い
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
少
人
数
だ

か
ら
こ
そ
、
教
員
も
学
生
も
お
互
い
を
知
っ
た
上
で
話
が
で

き
る
の
は
、
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

岩
井
：
秋
美
は
総
合
入
試
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
ア
ー
ト

は
何
と
な
く
好
き
だ
け
れ
ど
何
を
選
ん
で
い
い
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
受
験
生
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
そ
こ
で
例
え
ば
、

歩
く
と
か
、
食
べ
る
と
か
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
も
真
剣
に
取

り
組
め
ば
全
て
ア
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
僕
ら
は
も

う
言
い
切
っ
ち
ゃ
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
1
、

2
年
で
は
た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
（
笑
）。

藤
：
そ
の
な
か
で
感
覚
や
感
性
を
ど
う
育
て
て
、
つ
く
っ
て

い
く
か
。
そ
れ
を
ど
う
許
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
。
実
習

や
演
習
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
発
見
し
て
い
く
、
感

じ
て
い
く
、
挫
折
す
る
…
…
。

瀬
沼
：
1
学
年
約
1
0
0
人
。
そ
の
1
0
0
人
全
員
の
個
性

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
こ
の
大
学
で
は
で
き
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
個
性
が
発
揮
で
き
れ
ば
自
然
と
地
域
の
地
力
も

上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
山
：
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
、
対
等
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
学
生
に
は
こ
れ
ま
で
高
校
で
学
ん
だ
美
術

と
は
方
向
性
や
視
野
が
違
う
ん
だ
と
伝
え
た
い
で
す
ね
。
も
っ

と
自
由
だ
し
、
も
っ
と
複
雑
だ
し
、
そ
も
そ
も
答
え
な
ん
か

な
い
の
が
美
術
な
ん
だ
と
。
2
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
ど
う
し

て
も
答
え
を
見
つ
け
た
い
学
生
が
多
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が

専
攻
に
所
属
し
て
よ
う
や
く
、
答
え
な
ど
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
気
付
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
意

識
改
革
を
早
め
に
で
き
る
と
い
い
な
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
美
術
の
エ
リ
ー
ト
だ
け
を
育
て
る

場
所
で
は
な
い
は
ず
で
。
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
、
オ
ー
プ

ン
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、
大
学
の
新
し
い
在
り
方

を
考
え
る
上
で
必
要
な
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

岩
井
：
秋
美
が
で
き
た
当
初
は
、
不
遜
に
も
大
学
が
地
域
に

入
っ
て
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
種
を
蒔
い
て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
地
域
を
リ
サ
ー
チ

し
て
み
る
と
、
既
に
土
地
に
根
付
い
た
豊
か
な
文
化
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
て
、
大
学
こ
そ
が
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い

と
反
省
し
ま
し
た
。
必
然
を
も
っ
て
そ
の
土
地
に
展
開
さ
れ

て
い
る
文
化
活
動
を
読
み
換
え
る
こ
と
で
、
等
身
大
の
ア
ー

ト
シ
ー
ン
が
立
ち
上
が
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
は
、
地

域
の
活
動
に
学
び
な
が
ら
、
そ
の
意
義
と
魅
力
を
複
数
の
視

点
で
味
わ
い
、
解
釈
を
広
げ
て
い
く
よ
う
に
軌
道
修
正
し
ま

し
た
。

能
性
を
伝
え
て
く
れ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、

新
し
い
芸
術
の
創
造
と
い
う
秋
美
の
理
念
を
教
育
現
場
で
体

現
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
何
で
も
な
い
紙
コ
ッ
プ
を
価
値
あ

る
も
の
に
変
え
る
の
が
芸
術
で
あ
り
、
秋
美
の
魅
力
だ
」
と

高
校
生
に
伝
え
て
い
る
姿
か
ら
、
改
め
て
本
学
の
可
能
性
と
、

本
学
教
員
の
も
っ
て
い
る
凄
さ
を
実
感
で
き
ま
す
。

石
山
：
秋
美
の
場
合
、
地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
す
ご
く
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
物
静
か
な
、
わ
り
と

内
省
的
な
学
生
た
ち
も
、
地
域
だ
社
会
だ
と
、
嫌
な
言
い
方

を
す
れ
ば
４
年
間
を
通
し
て
刷
り
込
ま
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と

身
に
付
い
て
い
く
も
の
が
あ
っ
て
。
3
年
生
や
4
年
生
に
な
っ

て
授
業
成
果
展
な
ど
で
、
普
段
は
み
ん
な
の
前
で
う
ま
く
話

せ
な
い
学
生
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
朗
々
と
説
明
し
て
い
る

の
を
見
て
「
ど
こ
で
身
に
付
け
た
？
」
と
思
っ
た
り
（
笑
）。

地
域
に
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
最
近
は
秋
美

は
公
立
大
学
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
の
を
す
ご
く
考

石山友美
准教授（景観デザイン専攻、大学院）。映画監督。
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岩井成昭
副学長、教授（ビジュアルアーツ専攻、大学院）。
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秋
美
は
変
わ
り
続
け
る

石
山
：
私
が
や
っ
て
い
る
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
こ
の
大
学
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
景
観
デ
ザ

イ
ン
専
攻
の
教
員
の
共
同
研
究
で
、
旧
黄
金
井
酒
造
を
研
究

し
て
い
た
な
か
で
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
出
て
き
て
。
す
ご
く

面
白
か
っ
た
の
で
他
の
場
所
か
ら
も
収
集
し
て
み
よ
う
、
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
収

集
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
お
宅
に
学
生
と
一
緒
に
伺
う
の
で

す
が
、
そ
こ
で
収
集
し
て
き
た
の
は
フ
ィ
ル
ム
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
や
過
去
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。
そ

れ
を
今
後
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
オ
ー
プ
ン
に
で
き
る
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
の
も
の
で
は
な
い
し
、
大
学
の
も
の
で

も
な
い
は
ず
で
。
も
と
も
と
個
人
の
も
の
だ
っ
た
け
れ
ど
、

今
と
な
っ
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
、
み
ん
な
の
も
の
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
大
学
の
教
育
に
も

共
通
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
学
は
誰
の
も
の
か
、
と
い

う
問
い
か
け
で
す
。
学
生
の
も
の
で
も
あ
り
、
教
員
の
も
の

で
も
あ
り
、
地
域
の
人
の
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
。

毛
内
：
教
育
は
今
、
劇
的
に
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
は
経
年
劣
化

す
る
た
め
、
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。
新
し
い
芸
術
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
本
学

は
、
ま
す
ま
す
時
代
に
必
要
と
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

藤
：
秋
美
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
続
け
て
い
く
。
そ
れ
は
す

地域とつながること、
オープンであることを
考えることが、
大学の新しい在り方を考える上で
必要なことだと思います。

アートには、誤解や勘違いを
許せるような幅広さがある。
それは大きな魅力です。
だから、アートはいろいろなものと
つながれるんじゃないかな。
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ご
く
重
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
言
葉
の
な
か

に
も
、
数
字
的
な
も
の
の
な
か
に
も
、
理
科
や
社
会
的
な
も

の
の
な
か
に
も
、
歴
史
の
な
か
に
も
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
美
術
的
な
要
素
は
あ
り
ま
す
。
新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
思
考
と
か
、
考
え
る
力
、
生
み
出
す
力
は
必
要
で
す
。

岩
井
：
美
術
が
他
の
分
野
と
コ
ネ
ク
ト
し
や
す
い
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
誤
解
と
か
、
勘
違
い
と
か
を
許
せ
る
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
懐
の
深
さ
、
幅
広
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
他
分
野

か
ら
の
勝
手
な
解
釈
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ
い
ち
ゃ
う
と
こ

ろ
。
僕
は
そ
こ
が
す
ご
く
好
き
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
ア
ー

ト
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
つ
な
が
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

藤
：
面
白
い
ね
。
許
す
っ
て
こ
と
だ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
過
去
の
常
識
や
価
値
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
と
か
、
固
定
観

念
と
か
、
既
成
概
念
を
疑
い
、
越
え
て
い
く
。
違
和
感
を
抱

く
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

毛
内
：
ア
メ
ー
バ
み
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ど
こ
で
も
、

ど
の
分
野
に
で
も
入
っ
て
い
き
、
つ
な
い
で
し
ま
う
。
本
学

が
目
指
す
「
領
域
横
断
」「
複
合
芸
術
」
は
と
て
つ
も
な
い
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。

美
術
の
可
能
性
と
存
在
意
義

瀬
沼
：「
美
術
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て

ど
う
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

藤
：
美
し
さ
の
ラ
イ
ン
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
て
い
い

に
知
ら
し
め
る
よ
う
な
。
そ
う
い
う
、
新
た
な
可
能
性
を
生

み
出
せ
る
こ
と
が
存
在
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
情
熱
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
何
も
伝
わ
ら
な
い
と
思
う
か

ら
。

毛
内
：
美
大
に
道
徳
を
専
門
と
す
る
教
員
が
い
る
こ
と
自
体

が
特
異
だ
し
、
秋
美
で
な
い
と
受
け
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た

と
思
う
。
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
自
分
と
す
れ

ば
、
美
と
い
う
も
の
と
道
徳
は
根
底
が
同
じ
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
美
の
捉
え
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
美
が
あ
る
。
そ
れ
を
一
人
一
人
が
追
求
し
て
い
く
こ
と

が
芸
術
と
思
う
が
、
道
徳
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

藤
：
美
と
か
美
術
と
言
う
と
や
や
こ
し
い
話
に
な
っ
て
し
ま

う
け
れ
ど
、
例
え
ば
い
い
町
と
か
、
い
い
人
と
か
、
い
い
物

と
か
、
い
い
生
き
方
と
か
。「
い
い
」
と
い
う
価
値
観
っ
て
状

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
だ
か
ら
。
僕

な
り
に
美
の
概
念
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
は
、「
圧
倒
的
に
超

え
る
」
と
い
う
こ
と
。
圧
倒
的
な
変
化
だ
っ
た
り
、
超
え
て

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
僕
の
美
の
価
値
観
は
あ
る
。
美
術
大

学
と
い
う
と
こ
ろ
は
今
ま
で
の
価
値
観
を
超
え
て
、
あ
る
種

の
熱
い
、
圧
倒
的
な
何
か
の
価
値
観
を
提
示
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う

術
を
持
ち
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

岩
井
：
僕
は
、
ち
ょ
っ
と
優
等
生
的
に
答
え
る
と
、
あ
る
事

象
か
ら
今
ま
で
な
か
っ
た
別
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
が

美
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
別
の
見
方
を
し
た
ら
既
存
の

価
値
が
ひ
っ
く
り
返
る
と
か
。
あ
る
い
は
、
気
配
で
し
か
な

か
っ
た
も
の
に
名
付
け
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
を
多
く
の
人
々

況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
そ
の
「
い
い
」
と
い
う
価
値
観
と

美
と
い
う
の
は
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
あ
る
。

瀬
沼
：
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
本
学
の
存
在
意
義
で
も
あ
り
ま

す
ね
。

困
難
な
10
年
を
ど
う
生
き
る
か

藤
：
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
状
況
と
し
て
や
は
り
困
難
に
な

る
10
年
で
あ
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
。
こ
の
3
年
は
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て
き
た
け
れ
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
危
機
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
な
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
活
動
を
つ
く
っ
て
い

け
る
人
と
い
う
の
が
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

瀬
沼
：
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
、
問
題
解
決
が
デ
ザ
イ
ン
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
み
た
い
な
感
覚
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
情
報
社
会
で
は
今
ま
で
の
よ
う
な
問
題

解
決
方
法
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
皆

が
気
付
き
始
め
て
い
ま
す
。
何
か
の
問
題
解
決
を
す
る
こ
と

が
地
球
の
裏
側
で
、
も
し
く
は
将
来
の
世
界
に
別
の
問
題
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
は
あ
る
意
味
謙
虚
さ
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
決
し
て
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー

ト
の
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
う

い
っ
た
謙
虚
さ
や
智
慧
の
よ
う
な
も
の
が
他
者
に
共
感
さ
れ
、

誰
か
の
生
き
る
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
信
じ
て

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
既
存
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
秋
美
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
そ
う
い
っ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
人
が
育
っ
て
い
く
と
よ
い
な
と
。

藤
：
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
っ
て
、
自
分
で
手
を
動
か
し
て
、
自
分

で
つ
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
現
場
で
手
を
動
か
し
て
つ
く
り

な
が
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
自
分
で
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
い
う
人
材
は
こ
れ
か
ら
絶
対
必
要
に
な
る
。
こ
れ
が
美
大

の
本
当
の
存
在
意
義
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と

生
き
延
び
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

瀬
沼
：
秋
美
の
場
合
は
、
既
存
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
押
し
込
め

ら
れ
な
い
生
き
方
や
、
そ
の
事
象
の
境
界
線
に
何
が
あ
る
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
よ
ね
。「
強
固
な
強
さ
」
で
は
な
く
、「
し
な
や
か
な
強
さ
」

み
た
い
な
も
の
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
。
ま
た
、
頭
よ
り
先
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
。
体

で
考
え
る
。
そ
れ
と
、
体
験
し
て
何
を
感
じ
る
か
と
い
う
セ

ン
サ
ー
。
そ
う
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

藤
：
状
況
は
変
化
し
て
い
く
か
ら
ね
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
、
サ
バ
イ
バ
ル
で
き
る
か
、
生
き
延
び
ら
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
の
が
重
要
で
す
ね
。

岩
井
：
技
術
を
習
得
し
て
安
心
す
る
学
生
な
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
考
え
続
け
る
学
生
に
育
っ
て
欲
し
い
し
、
自
分
た
ち

も
そ
う
あ
り
た
い
。

毛
内
：
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
の
は
、
秋
美
の

理
念
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
さ
し
く
そ
れ
だ

な
と
思
い
ま
す
。

藤浩志
教授（アーツ＆ルーツ専攻、大学院）。美術家。秋田市
文化創造館館長、NPO法人アーツセンターあきた理事
長。捨てられるおもちゃの交換システム「かえっこ」プ
ロジェクトをはじめ、おもしろい活動や「部室をつくる」
活動などジャンルにこだわらないプロジェクトを実践。

瀬沼健太郎
准教授（ものづくりデザイン専攻）。硝子工芸家。
専門はガラスといけ花。ガラス作家ユニット「Glass 
Around 70’s」参加。ガラスといけ花の展覧会やデ
モンストレーション等を展開。

美術大学は、
美術を教える場所ではない。
新しい価値をつくる人たちを育てる
場所です。次の時代の価値を
どうつくっていくかということ。

秋美では、既存のカテゴリーに
押し込められない生き方や、境界線に
何があるかを見つめることができる。
変化し続ける世の中を生き抜く、
しなやかな強さを身に付けることが
できるのではないか。
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あ
き
び
ネ
ッ
ト

「
あ
き
び
ネ
ッ
ト
」
は
東
北
唯
一
の
公
立
美
術
大
学
と
し
て
誕
生
し
た
秋
田
公
立
美
術
大

学
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
え
、
大
学
と
交
流
・
連
携
す
る
こ
と
で
共
に
進
む
応
援
団
と

し
て
設
立
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
で
す
。
地
元
の
団
体
・
企
業
・
個
人
が
集
ま
り
、

産
学
連
携
の
推
進
や
物
心
両
面
か
ら
の
支
援
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

#

産
学
連
携
の
推
進

大
学
の
研
究
・
教
育
成
果
や
人
材
を
活
用
し
た
共
同
研
究
や
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
会
員
が
提
案
し
、
産
学
連
携
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
学
生
に
対
し
て
は
実
社
会
に
お

け
る
実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

#

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
事
業
所
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

#

大
学
へ
の
講
師
派
遣

大
学
が
学
生
に
対
し
て
行
う
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

#

大
学
P
R
・
作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

大
学
の
P
R
や
学
生
の
作
品
展
示
用
に
事
業
所
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

#

奨
学
金
制
度
「
あ
き
び
ネ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
」
の
運
営

課
外
に
お
け
る
自
主
的
な
創
作
・
研
究
活
動
に
対
し
、
奨
学
金
制
度
「
あ
き
び
ネ
ッ
ト

フ
ァ
ン
ド
」
に
よ
り
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

#

物
資
・
教
材
の
提
供

大
学
祭
な
ど
で
物
資
を
供
給
し
た
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
授
業
に
必
要
な
教
材
を
提
供
す

る
な
ど
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

#

進
路
・
就
職
等
に
関
す
る
情
報
交
換
会
の
開
催

年
2
回
程
度
、
学
生
や
大
学
の
教
職
員
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
き
び
ネ
ッ
ト
会
員
一
覧

（
株
）ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム

（
株
）ア
イ
ネ
ッ
ク
ス

（
株
）相
場
商
店

秋
印（
株
）

秋
田
朝
日
放
送（
株
）

秋
田
い
す
ゞ
自
動
車（
株
）

秋
田
印
刷
製
本（
株
）

協
同
組
合
秋
田
卸
セ
ン
タ
ー

秋
田
海
陸
運
送（
株
）

秋
田
活
版
印
刷（
株
）

（
株
）秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

秋
田
協
同
印
刷（
株
）

秋
田
共
立（
株
）

（
株
）秋
田
銀
行

秋
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）

（
株
）秋
田
グ
ラ
ン
ド
リ
ー
ス

（
一
社
）秋
田
経
済
同
友
会

（
株
）秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
一
社
）秋
田
県
観
光
連
盟

（
一
社
）秋
田
県
経
営
者
協
会

秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
商
工
会
連
合
会

秋
田
県
信
用
組
合

秋
田
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

（
株
）秋
田
国
際
カ
ー
ド

（
株
）秋
田
魁
新
報
社

（
株
）ア
キ
タ
サ
ト
ー
商
会

秋
田
市
新
屋
振
興
会

（
一
社
）秋
田
市
医
師
会

（
株
）秋
田
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
カ
ー
ド

（
株
）秋
田
住
宅
流
通
セ
ン
タ
ー

秋
田
商
工
会
議
所

秋
田
信
用
金
庫

（
株
）秋
田
ス
ズ
キ

秋
田
ダ
イ
ハ
ツ
販
売（
株
）

秋
田
中
央
交
通（
株
）

（
株
）秋
田
中
央
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

秋
田
テ
レ
ビ（
株
）

秋
田
東
北
商
事（
株
）

（
株
）ア
キ
タ
ネ
ッ
ト

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ（
株
）

（
株
）秋
田
放
送

秋
田
ホ
テ
ル（
株
）

秋
田
ま
ち
づ
く
り（
株
）

（
株
）ア
ク
サ
生
命
保
険（
株
）秋
田
支
社

（
株
）あ
く
ら

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）秋
田
支
社

（
株
）ア
ド
東
北

（
有
）新
屋
不
動
産

（
株
）安
藤
醸
造

伊
藤
工
業（
株
）

（
株
）イ
ヤ
タ
カ

彌
高
神
社

羽
後
設
備（
株
）

A
D
K 

富
士
シ
ス
テ
ム（
株
）

（
株
）英
明
工
務
店

N
E
C 

ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ（
株
）秋
田
営
業
所

（
株
）エ
フ
エ
ム
秋
田

（
有
）エ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

奥
羽
住
宅
産
業（
株
）

（
有
）オ
ー
セ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）オ
ノ
プ
ロ
ッ
ク
ス

カ
イ
テ
ン（
株
）

（
有
）加
賀
谷
新
聞
店

（
株
）菓
子
舗
榮
太
楼

河
辺
雄
和
商
工
会

（
株
）寒
風

北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
株
）草
階
建
築
創
作
所

（
株
）く
ま
が
い
印
刷

（
株
）greenpiece

（
株
）小
島
商
事

（
有
）サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ビ
ー
オ
ン

（
株
）境
田
商
事

（
株
）サ
キ
ガ
ケ
・
ア
ド
・
ブ
レ
ー
ン

（
株
）サ
キ
ガ
ケ
ア
ド
バ

（
株
）さ
き
が
け
プ
ラ
ス
Ａ

（
株
）佐
藤
商
事

（
株
）サ
ノ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

猿
田
興
業（
株
）

（
株
）三
栄
機
械

（
株
）Ｃ
Ｓ
Ｅ

（
株
）Ｃ
・
Ｋ
・
ア
ー
テ
ッ
ク

（
株
）SeeV

isions

（
株
）ジ
ェ
イ
・
エ
ス
・
ビ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
ズ
キ
テ
ン
ト（
有
）

（
株
）ス
ペ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
株
）住
建
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

積
水
ハ
ウ
ス（
株
）秋
田
営
業
所

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
部

（
株
）全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
店

（
株
）ソ
ユ
ー

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜（
株
）

（
株
）大
栄
木
工

大
彦

（
株
）ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ザ

（
株
）た
け
や
製
パ
ン

タ
プ
ロ
ス（
株
）

千
代
田
興
業（
株
）

（
株
）塚
田
美
術
印
刷

（
株
）辻
吟

東
光
鉄
工（
株
）

東
部
瓦
斯（
株
）秋
田
支
社

東
北
電
力（
株
）秋
田
支
店

（
株
）東
北
ビ
ル
カ
ン
リ
・
シ
ス
テ
ム
ズ

（
有
）都
市
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（
株
）ト
ミ
タ

（
株
）ト
ラ
パ
ン
ツ

（
株
）那
波
伊
四
郎
商
店

（
株
）日
産
サ
テ
ィ
オ
秋
田

ノ
リ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ
ン（
株
）

（
株
）バ
ウ
ハ
ウ
ス

長
谷
部
光
重
税
理
士
事
務
所

（
株
）花
の
ヤ
マ
ト

（
株
）林
工
務
店

（
株
）パ
ル
テ
ご
と
う

（
株
）フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

（
株
）ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

（
株
）プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
株
）プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
プ
ロ

（
株
）ヘ
リ
テ
ー
ジ
ホ
ー
ム

（
株
）北
都
銀
行

（
株
）ホ
テ
ル
大
和

（
株
）松
美
造
園
建
設
工
業

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
電
子
化
成（
株
）

む
つ
み
造
園
土
木（
株
）

山
岡
工
業（
株
）

（
株
）ヤ
マ
ダ
フ
ー
ズ

（
株
）山
二

山
二
建
設
資
材（
株
）

（
株
）友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ユ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
八
橋

豊
興
産（
株
）

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン（
株
）秋
田
支
社

（
株
）リ
バ
ー
ロ
ー
ド

（
株
）和
賀
組

（
一
社
）わ
ら
び
座

会
員
数
1
6
0
（
法
人
1
3
9
、
個
人
21
）（
2
0
2
2
年
3
月
31
日
時
点
）

採択された、白田佐輔、村田晴加による「映像による移動型展覧会の可能性」。
メディアアートを志す二人が、現場移動式のプロジェクターを制作し、屋内外で
の投影を試みた。冊子も発刊予定。

【あきびネットファンド 2021年度採択実績】

●映像展示の可能性を模索する活動／白田佐輔（ビジュア
ルアーツ専攻 3年）●ビヨンセレクションおよび秋田市内各
所での展示活動／早坂葉（アーツ＆ルーツ専攻 3年）●孔雀
石微塵塗（秋田拵技法）の復元研究／結城亮（ものづくりデザ
イン専攻 3年）●個展とそれに向けての自主制作／菅原果
歩（アーツ&ルーツ専攻 3年）●鉱石ラジオと発声発語障害
に関する研究・制作／岡本真実（2年）●堀近ビルリノベー
ション／高田優一郎（2年）　＊学年は2022年 3月31日時点のもの



◯実習棟

［実習棟A］

塗装室
景観デザイン演習室
景観デザイン実習室
モデル制作室
素描室
彫塑実習室
彫塑準備室

［実習棟B］

彫金実習室
金工機械室
金工仕上室
金工着色塗装室
金工準備室
鋳物場
木工塗装室
鋳金実習室
ガラス実習室
ガラス準備室
石膏造形室

［実習棟C］

木工機械室
木工実習室
木工準備室
陶芸実習室
ガラス加工室
ガラス成形・窯室

◯アトリエももさだ

［工芸体験棟］

木工工芸実習室
金属工芸実習室
造形実習室
ガラス工芸実習室
繊維工芸実習室

［ギャラリー棟］

会議室
収蔵室
作品展示室
市民ギャラリー

［地域交流棟］

多目的ホール
レストコーナー蔵詩・厨房

◯大学院棟

院生室
作業室
会議室

◯プレハブ棟

［北棟］

授業スペース１・２
器具・倉庫１

［南棟］

学生制作スペース
器具・倉庫２
作品倉庫

◯講義棟・アトリウム棟

講義室
大講義室
コンピュータ室
CALL室
スタジオ
ウェブデザイン室
イラストレーション室
パッケージデザイン室
グラフィックデザイン室
絵画実習室
塗装実習室
漆風呂室
漆実習室
織実習室
染色実習室
糸染め室
キャリアラウンジ
保健室
美術教育センター

秋田公立美術大学のキャンパスは日本海と雄物川、大
森山の自然に恵まれた豊かな環境に立地します。この
新屋地区に昭和初期に建設された8棟の旧国立農業倉
庫棟（国登録有形文化財）のうち7棟が、現在、キャ
ンパス内に「アトリエももさだ」として活用されてい
ます。金属、木、漆、陶、染、ガラスなど多岐に渡る
分野の工房のほか、ギャラリーや多目的ホールなどを
配置しています。シンボル的なタワーが目を引くアト
リウム棟・講義棟では、マルチメディアを活用した講
義や講演会に使用する大講義室をはじめ、効率的に語
学学習ができるCALL室、講義時間以外は自由に作品
制作ができるコンピュータ室などが充実しています。
学外では、「空き家レジデンスプロジェクト」の一環と
して、地域の方々から借用した空き家を「アラヤイチ
ノ」「新屋NINO」として学生や教員が行う展示やイベ
ントに活用。学生は地域と関わり、地域に育まれなが
ら日々、制作を続けています。

◯その他

［創作工房棟］

ビジュアルアーツ構想室
ビジュアルアーツ準備室
立体・インスタレーション室
ミーティングルーム
制作室１・制作室２
助手控室

［彫刻実習棟］

造形室
木彫室
彫刻準備室

［サークル棟］

学生共用室
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キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「AUA×AIU吹きガラス体験」の参加学生とものづくりデザイン専攻の小牟禮尊人教授（右端上）、瀬沼健太郎准教授
（左端上）、大木春菜助手（右端下）。本学学生と国際教養大学の学生が共同でガラス作品を制作し、交流を深めました。

 

秋
田
公
立
美
術
大
学
留
学
等
助
成
金

海
外
の
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
等
で
行
う
留
学
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
参
加
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

【
2
0
2
1
年
度
の
取
組
事
例
】

海
外
へ
の
渡
航
が
困
難
な
状
況
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
学
独
自

の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
受
講
者
に
対
し
て
参
加
費
の
一
部
を

助
成
。


国
際
交
流
協
定
締
結
校

・
台
南
應
用
科
技
大
学
（
台
湾
）

・
リ
ン
シ
ョ
ピ
ン
大
学
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

本
学
で
は
、
海
外
経
験
豊
か
な
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
協
定
締
結
校
と

の
交
流
の
ほ
か
、
海
外
の
大
学
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
学
生
交
流
や
海
外
で

の
作
品
発
表
お
よ
び
学
術
研
究
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
が
、
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
が
開
催
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
参

加
す
る
場
合
は
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
、
意
欲
の
あ
る
学
生
の
国

際
交
流
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
様
な
価
値
観
や
異
な
る
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
た

め
、
2
0
2
1
年
度
は
、
国
際
教
養
大
学
と
学
内
の
ガ
ラ
ス
工
房
で
の
吹
き
ガ
ラ
ス

体
験
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
な
ど
、大

学
間
の
垣
根
を
越
え
た
国
際
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
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まちに驚きと発見を生み出す

実
験
的
な
展
覧
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
て
秋
美
を
地
域
に
ひ
ら
く

大
学
の
教
授
陣
が
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
研
究

成
果
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
と
、
地
域
を
繋
げ
よ
う
と
、

2
0
1
8
年
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き

た
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
目
指
し
て
い
る
の
は
、
市

民
に
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
。
企
業
や
行
政
と
の
産
学
官
連
携
事
業
や

展
覧
会
、
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
企
画
・
運
営
し

て
い
ま
す
。
学
生
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
で
学
び
の
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
市
文
化

創
造
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
の
活
動
も
2
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

3
つ
の
拠
点

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
事
務
所
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
旧
国
立
農
業
倉
庫
棟
を
改
築
し
た
「
ア
ト

リ
エ
も
も
さ
だ
」
に
あ
り
ま
す
。
J
R
秋
田
駅
西
口

の
商
業
施
設
フ
ォ
ン
テ
A
K
I
T
A
6
階
に
位
置

す
る
秋
田
公
立
美
術
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、

C
N
A
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
社
屋
内
の
秋
田
公

立
美
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ーB

IY
O
N
G
 PO
IN
T

（
ビ

ヨ
ン
ポ
イ
ン
ト
）、
そ
し
て
秋
田
市
文
化
創
造
館
を
拠

点
に
、
美
術
、
教
育
、
広
報
、
そ
し
て
地
域
連
携

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
の
三
富
章
恵
さ
ん
。「
秋
美
の
教
員
や
学
生

と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
て
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。」

● 秋田公立美術大学サテライトセンター
授業成果や卒業生の活動などを展覧会形式で発表。
中高生のデッサンスクール、小学生対象の「こどもアートLab」なども開催しています。

● 秋田公立美術大学ギャラリー BIYONG POINT
教員・助手・学生や招聘作家による展覧会を開催。
設営やイベントには学生も参加して、表現活動やキュレーションの学びを深めています。

● 秋田市文化創造館
自ら創作活動を行う方、新たな活動を始めたい方を応援する秋田市文化創造館の指定管理者もつとめています。

萩原健一准教授による
フレットアニメーションワークショップ
2021年11月13日（土）、21日（日）

映像デザイン基礎演習成果展2021
「PinP｜ピクチャー イン ピクチャー」
2021年4月10日（土）– 20日（火）

N
P
O
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

本学の研究生、春山あかりさんの作品展「繭の外、泡の中」　
2021年9月24日（金）–10月31日（日）

本学の研究生、工藤結依さんの作品展「余熱（ほとぼり）」
2021年11月26日（金）– 2022年1月10日（月・祝）

4年目となる「こどもアートLab」の一環である柚木恵介准教授による「NEOびじゅつじゅんびしつ」作戦会議の日　2021年 7月31日（土）
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秋田市大森山動物園と秋田公立美術大学が連携して取り組む「大

森山アートプロジェクト」。2019年度から始まった「あそび×まなび

のひろば」では、2021年度は学生・卒業生たちが大森山公園のグ

リーン広場から彫刻の森にかけて「鳥の巣画廊」を展開しました。

コロナ禍によって、人と接触することや移動することがはばかられ

る日常においても、鳥は国や地域を自由に移動し、居場所を探して

巣を作って生きています。アーツ＆ルーツ専攻の村山修二郎准教授

企画・監修のもと、地域プロジェクト演習を履修する学生を中心と

した14人が壮大な世界で生きる鳥にならって自然素材で自由に巣

箱を作り、巣箱を画廊にして個展形式で作品を展示しました。それ

ぞれが巣箱に込めた思いが、森のさらに奥へと誘います。

秋田の木工製品のプロジェクト「ORAe」（オラエ）とは、秋田の方言で「我が家」の意味。作り手の顔が見え、高品質で

温かな質感を持つ木工製品で日々の暮らしを彩り、世界の我が家に発信するプロジェクトです。主導するのは、ものづくり

デザイン専攻の今中隆介教授。秋田県内の木工事業者を繋ぎ、事業者と地域を繋いで、豊富な材種の県産材と培われた

技術と心で商品開発に取り組んでいます。ものづくりデザイン専攻の演習において、プロダクトデザインを学ぶ学生も製品

開発に挑戦。キッズファニチャーやシェルフなどをデザインして、地元事業者とのコラボレーションが実現しました。

「ORAe」では秋田県産材を軸とした多様な木材を使って展開することで、次世代の指標となる商品開発を目指しています。

大森山アートプロジェクト
大森山動物園×秋田公立美術大学　アートプロジェクトを展開中

ORAeアキタファニチャー
学生のデザインが、地元の木工事業者の技術とコラボレーション

遊びのなかで学び、学びから新たな遊びをつくる創造的な広場「あそび×まなびのひろば」
の一環。森を走り回る子どもたちは、巣箱を見つけては扉を開けてのぞいていきます。

親子で設計して組み立てられる子ど
も用キット家具Squares。パーツを
つなげることで、親子で机や椅子な
どを自由に設計できます。
製作：北日本ボード工業株式会社　
デザイン：佐々木 陸（ものづくりデ
ザイン専攻）

デスクシェルフ「Groove」は、大きさが３種類あるシェルフを天
板に刻まれた溝に合わせて多彩に組み合わせることができます。
製作：fuuukei　デザイン：千石里歩（ものづくりデザイン専攻）

収納スペースの間口・高さが自由に変えられ、収納箱
の種類も自由に組み合わせることが可能な ReGadar

（多目的収納ウオール）
製作：有限会社松井木工　
デザイン：鈴木翔子（ものづくりデザイン専攻）

森で感じた時間と存在、動物と人間の関係性、意識の隙間にあ
るものたち…。扉を開けるたびに、それぞれの小さな世界に引
き込まれます。

地
域
連
携
に
つ
い
て



右から、石川昌准教授（コミュニケー
ションデザイン専攻）、伊多波七維さ
ん、伊東陽菜さん（ともに景観デザイ
ン専攻4年）、長谷川由美さん（美術
学科2年）、田村剛さん（NPO法人アー
ツセンターあきた）。8月上旬の真夏
日、地元の方々と汗だくになって共同
作業後、記念写真。

祭りの日の雨上がりの道路のように、体育館の床に映り込んだ幻想的な絵灯ろう。絵灯ろうの隙間から、
別の絵灯ろうがのぞくよう、レイヤーの美しさを意識した構成です。

秋田藩佐竹南家七代目義安（よしやす）公に、京都の公卿鷹司（た
かつかさ）家から「おこし入れ」された奥様が、京都への郷愁を五
色の短冊に託し、青竹に飾り付けたのが始まりと言われています。
一緒に設営をさせていただいた地元の方々に、レイアウトの意図を
丁寧に説明しながらの作業でした。

オンラインで食、映像、自然環境、アート、交易、社会
問題など様々なテーマを散りばめたレクチャーやディス
カッション、ワークショップを展開した【夏編】。沖縄
と秋田という地域の関係性を探りながら、それぞれの共
通点と相違点、関係性を紐解いていきます。

写真：船橋陽馬

【冬編】では、オンラインで【夏編】に参加した受講生が
秋田に集合。夏編で学んだレクチャーシリーズやディス
カッションを経て着想したアイデアをもとに、各自が企画
提案するピクニックをガイドブックとして編集しました。

114115

湯沢七夕バーチャル絵どうろうまつり
伝統文化の魅力を動画と写真で10万人と共有するため
会場構成や総合演出を提案

徳川の時代から約 300年の歴史を持つ「七夕絵どうろうまつり」。2 年連続で開催が中止となり、伝統文化を新たな形で

楽しんでもらおうと、2021年8月5日〜7日、湯沢市総合体育館を会場に「七夕絵どうろうまつり」を空間構成し、報道

機関やユーチューバーなどに向け、撮影会「湯沢七夕バーチャル絵どうろうまつり」が開催されました。

体育館の広い空間を活かした 2 階から見た全体像のインパクトと、街をそぞろ歩きするような動線を目指した配置、通

例では味わえない絵灯ろうに囲まれるスペクタクルな空間、絵灯ろうの高さの変化など起伏に富んだ体験や映像になる

よう試行錯誤。ロゴのデザインや、絵灯ろうの製作工程を描いたミニ灯ろう展示のアイデアも学生たちによるものでした。

秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科が展開する滞在型ワークショップ・プログラム。2018〜2020 年度まで「旅」

という機能を最大限に活用することで「地域」を問い直す「旅する地域考」を実施し、2021年度は、受講生それぞれ

がさらに自由に「地域」を解釈するために「ピクニック」というカジュアルなフレームを設定し、そのなかで受講生によっ

て育まれるユニークな着想、企画の構想と実践を岩井成昭教授をはじめとする運営チームがサポート。1,900 km 離れ

た沖縄と秋田という2つの地域について、実験的な方法で考察しました。

【夏編】では2地域が持つ生活や文化、社会問題等を扱い、【冬編】では夏編で獲得した知識とアイデアをもとに自身

の専門性や興味から調査を進め、独自の「ピクニック」を実践するためのガイドブックを編集。コロナ禍によって形を変

えながらも、バーチャルではない方法で生活に深く入り込んでいきました。

AKIBI複合芸術Picnic
秋美の「複合芸術」を体現するアートマネジメント人材育成事業

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

：

高
橋
空
乃（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
３
年
）



能代北高跡地利活用可能性検討業務
ワークショップと技術的検討によって土地の可能性を探り
持続可能な公共空間を目指すプロジェクトを進行中

調査報告をまとめた能代北高跡地利活用スタートブック「これから、こ
こから。」をもとにワークショップを実施。

壹ツ石涼里さん（ものづくりデザイン専攻）は大学の授業でグラフィッ
クレコーディングに出会い、能代のワークショップに初めてファシリ
テーターとして参加。幅広い職種と年齢層の参加者の意見を整理し、議
論を広げていきました。「より身近だからこそ、未来をリアルに、切実に
想像していくワークショップなのだと実感しています」と語ります。

「既成概念にとらわれず、将来に続く持続可能なプロジェクトを継続して
いくこと、思考し続けていくことが大切」と語る小杉教授。今後はワー
クショップで提案されたアイデアに技術的な検討を加えた複数の実証実
験プロジェクトを実施予定。この場所の可能性を探りつつ、市民と未来
の街の姿を描きます。

ロータリーを行き交う通行人に見立てたデジタル影絵を投影。様々な形に変化していく、デジタルとアナログが融合した映像作品「かげ絵」。
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能代のまちの小高い丘に、ぽっかり空いたように広がる更地。18,000㎡以上もの広さを誇る北高跡地は、能代北高等

学校が閉校して解体され、2014年に秋田県から能代市に譲与された土地です。更地となって8年、能代市の中心市街

地活性化の核として注目される北高跡地は、現在、秋田公立美術大学が中心となって活用方法を検討しています。景観

デザイン専攻の小杉栄次郎教授率いるプロジェクトチームは、海岸砂丘だった頃からの地質や歴史的背景、現況調査、

整備条件などの基礎調査を踏まえ、市民とのワークショップと技術的検討を進行中です。この土地にはどのような可能

性があるのか、これからどのような存在となっていくのか。その答えは、能代の子どもたちにどのようなまちを残してい

くかにつながります。

あきた光のファンタジー
秋田駅ビル「トピコ」の壁面にプロジェクションマッピング

雪が舞い降りる11月から2月の夜、秋田市の中心市街地ではイルミネーションでライ

トアップする「あきた光のファンタジー」が行われています。JR東日本秋田支社と連

携した2021年度は、ビジュアルアーツ専攻の萩原健一准教授指導のもと、秋田駅ビ

ル「トピコ」の壁面に学部生と大学院生、助手の11人がプロジェクションマッピング

を行いました。テンポの良さや変化の面白さ、ダイナミックな動きなどにこだわり、

縦長の壁面を巨大なスクリーンとして投影した映像は話題となりました。ファスナー

の開閉に合わせて動き出すのは、竿燈まつり（秋田市）や天空の不夜城（能代市）と

いったグラフィック。ビルを巨大な水槽に見立てたり、通行人に見立てたデジタル影

絵を投影したりと、学生の映像作品が次々と駅前で展開しました。

ファスナーの開閉に合わせて秋田の祭りか
ら発想したグラフィックが動き出す「ファ
スナー」。ビルを巨大な水槽容器に見立て
た「水槽」では、液体が注がれたり洗われ
たりすることで映像が変化。PCを使わず
現物を用いて撮影することで特殊効果を生
み出しました。
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

も
に
、「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
、
企
業
関
係
者
か
ら
実
際
の
業
務
内
容

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
や
進
路
が
決
定
し
た
4
年
生
の
体
験

報
告
会
を
行
い
、
身
近
な
先
輩
の
体
験
談
か
ら
進
路
決
定
に
向
け
た
具
体
的
な
活
動

に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
ま
す
。
３
年
生
の
就
活
開
始
時
期
に
は
、
自
己
分
析
の

仕
方
や
履
歴
書
の
書
き
方
、
就
活
マ
ナ
ー
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
方
法
な
ど
、

就
活
ス
タ
ー
ト
を
支
援
す
る
講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
学

生
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
随
時
開
催
し
ま
す
。

《
2
0
2
1
年
度
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施
例
》

・
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
「
I
T
業
界
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
と
は
（
株
式
会
社
ミ
ク
シ
ィ
）」

・
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
業
界
研
究
、
自
己
分
析
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等
）

・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
個
別
相
談
会

k

学
内
合
同
企
業
説
明
会

就
職
活
動
が
開
始
す
る
時
期
に
合
わ
せ
て
、
学
生
か
ら
の
ニ
ー
ズ
、
卒
業
生
の
採
用

実
績
、
業
種
や
エ
リ
ア
な
ど
を
考
慮
の
上
、
秋
田
県
内
外
の
企
業
関
係
者
を
招
き
、

学
内
に
お
い
て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
と
連
携
し

た
県
内
企
業
の
み
の
合
同
企
業
説
明
会
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
特
化
し
た
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
個
別
の
企
業
説
明
会
は
随
時
開
催
）。

k

求
人
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
提
供

キ
ャ
リ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
求
人
や
企
業
説
明
会
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
の
情
報
収
集
の
利
便
性
を

高
め
て
い
ま
す
。

k

そ
の
他

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た
め
の
、

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

k

主
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

①
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
1

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
含
め
、
学
生
か
ら
の
そ
の
後
の
進
路
・
社
会
人
生
活
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
様
々
な
理
論
や

実
際
の
体
験
談
、
知
見
か
ら
理
解
を
深
め
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
2

自
身
の
行
動
特
性
や
価
値
観
に
基
づ
い
た
自
己
理
解
と
職
業
等
の
理
解
を
深
め
て
進

路
決
定
し
、
な
り
た
い
自
分
に
向
け
て
行
動
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

自
ら
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
企
業
の
就
労
体
験
や
、
希
望
す
る
業
種
の
実

務
体
験
を
通
し
て
、
卒
業
後
の
進
路
を
よ
り
具
体
的
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
す
。

k

学
生
相
談
・
個
別
支
援

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
進
路
・
就
職
に
関
す
る
相
談
や
、
履
歴
書
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
、
面
接
練
習
な
ど
の
個
別
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
支
援
や
就
活
マ
ナ
ー
講
座
等

の
専
門
的
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
が
自
由
に
使
用
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
卒
業
生
に
よ
る
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
内
定
報
告
書
、
就
職
・
進
学
対
策
の
資
料
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

k

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

就
職
に
関
す
る
基
礎
的
な
理
解
を
深
め
、
よ
り
実
践
的
な
知
識
を
得
る
た
め
、
専
門

的
な
講
師
を
招
き
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
合
わ
せ
た
内
容
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
と
と

４年間の学びと経験を糧に、多様なキャリアを切り拓く。
キャリアセンターが入学から卒業までの一貫した支援で、
学生の卒業後に向けた活躍をサポート。

入学から卒業までのキャリア支援 ＊首都圏で開催されるクリエイティブ系の就職イベントに参加するためのバスツアー

2021年度の実績 【美術学部進路決定率】95.2%
.企業等. 

（株）KADOKAWA、（株）カプコン、（株）ジェイアール東海エージェンシー、（株）東北新社、NPO法人アーツセンターあきた、アー

ト印刷（株）、（株）アーバンリサーチ、（株）秋田魁新報社、秋田市新屋ガラス工房、（株）アドウェイズ、（株）アドブレーン、（株）アマ

ナフォトグラフィ、（株）アレクト、（株）伊藤染工場、（株）Ｍテック、（株）奥羽木工所、（有）カイカイキキ、（株）GAKIproAstudio、（株）

KANAYA RESORTS、（株）カフェレオホールディングス、（株）環境計画研究所、（株）キャン、草津ガラス蔵、（株）黒川建築研究所、

（株）ケイ・ウノ、（大）秋田公立美術大学、（株）sizebook、蔵王焼 万風窯、（株）猿江ガラス、（株）サンプロ、（株）See Visions、（有）

白石木工、鳥海山木のおもちゃ美術館、（株）つむら工芸、DCM（株）、（株）ディーゼルジャパン、（株）デザインココ、（株）テレビ

岩手、（株）東京アドデザイナース、（株）はせがわ、（株）バンダイナムコスタジオ、プラチナゲームズ（株）、ブリヂストンサイクル（株）、

（株）保志、（株）松橋設計、（株）マルニ木工、NPO法人みやぎ・せんだい子どもの丘、（株）ミュゼプラチナム、（株）メンバーズ、（株）

杢目金屋

.公務員・教員.

神栖市役所、北見市役所、東京都特別区、秋田県教育委員会、大分県教育委員会、岡山県教育委員会、北九州市教育委員会、熊本県

教育委員会、群馬県教育委員会、仙台市教育委員会、千葉県教育委員会、長野県教育委員会

.進学.

秋田公立美術大学大学院、沖縄県立芸術大学大学院、金沢美術工芸大学大学院、京都市立芸術大学大学院、上越教育大学大学院、

情報科学芸術大学院大学、東京藝術大学大学院、武蔵野美術大学大学院

＊このほか、作家として活動する卒業生もいます。

【過去 5年間の主な就職先】

（2022年4月25日時点）
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ジャズの名曲「OLEO」を聴いて描いたスケッチがもと
になった《OLEO10》

　
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
ハ
ナ
ヤ
マ
か
ら
2
0
2
1
年
に
商
品
化
さ
れ
た
の

は
、
大
学
の
授
業
課
題
で
初
め
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で

す
。
通
常
の
パ
ズ
ル
に
新
し
い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
も
と
も
と
の
ア
イ
デ
ア
は
高
校
生
の
頃
に
何
気
な
く
描
い
た

ス
ケ
ッ
チ
に
あ
り
ま
し
た
。
凹
み
と
凹
み
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
辺
に
置

く
は
ず
の
ピ
ー
ス
を
真
ん
中
に
、
角
に
置
く
は
ず
の
ピ
ー
ス
を
他
の
場
所

に
し
た
り
と
、
人
間
が
無
意
識
の
う
ち
に
決
め
込
ん
で
い
る
暗
黙
の
了
解

や
ル
ー
ル
を
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
取
り
入
れ
、
ア
ク
リ
ル
で
制
作
し
ま
し

た
。《JIG

SAW
29

》
と
《JIG

SAW
19

》
は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に

は
基
本
的
に
は
存
在
し
な
い
素
数
の
ピ
ー
ス
数
で
で
き
て
い
る
こ
と
も
特

徴
で
す
。
面
白
か
っ
た
の
は
、
世
界
中
の
人
が
共
通
し
た
驚
き
方
を
し
て

く
れ
た
こ
と
。「
新
し
い
パ
ズ
ル
だ
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
の
は
、
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。

　
大
学
3
年
以
降
、
敷
き
詰
め
パ
ズ
ル
や
立
体
パ
ズ
ル
な
ど
様
々
な
パ
ズ

ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
作
品
制
作
も
続
け
て
い
き
た

い
。
作
品
の
形
態
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
驚
き
や
意
外
性
の
あ
る
も
の
を
作
っ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
仕
掛
け
絵
本
で
面
白
い
も
の
が

で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

卒
業
生
よ
り

大学の授業課題で
初めてデザインした
パズルが商品化。
常識にとらわれない
新たな仕掛けに、
世界が注目！

パズル作家

浅香 遊
ビジュアルアーツ専攻
2019年3月卒業
群馬県出身

「世界パズルデザインコンペティション」（2018年）で入
賞し、カナダの人気YouTuberが解く過程を公開して世
界的にバズった《JIGSAW29》。2021年にはハナヤマ
から「沼パズル」として商品化されました。「逆転の発想
からつくり出していくのが自分の方法」と浅香さん。

　
月
の
半
分
は
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
、
も
う
半
分
は
内
蔵
を
改
装
し
た
浅
舞
ス
タ
ジ
オ
で
描
い

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
で
も
な
い
日
は
、渓
流
釣
り
や
狩
猟
を
し
て
、山
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

大
学
3
年
の
時
に
知
っ
た
の
は
、
作
る
こ
と
が
目
的
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
。
自
然
と
湧
き
上
が
る
も

の
と
は
何
な
の
か
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
。
そ
れ
は
力
強
い
作
品
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
明
確
な
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
で
は
、
迫
っ
た
り
引
い
た
り
し
て
物
事
を
探
求
し
な
が
ら
、
自
分
の

中
身
は
何
で
あ
る
か
の
答
え
を
問
わ
れ
続
け
ま
し
た
。
私
は
好
奇
心
の
先
で
も
や
も
や
し
て
、
思
考
の
整

理
が
追
い
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
で
も
そ
れ
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、
次
に
行
け
る
。
描
く
こ
と
っ

て
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
と
思
う
ん
で
す
。
好
奇
心
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
色
濃
く
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
そ
の
年
々
で
変
え
て
い
く
私
の

ス
タ
イ
ル
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
浅
舞
ス
タ
ジ
オ
は
、
生
業
の
要
素
あ
り
遊
び
の
要
素
あ
り
の
、
ひ
ら
け
た
拠
点
で
す
。
レ
ジ
デ
ン
ス
の

よ
う
だ
っ
た
り
、お
店
を
出
す
人
が
い
た
り
。
こ
こ
を
こ
れ
か
ら
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
、楽
し
み
で
す
。

絵画作家

永沢 碧衣
アーツ＆ルーツ専攻
2017年3月卒業
秋田県出身

今
を
生
き
る
声
を
聞
い
て
、

自
分
が
本
当
に
残
し
た
い

〝
何
か
〟
の
姿
を
描
く
。

「フィールドワークは、自由をもらった気がして楽しくて仕方
なくて」と永沢さん。2年次に学んだ景観デザイン専攻では、
地域に入っていく引き出しをつくってもらったといいます。

雪深い横手市山内で生まれ育ち、子どもの頃から父と一緒によく
渓流釣りに出掛けたという永沢さんは、卒業後に狩猟免許も取
得。山に入り、川を遡り、「今を生きる声を聞き、過去を含めた
全ての根底を見つめ直すことで、自分が本当に残したい“何か”
の姿を描きたい」と語ります。

敷き詰めパズルのなかでは珍しく、ピース同士が接しな
いようデザインした《BIRD11》。道路に落ちていた鳥
のフンからイメージを展開。（大型パズル製作：折出裕也）
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株式会社ジェイアール東海
エージェンシー

石元 隆文
コミュニケーションデザイン専攻
2019年3月卒業
鹿児島県出身

必
要
な
の
は
、
デ
ザ
イ
ン
力

だ
け
で
は
な
く
構
築
す
る
力
。

秋
美
で
身
に
付
け
た
力
が
、

デ
ザ
イ
ン
の
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
1
年
は
営
業
部
、
2
年
目
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム

に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
青
春

18
切
符
の
ポ
ス
タ
ー
に
、
祖
父
の
家
の
近
く
に
広
が
る
菜
の
花
畑

の
風
景
写
真
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

広
告
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
す
が
や
れ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
獲
得
し
た
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
1
年
目
の
手
堅
い
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
2
年
目
は
遊

び
心
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
切
り
替
え
て
明
る
く
楽
し
い
献
血
を
目

指
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ

ン
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
撮
影
に
と
自
分
ひ
と
り
の
デ
ザ
イ
ン
力

で
は
で
き
な
く
て
、
会
社
を
超
え
た
構
築
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
調
整
を
し
た
り
と
な
ん
と
か
や
れ
て
い
る

の
は
、
秋
美
で
身
に
付
け
た
力
の
お
か
げ
か
な
と
。
そ
れ
に
先
輩

た
ち
に
は
、「
秋
田
の
大
学
を
出
て
よ
か
っ
た
ね
！
」
と
言
わ
れ

ま
す
。「
素
直
だ
し
、
鼻
に
付
い
た
こ
と
言
わ
な
い
し
、
カ
ッ
コ

つ
け
た
り
し
な
い
し
」
と
。
楽
し
み
つ
く
し
た
あ
の
4
年
間
を
肯

定
し
て
も
ら
え
て
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
。

在学中は教職課程、学芸員資
格、大学祭実行委員長、卒展
ポスター制作と濃厚な時間を
過ごした石元さん。「意味の
ない時間なんてなかった。と
にかく大学に来て、仲間たち
と楽しみました」という4年
間が広告デザインの仕事に影
響を与えています。

　
地
元
は
福
島
県
会
津
若
松
市
で
す
。
漆
が
有
名
で
、
卒
業
制
作
は
フ
ィ

ギ
ュ
ア
に
漆
を
塗
っ
た
作
品
で
し
た
。
粘
土
で
作
っ
た
あ
と
に
原
型
を
象

り
、
レ
ジ
ン
キ
ャ
ス
ト
（
樹
脂
）
に
置
き
換
え
た
も
の
を
3
体
。
20
セ
ン

チ
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
で
、美
少
女
寄
り
で
ワ
ン
ピ
ー
ス
。黒
い
漆
に
螺
鈿
、

ベ
ー
ジ
ュ
に
朱
、
蒔
絵
の
銀
に
緑
。
4
年
生
の
夏
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
系
の

仕
事
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
熊
谷
晃
先
生
が
見
つ
け
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
今
の
会
社
で
す
。

　
5
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
の
仕
事
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
で
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
モ
デ
リ
ン
グ
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
こ

う
い
う
服
装
、
ポ
ー
ズ
、
表
情
と
い
う
の
が
イ
ラ
ス
ト
と
文
章
で
指
示
さ

れ
、
そ
の
と
お
り
に
C
G
で
立
体
化
し
て
い
ま
す
。
絵
の
印
象
を
損
な
わ

ず
、
立
体
に
す
る
の
が
難
し
く
、
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
秋
美
で
は
、
実
際
の
モ
デ
ル
の
人
を
見
な
が
ら
作
る
皆
川
嘉
博
先
生
の

塑
造
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
か
な
り
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
基
本
的
な
ソ
フ

ト
に
も
、
授
業
で
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
構
造
上
立
体

化
が
難
し
く
、
実
現
可
能
な
形
を
提
案
す
る
と
き
な
ど
、
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
言
葉
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
資
料
に
ま
と
め
る
の
は
、
講
評
会
で
鍛
え

ら
れ
た
作
業
な
の
で
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

作
る
感
覚
は

C
G
で
も
粘
土
で
も
、

変
わ
ら
な
い
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
漆
を
塗
っ
た

卒
業
制
作
が

自
分
の
原
点
で
す
。

株式会社デザインココ

菊地 百恵
ものづくりデザイン専攻
2018年3月卒業
福島県出身

服装やポーズ、表情などのディレクションをいただいて、絵の印象
を立体で実現できるよう制作しています。今はCGモデリングという
限定的な能力しかありませんが、3Dプリンターでの出力後の原型
仕上げ、彩色工程など、フィギュアに関わるあらゆる能力を養って
いきたいなと思っています。写真はPC上のモデリング作業の画面。
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学
生
座
談
会

フ
ォ
リ
オ
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
私
は
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
生

活
に
関
わ
る
も
の
を
作
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
日
常
生
活
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
食
べ
る
こ
と
と
か
寝
る
こ
と
と
か
、
生
活
な
く
し
て

は
何
事
も
ダ
メ
な
ん
だ
と
最
近
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
学
生
生
活
っ
て
食
生
活
が
乱
れ
ち
ゃ
う

こ
と
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
っ
て
大
事
な
ん
だ

な
っ
て
。

田
村

：
泰
地
く
ん
は
ど
ん
な
生
活
し
て
ま
す
か
？

渡
邉

：

新
屋
の
日
吉
神
社
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
す
。
大
学
ま
で
歩
い
て
20
分
ぐ
ら

い
。
家
賃
は
3
7
0
0
0
円
で
す
。
素
材
や
工
具
を
よ
く
購
入
し
ま
す
が
、
な
る
べ
く
使
い
回

し
た
り
廃
材
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
展
示
に
は
数
万
〜
6
万
円
ぐ
ら
い
か
け
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
代
で
な
ん
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
2
年
の
秋
に
大
学
主
催
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
以
来
、
展
覧
会
設
営
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
学
内
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
り
。
メ
ン
バ
ー
は
今
、
11
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
家
に
は
寝

に
帰
る
ぐ
ら
い
で
、
制
作
と
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
課
題
に
向
き
合
う
日
々
で
す
。

絵：堀江 侑加（ビジュアルアーツ専攻 4年）

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
楽
し
い
？

田
村

：

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
の
田
村
で
す
。
今
回
、
専
攻
が
ば
ら
ば
ら
で
、
で
も
お
互
い
を

な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
て
、
個
性
の
強
い
友
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
こ

と
、
制
作
の
こ
と
、
秋
美
の
こ
と
な
ど
聞
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
ま
す
。
私
自
身
は
秋
美
を
卒
業

後
は
京
都
に
あ
る
美
大
の
大
学
院
に
行
く
の
で
、
こ
の
大
学
案
内
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
京
都

に
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
舞
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
き
た
い
な
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
る
ん

だ
よ
ね
？

中
川

：

は
い
、
新
屋
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
暮
ら
し
て
ま
す
。
入
学
し
た
頃
は
、
み
ん
な
ど

ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
か
ま
る
で
知
ら
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
う
ち
に
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
こ
と
を
知
っ
て
。
先
輩
3
人
が
卒
業
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
た
ち
3
人
が
暮
ら
し

始
め
ま
し
た
。
3
人
は
専
攻
が
違
っ
て
い
て
、
や
っ
て
い
る
こ
と
も
、
好
み
も
ま
る
で
違
い
ま

す
。
制
作
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、
畑
仕
事
を
し
た
り
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
だ
か
ら
、
あ
ま
り
会
う
こ
と
が
な
い
ぐ
ら
い
。
家
賃
は
3
人
で
割
っ
て
2
5
0
0
0
円
、
水

道
・
ガ
ス
・w

ifi

な
ど
も
3
人
で
割
っ
て
払
っ
て
い
ま
す
。

田
村

：

一
緒
に
住
ん
で
い
て
も
、
会
う
こ
と
少
な
い
の
？

中
川

：

部
屋
も
違
う
し
、
数
日
ぶ
り
に
会
っ
て
「
久
し
ぶ
り
！
」
な
ん
て
。
た
ま
た
ま
一
緒
に
暮

ら
し
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
本
当
に
最
高
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ル
ー
ル
も
な
い
し
、
料
理
や
掃

除
は
し
た
い
時
に
そ
れ
ぞ
れ
が
す
る
し
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
か
ら
ス
ト
レ
ス
フ

リ
ー
！ 

雪
の
多
い
冬
だ
と
光
熱
費
が
ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
ち
ゃ
う
け
れ
ど
、
家
賃
が

2
5
0
0
0
円
っ
て
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
家
賃
と
学
費
、
生
活
費
は
奨
学
金
と

仕
送
り
で
、
制
作
費
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。
実
験
を
す
る
時
な
ど
に
素
材
や

工
具
に
お
金
が
か
か
る
の
で
。
そ
れ
に
、
道
具
は
や
っ
ぱ
り
自
分
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
く
て
。

渡
邉

：

素
材
と
道
具
に
は
、
自
分
も
お
金
か
け
て
ま
す
ね
。

お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
る
の
が
大
事

中
川

：

私
は
興
味
の
あ
る
こ
と
に
い
ろ
い
ろ
手
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
結
局
自
分
の
ポ
ー
ト

シェアハウスに住んで2年。
たまたま集まったメンバーが
最高だった！

Q&A　Q1, 出身はどこ？／Q2, 暮らしているところは？／Q3, 生活費は？／Q4, アルバイトしてる？／Q5, どこにいる？／Q6, 好きな場所は？

中川 舞
ものづくりデザイン専攻4年。いろいろな人、いろいろなものに興
味津々。「声や動きから人柄が滲み出てくるような映像を撮りたい」
と、アーティストを撮影することに夢中。

A1,  北海道／A2,  専攻の違う 3人でシェアハウスで生活中／A3,  
家賃は 25,000円。家賃と学費は奨学金で、光熱費と生活費は仕送
りで、制作費はバイト代でやりくり／A4,  居酒屋は 4年目。秋田
公立美術大学サテライトセンター、ボランティアで学童保育など／
A5,  ココラボラトリー（秋田市のギャラリー）でいろいろな作家さん
とお話するのが楽しい！／A6,  ココラボラトリー、and toiro、ミ
ンカ。それぞれのオーナーが好き！

右から

岡本 真実 さん

ビジュアルアーツ専攻 3年

中川 舞 さん

ものづくりデザイン専攻 4年

田村 久留美 さん

アーツ&ルーツ専攻
2022年 3月卒業

渡邉 泰地 さん

景観デザイン専攻4年

竹本 法人 さん

2年

それぞれの哲学、
それぞれの記録、
それぞれの日常のなかに、
自分の殻を破る
きっかけが転がっている。
専攻も学年も出身もばらばらで、個性豊かな5人。
日常生活のこと、制作のこと、アルバイトのこと、
秋美のことなどを聞きました。



A1,  香川県／A2,  秋田大橋を渡って茨島のほう／A3,  家賃は4万
円台。奨学金なし／A4,  日吉神社山王祭で屋台をしたり、通町の
狐の行列のメイクをしたり、着ぐるみをしたり。単発バイトも多数
／A5,  アーツ＆ルーツ専攻の素描室。みんなでお昼ご飯を食べた
り遊んだり／A6,  秋田大橋を自転車で渡る時に海の波かと思うぐ
らいの雄物川の波間を鴨が必死に泳いでいるところ

選択肢にさえなかった
美術大学に入学。自分の思想や
哲学をどう表現するか!?

竹本法人
美術学部2年。もともと美術大学は選択肢になく、共通テストが終
わってからふいに調べて受験。音楽と美術の2つの軸を行き来しな
がら、いろいろな表現に触れる日々。

A1,  大阪府／A2,  新屋に住んでいます／A3,  家賃は41,000円。仕
送りのほか、奨学金を検討中／A4,  たまに日雇いのアルバイト／
A5,  家か大学、コンビニ。大学院棟2階のソファ。サークル棟でひ
とりでギターを弾いたり、ドラムをやったり／A6,  秋田はまだあ
まり知らない
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展
示
に
関
わ
り
た
い

田
村

：

イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
の
め
り
込
ん
だ
の
は
ど
う
し
て
？

渡
邉

：

誰
か
の
展
示
に
関
わ
り
た
い
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
な
か
か
ら
は
出
て
こ

な
い
ア
イ
デ
ア
や
表
現
と
交
わ
る
こ
と
で
、
自
分
の
型
の
よ
う
な
も
の
か
ら
抜
け
ら
れ
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
っ
て
。
美
術
の
展
覧
会
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
舞
台

美
術
な
ど
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
空
間
と
時
間
と
人
と
の
関
わ
り
は
、
建
築
に
も
共
通
す
る

部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。

田
村

：

竹
本
く
ん
は
謎
の
人
物
だ
よ
ね
（
笑
）。

竹
本

：

本
当
は
哲
学
や
文
学
研
究
を
し
た
い
と
思
っ
た
り
、
逆
に
法
学
部
に
入
っ
て
エ
リ
ー
ト

人
生
を
歩
も
う
か
と
も
思
っ
て
東
大
に
入
り
た
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
合
格
で
き
な
く
て
、
一

度
、
関
西
の
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
次
第
に
行
か
な
く
な
っ
て
、
で
も
他
の
大
学
に
行
く
気

も
な
く
て
。
も
し
か
し
た
ら
美
術
な
ら
自
分
の
思
想
や
哲
学
を
モ
ノ
と
し
て
表
現
で
き
て
面
白

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
僕
は
デ
ッ
サ
ン
を
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
秋
美

の
試
験
前
日
の
夕
方
に
初
め
て
秋
田
に
来
て
、
初
め
て
デ
ッ
サ
ン
用
の
鉛
筆
や
練
り
消
し
を
駅

前
で
買
っ
て
、
カ
ッ
タ
ー
で
削
っ
て
。
入
試
で
初
め
て
デ
ッ
サ
ン
を
し
た
の
で
、
そ
の
日
は
人

生
で
一
番
真
面
目
に
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
真
剣
に
描
き
ま
し
た
。

何
か
を
作
る
こ
と
、
表
現
す
る
こ
と

田
村

：

入
学
す
る
ま
で
美
術
と
は
無
縁
だ
っ
た
の
？

竹
本

：

自
分
の
内
側
の
も
の
を
表
現
す
る
行
為
な
ん
て
、
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
生
に
お
い
て
何
か
を
作
っ
た
り
表
現
し
た
り
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

た
だ
、
前
の
大
学
に
行
か
な
く
な
っ
た
ぐ
ら
い
か
ら
、
音
楽
に
の
め
り
込
ん
で
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
同
士
の
繋
が
り
を
追
っ
て
C
D
を
漁
っ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
お
金
が
無
く
な
る
ま
で

ぶ
ら
ぶ
ら
し
た
り
。
そ
れ
が
転
機
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
秋
美
に
来
て
か
ら
は
毎
日
が
新
鮮
で
、

面
白
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
自
分
自
身
、
本
当
に
不
思
議
で
。
何
か
を
作
っ
て
い
る
人
が
、
ど

う
思
っ
て
作
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
る

ん
だ
と
知
る
の
が
す
ご
く
面
白
い
。
こ
れ
ま
で
美
術
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
け
れ
ど
で
き
る
だ
け
作
品
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。

違
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
刺
激

田
村

：

真
実
ち
ゃ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

岡
本

：

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
3
年
で
す
。
入
学
す
る
ま
で
は
現
代
美
術
以
外
の
作
品
に

触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
秋
美
で
は
違
う
分
野
に
興
味
を
持
つ
人
と
話
が
で
き
る

こ
と
に
と
て
も
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
秋
美
に
入
学
す
る
時
期
と
コ
ロ
ナ
が
重

な
っ
て
、1
〜
2
年
生
の
時
は
大
学
以
外
で
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
て
。

だ
か
ら
1
年
休
学
し
て
、
見
る
も
の
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
い
ま
向
き
合
っ
て
い
る
制
作
を
続

け
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
移
動
と
記
録
を
続
け
て
い
ま
す
。
魚
の
着
ぐ
る
み
を
着
て
、
魚
の
目
の
部
分
に
魚
眼
レ

ン
ズ
を
付
け
て
、
出
会
う
人
の
様
子
を
全
て
記
録
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
と
同
じ
仕
組
み
の
装
置
を

背
中
に
担
い
で
歩
い
て
、
録
音
し
た
音
に
入
っ
て
い
る
ノ
イ
ズ
を
拾
っ
た
り
。
身
体
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
よ
り
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
近
い
も
の
で
、
行
為
に
主
軸
を
置
い
て
い
ま

す
。
表
現
す
る
こ
と
や
作
品
に
す
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
記
録
し
続
け
た
り
移
動
し
続
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
物
事
の
理
解
を
深
め
た
い
で
す
。

自
分
の
殻
を
破
る
き
っ
か
け
に

中
川

：

久
留
美
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
秋
美
に
入
っ
た
ん
で
す
か
？

田
村

：

私
は
も
と
も
と
美
術
系
の
高
校
の
出
身
で
、
高
校
時
代
に
は
秋
美
の
藤
浩
志
先
生
が
話

し
に
き
て
く
れ
た
り
し
て
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
進
路
は
東

京
藝
大
の
先
端
芸
術
表
現
科
か
秋
美
の
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
秋
美
に
入
学
し
て
1
年
の
時
に
、FujisatoREC

と
い
う
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
映
像
を
作
っ
た
こ
と
な
ん
か
な
く
て
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

て
い
る
と
こ
ろ
を
早
送
り
し
て
編
集
し
て
、
も
う
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
出
来
な
く
て
。
で
も
そ
れ

が
思
い
の
ほ
か
ウ
ケ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
歯
車
が
狂
い
始
め
ま
し
た
（
笑
）。
新
屋
ピ
ザ
窯
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
り
、
秋
田
駅
前
で
油
を
売
っ
た
り
、
秋
美
の
エ
オ
ス
像
で
盆
踊
り
大
会
を

し
た
り
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
今
の
延
長
線
上
の
こ
と

は
や
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
秋
美
は
1
年
、2
年
の
時
は
専
攻
に
分
か
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

そ
の
分
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
し
、
自
分
の
殻
を
破

る
き
っ
か
け
が
転
が
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
私
は
何
を
す
る
に
も
1
人
で
は
で
き
な
く

て
手
伝
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
話
し
た
り
、
役
割
を
振
っ
た
り
す
る
う
ち
に
、

そ
れ
が
作
品
以
外
に
も
及
ん
で
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

が
面
白
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

A1,  山梨県／A2,  大学から歩いて 20分のアパート／A3,  家賃は
37,000円。給付型の奨学金とアルバイト代で生活費と制作費をや
りくり／A4,  展覧会のインストールをしたり、設計事務所で模型
を作ったり／A5,  景観デザイン専攻のモデル室／A6,  新屋浜。大
学近くの大川端帯状近隣公園

渡邉泰地
景観デザイン専攻4年。展覧会のインストールをしたり、配信イベ
ントの舞台セットや展示什器などを制作。秋田市文化創造館、秋田
県立近代美術館、国際芸術センター青森に設営協力するなど活躍中。

インストールワークショップが
きっかけで
展覧会設営で活躍

A1, 京都府／A2,  大学から歩いて 10分のアパート／A3,  家賃は
44,000円。制作費はアルバイト代で工面／A4,  たい焼き屋さんや
塾講師など。アルバイト代から貯金をして大学院の資金に／A5,  
プレハブ棟で制作したり、雄物川近くの草場で友達とウクレレの練
習をすることも／A6,  雄物川近くの草場！

岡本真実
ビジュアルアーツ専攻3年。もともと言語学や身体表現に興味があ
り、ダムタイプやジョーン・ジョナスのパフォーマンスを知ったの
をきっかけに現代アートへ。

記録し続けること、移動し続け
ることが何かを理解したり、
何かを試みることになったり。

田村久留美
アーツ＆ルーツ専攻卒業。秋田公立美術大学卒業・修了展2022実行
委員長。大学構内や秋田駅前のアゴラ広場で、晴れた昼間は油を売
る「油屋」を展開。卒業後は京都で大学院生に。

趣味は人助け。
天気のいい昼間は「油屋」に。

Q&A　Q1, 出身はどこ？／Q2, 暮らしているところは？／Q3, 生活費は？／Q4, アルバイトしてる？／Q5, どこにいる？／Q6, 好きな場所は？



Q1. 住まいの形態は？

Q3. 家から大学までの通学手段は？

Q4. 家から大学までのおおよその通学時間は？

Q5. アルバイトはしていますか？

Q8. サークルに入っていますか？

Q11. 奨学金を利用していますか？Q14. 秋田公立美術大学の受験対策で
　　　したことがあれば教えてください。

Q9. 普段の昼食はどうしていますか？

Q10. 授業の課題制作等のために、年間いくら
　　　くらい材料費がかかっていますか？

Q7. 毎月の生活費はいくらですか？
（家賃、食費、光熱費、携帯電話代等の総額）

Q12. 仕送りは毎月いくら受けていますか？

Q13. 卒業後に希望している（または決定している）
　　  進路を教えてください。

Q2. 家賃は月額いくらですか？
（Q1で賃貸住宅、シェアハウスと回答された方）

Q6. 毎月のアルバイト収入はおおよそ
いくらですか？（Q5で「はい」と回答された方） 

Q15. 秋田公立美術大学の受験対策で、
　　 これはしておいてよかった、これはしておけばよかった、ことがあれば教えてください。

（一人暮らしの方）

4　真冬に試験会場に行く知識と覚悟。特に西日本出身者。3月でも雪降るし、道滑る。
　　天気によっては新幹線が止まり、飛行機も着陸しないかもしれない。

4　画塾に通ったことと、センター試験前は絵は描かずに学科の勉強をちゃんとしたことは良かったことだと思います。

4　実技は他の何より圧倒的に、自信や安心につながると思います。それと当たり前ですが面接は苦手な人ほど素直に練習した
　　ほうがいいです。受かったので結果的には良かったですが、私は変なことを口走ったせいで当日絶望して帰りました。
　　当日のアドリブとかやめた方がいいです本当、、精神的に良くない、、、前日はちゃんと睡眠をとりましょう。

4　早めに受験日当日と同じ流れでデッサン練習をすること（時間配分など）。

4　デッサンでは画力だけでなく、構成力も鍛えることを意識できると良いかと思います。
　　自分の得意／苦手分野を分析して、それらを利用して生かす練習などはしていて良かったと思っています。

14%

16%

22.7%

18.3%

29%

43.7%
36.1%

7.6%
8%

25.5%

20.9%

22.7%

19.1%
7%

57.6%

42.4%

75% 20%

5%
賃貸住宅

実家

シェアハウス

はい

いいえ

はい

いいえ

4万～5万円

3万～4万円

5万～6万円

3万円未満

6万円以上

5万～7万円

3万～5万円

7万～9万円

3万円未満

9万～11万円

11万円以上

3万～5万円

5万円以上

2万～3万円

2万円未満

徒歩・自転車

バス

電車

バスと電車（両方）

その他

10分未満

10～30分

30分～1時間

1時間以上

給付型奨学金を
利用している
（利用していた）

貸与型奨学金を
利用している
（利用していた）

利用していない

0 10 20 30 40 50 60

20.2%

45.4%

46.2%

63.9%

36.1%

41.2%

26.5%

10.3%
22%

47.9%

14.3%

6.7%

31.1%

79%

8.4%
5.9%

自炊・お弁当持参

コンビニ・スーパー

学食

その他

学内の売店

1万～5万円

5万～10万円

1万円未満

10万～15万円

20万円以上

15万～20万円

3万～5万円

もらっていない

3万円未満

5万円～8万円

8万円～11万円

就職
起業や個人事業主
（アーティストなど）

進学

留学

その他

13.8%

43.6%
37.2%

（複数回答） （複数回答）

72%

11%

9.3%

5% 52.6%

19%

6%

18.1%

59%

0.9%

44.4%

23.9%

11.1%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

画塾や予備校に通った

家庭教師についた

独学

美術部の顧問に
指導してもらった

美術系・芸術系の高校で
指導があった

生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

＊
5
％
未
満
は
数
字
を
表
記
し
て
い
ま
せ
ん

128129
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学
生
支
援

0学習や創作活動を支える経済的サポート

◦奨学金

① 2 ～ 4年生を対象とした特待生制度
前年度の成績優秀者（ 2 ～ 4年生）に対して、1人 10万円を支給する
特待生制度を設けています。

②自治体や民間の奨学金情報の共有、申請支援
自治体や民間による奨学金情報を周知し、必要に応じて申請手続きの
サポートを行っています。

③フューチャー・アーティスト基金による修学支援奨学金

◦助成金

①あきびネットファンド
主に地元企業や団体、個人で構成される本学の支援団体「あきびネッ
ト」が、自主的な創作・研究活動に対して奨学金を給付しています。

②国際交流助成制度
海外の大学および研究機関等で行う留学やアートプロジェクト、ワー
クショップ、ボランティア等への参加にかかる経費の一部を補助して
います。

③後援会による学生活動の支援
学生の課外活動や進路・就職活動、資格取得（就職やスキルアップに
つながる資格に限る）等について支給します（区分により上限あり）。

④その他
後援会による大学祭や学生会活動、サークル活動や卒業制作展の作品
制作などのための各種助成金制度があります。

◦パソコンの貸与

オンライン講義の受講やレポートや課題制作に必要なパソコンを、希
望者には無償で貸与しています。

※授業料の減免については、文部科学省による「高等教育の修学支援新制度」
により実施しています。

0心身の健康維持のためのサポート

◦健康管理

保健室には看護師が常駐し、急病やけがの応急措置をおこなっています。

◦新型コロナウイルス感染症対策

学内には検温器や消毒液を設置し、安全な学習環境の整備に努めてい
ます。また、教室によって受講定員を減らしたり、オンラインにより
授業を行っている科目もあります。

◦学生相談

大学生活では、修学、人間関係、進路など、さまざまな問題に直面す
ることもあります。いつでも相談できるよう、キャンパスソーシャル
ワーカーや臨床心理士によるカウンセリングを行っています。

0視野を広げ、学びを深めるサポート

◦美術館無料観覧

秋田市立千秋美術館と秋田県立美術館の常設展、企画展、特別展など
を学生証提示により無料で観覧することができます。

0キャリア形成に向けたサポート

◦キャリアセンター

卒業後の進路やガイダンス、個別面接、模擬面接を行うなどして、学
生の進学・就職活動を支援しています。

0生活基盤を整えるサポート

◦住宅情報の紹介

在学生の約 8割が大学周辺のアパートやシェアハウスで生活しています。

◦アルバイト情報の紹介

大学に寄せられる各種アルバイト情報の紹介を行っています。

0開学10周年を記念した「フューチャー・
アーティスト基金」を設立（2024年度支給開始）

2023年の開学10周年を控え、経済的理由により修学が困難な学生の
支援やグローバルに活躍できる学生の育成など、教育研究環境の整備
充実を図り、未来を志向し果敢にチャレンジする新世代の育成・支援
に取り組むため、「フューチャー・アーティスト（Future Artist）基金」
を設置しました。

◦「修学支援奨学金」支給事業

経済的理由により修学の継続が困難な学生への給付型奨学金の支給を
行っています。

◦「グローバル人材育成支援金」

国際ワークショップや海外インターンシップ、国際ボランティアの参
加など、グローバルに活躍可能なアクションプランを持つ学生への支
援金支給などを行っています。

新
屋
竿
燈
会
の
方
と
練
習
を
重
ね
る
秋
美
竿
燈
サ
ー
ク
ル

秋田公立美術大学では学生の皆さんが、学習や創作活動、
日常生活において健全で充実した学生生活を送れるよう、
さまざまなサポート体制を整えています。



《入学時納付金》

《奨学金・奨励金》

0 日本学生支援機構奨学金

経済的理由により修学が困難な学生のために奨学金を給付・貸与する制度で、日本学生支援機構
が採用決定します。貸与型は卒業後に返還します。
第一種奨学金…無利子貸与　第二種奨学金…有利子貸与

0 秋田公立美術大学奨学金

在学中の修学意欲を高めるために設置した、本学独自の奨学金制度です。2年生から4年生の各
学年で前年度の成績上位者（2年生および3年生は3名以内、4年生は6名以内）に対して年間 10万
円（予定）を支給します。返還不要の給付型奨学金です。

0 秋田公立美術大学大学院学業奨励金

本学大学院入学者で、入学試験時の成績が優秀で入学後の研究活動の向上が見込まれる学生に
対し奨学金を給付します。

0 あきびネットファンド

本学の支援団体「あきびネット」が、学生の創作意欲やチャレンジ精神の向上を目的に創設した制
度です。展覧会への出品やアートプロジェクト参加などの課外活動における自主的な創作・研究活
動に対し、20万円（上限）を給付します。プレゼン方式で審査を行い、採用を決定します。

内訳

秋田市民以外の方
入学手続時 上記以外の方

授業料 5 ⁄ 10月 前・後期に分納

金額 納入時期 備考

後援会会費（４年分）
学生会会費（４年分）
傷害保険等（４年分）
同窓会費

60,000 円
13,000 円
4,660 円
15,000 円

（入会金及び永年会費として）

入学料 秋田市民

423,000 円

535,800 円

その他の経費 4月92,660 円

282,000 円
入学手続時

本人または保護者の方が入学の日の
１年前から秋田市に住所を有する場
合に該当になります。

（各 267,900 円）

オープンキャンパス2022
秋田公立美術大学では年2回、オープンキャンパスを開催しています。キャン
パス案内ツアーではスタッフが学内の教室、工房、施設を案内し、本学の特色
ある5つの専攻を紹介します。大学に関する全体説明や質疑応答のほか、デッ
サン体験や持ち込みデッサン指導、進学相談ブースなどもあります。美術大学
ならではの魅力あるキャンパスをぜひ体験してください。

今年の開催日

※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催方法等を変更する場合があります。

2021年度のオンラインオープンキャンパスは
こちらからご覧いただけます。
WEBで体験しよう！  秋田公立美術大学オープンキャンパス2021

第1回：2022年7月23日（土）
第2回：2022年9月17日（土）※大学祭と同時開催

入
学
金
・
奨
学
金

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
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入
試
に
つ
い
て1. 入試区分と募集人員

2. 入学者選抜試験実施科目

学生出身地域（学部 計455名）
＊2022年5月現在

注：受験科目や配点等については、当該年度の学生募集要項で必ずご確認ください。

北海道
39

東北（秋田県含む）
267

秋田県
118

関東
53

近畿
37

九州・沖縄
10

中国
4

四国
8

中部
37

前期日程

中期日程

推薦選抜Ⅰ

推薦選抜Ⅱ

入試区分 個別学力検査等
教科 選抜方式

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

大学入学共通テスト

国語

左の教科から2教科2科目選択。
ただし、1科目は「国語」、「英語」
または「数学」から選択。

実技試験　・鉛筆デッサン

選択試験※ 1科目選択
・着彩表現・色彩表現・立体表現・小論文

実技試験　・鉛筆デッサン

面接

小論文

面接

実技試験　・鉛筆デッサン

必須
必須

免除

外国語
数学

地理歴史
公民
理科
国語
外国語
数学

地理歴史
公民
理科

国語
外国語
数学

地理歴史
公民
理科

学部学科 入学定員

100名 前期日程
40名

中期日程
30名 一般推薦

12名 県内枠5名 市内枠5名 指定校枠3名

推薦選抜Ⅱ
5名

社会人
特別推薦
若干名

入試区分と募集人員

学校推薦型選抜  30名

特別推薦  13名

一般選抜  70名

美術学部
美術学科

推薦選抜Ⅰ  25名

令和 4年度秋田公立美術大学入学者選抜試験結果入試情報（令和5年度入学者選抜実施予定）
※令和5年度入学者選抜の概要は6月発表予定の入学者選抜要項で必ずご確認ください。

学部学科

美術学部
美術学科

選抜区分

前期日程 40 97 2.4 85 2.1 41 38

30 184 6.1 97 3.2 42 35

70 281 4.0 182 2.6 83 73

12 34 2.8 34 2.8 14 14

5 18 3.6 18 3.6 8 8

5 8 1.6 8 1.6 6 6

3 3 1.0 3 1.0 3 3

25 63 2.5 63 2.5 31 31

5 12 2.4 11 2.2 6 6

若干名 2 - 2 - 0 0

100 358 3.6 258 2.6 120 110

中期日程

小　　計

推薦選抜Ⅱ

社会人特別選抜

合　　計

一般推薦

小　　計

県内枠

市内枠

指定校枠

一
般
選
抜

特
別
選
抜

推
薦
選
抜
Ⅰ

特
別
推
薦

募集人員 出願者数 出願倍率 受験者数 受験倍率 合格者数 入学者数

アドミッションポリシー（入学者受入方針）
「芸術の未知の領域に強い関心を持つ人」

「自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人」

「芸術分野で自立する意欲のある人」

「芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人」

●入学前に修得しておくことを期待する内容

1.  形態や空間などを観察し把握する力や描写力、構成力
2.  文章などを読み解く読解力や思考力
3.  自身の考えを整理し、的確に伝えることのできる表現力
4.  国内外で活躍するために必要な教養や異文化への理解
5.  数理科学や自然科学に対する基礎知識や論理的思考
6.  他者と積極的に関わることのできるコミュニケーション能力

●多様な選抜で求める人材像

1.  一般選抜（前期日程）／十分な基礎学力を持ち、物事を観察し
捉えた特徴を正確に表現する能力と与えられたテーマの内容を
理解した上で、自ら考え、独創的な発想力を自身の得意とする
媒体を通じて表現できる能力を備えた人を求めます。

2.  一般選抜（中期日程）／十分な基礎学力を持ち、物事を観察し
捉えた特徴を正確に表現する能力と自身の発想力を的確に表現
できる能力を備えた人を求めます。

3. 学校推薦型選抜（推薦選抜Ⅰ）／高等学校等において学業・課外
活動に優れた成績を修め、コミュニケーション能力と美術分野で
優れた能力を有し、未知の芸術領域や新しい表現技法を探求する
意欲のある人を求めます。

4. 学校推薦型選抜（推薦選抜Ⅱ）／十分な基礎学力を持ち、高等学
校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、論理的思考
力やコミュニケーション能力を有し、芸術分野に興味・関心があ
り芸術を用いた活動を通して地域や社会に貢献する意欲のある人
を求めます。

学生募集要項の請求方法
学生募集要項は、学校推薦型選抜を8月、一般選抜を10月に発表する予

定です。

①「テレメール」または「モバっちょ」を利用して資料請求ができます。
　「モバっちょ」、または本学ホームページの「資料請求」をご覧ください。
②本学に直接請求する場合は、受取人の郵便番号、住所、氏名を明記し
　た返信用封筒（角形2号）に切手を添付の上「学生募集要項請求」と
　朱書きした大学宛の封筒に入れ、本学宛に送付してください。

※郵送料、社会人特別選抜および編入学試験の学生募集要項の請求方法
　は、ホームページで確認してください。

左の教科から3教科3科目選択。
ただし、2科目は「国語」、「英語」
または「数学」から選択。
＊数学は2科目選択とする。

左の教科から3教科3科目選択。
ただし、同一教科から1科目まで選択。
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デザイン
佐藤豊

写真
大森克己、誉田慎一、高橋希、草彅裕

印刷・製本
株式会社シナノパブリッシングプレス

制作
NPO法人アーツセンターあきた

※乱丁・落丁誌はお取替えいたします。

※本誌内容の無断転記、転載、複写はご遠慮ください。

※本誌データは2022 年 4月現在の情報です。あらかじめご了承ください。

秋田公立美術大学

所在地
〒010-1632  秋田県秋田市新屋大川町12- 3
JR「秋田駅」から羽越本線「新屋駅」下車  徒歩15 分
JR「秋田駅」から秋田中央交通バス・新屋線「美術大学前」下車  徒歩 1 分

TEL　018 - 888 - 8100（代表）／ 018 - 888 - 8105（学生募集・入試）
FAX　018 - 888 - 8101
E-mail　soumu@akibi.ac.jp（大学）／ kyomu@akibi.ac.jp（学生募集・入試）
Web　https://www.akibi.ac.jp/
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